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副社長は気ままな男




「本ほん城じょうさん。そろそろ会議のお時間です」

「はぁ……またか。もう会議は飽きた」

　化粧品会社としては国内で二位のシェアを誇る、『ドゥシャイン』の副社長室の一日は、毎日こんなことの繰り返しだ。

　やる気のない返事ばかり返ってくるのは、彼が別の会社で好きなように働いていたところを、引き戻されたからに違いない。

「飽きたとか、そういう問題ではありません。し、ご、と、ですから」

　私、蒼あお井いすみれが秘書としてついているのは、ドゥシャインの副社長、本城慶けい太た郎ろう、三十歳。社長の息子であり、将来はトップに立つだろう御曹司だ。

　男にしては長いまつげとくっきりとした二重の大きな目。すっとした鼻筋に、どこか色っぽい唇。髪は柔らかそうな黒髪で、化粧品会社の副社長をしているより、ＣＭにモデルとして出たほうがいいんじゃないかと思う。

　だって、顔だけでなくスタイルも抜群。私より軽く二十センチ以上高い身長は、百八十五センチほどで、いつも見上げなければならない。さらに、長すぎる足。かといってヒョロヒョロなわけでなく筋肉質な体つきだ。

　おまけに男の色気を纏まとった本城さんは、社内の女子社員から憧れの眼差しで見られている。でも……。

「蒼井は厳しいな。『本城さん』じゃなくて『慶太郎さん』って呼んでくれたら、頑張るよ」

　いつもダラダラとした態度で、おまけにちょっとチャラい。

　ただ、そんな姿は副社長室の中だけで、一歩外に出ればシャキッと背筋を伸ばし、クールな表情を浮かべているから、私は二重人格に違いないと思っている。

「早くしてください、本城副社長！」

　誰が『慶太郎さん』なんて呼ぶもんか。私は彼女じゃないの！

「はいはい、わかったよ。すみれちゃん」

「本城さん、いい加減にしないと……」

　私をからかって遊んでいるようにしか見えない彼に怒りをぶつけようとすると、スクッと立ち上がった彼が私の顎に手をかけるので、不覚にも胸が高鳴る。だってこんなに美しい男性に、間近で見つめられたことなんてないんだもの。

「すみれちゃん。怒るとシワが増えますよ？」

「はいっ？」

　慌てて彼の手を振り払うと、「あはは」と笑いながら部屋を出ていく。

「このっ、チャラ男……」

　私がボソリとつぶやくと、「蒼井、早くしろ」なんて、さっきまでとは違う声色で私を呼んでいる。

　早くしなかったのはあなたでしょう？

　会議はあと三分で始まる。私は沸ふつ々ふつと湧き上がる怒りを呑のみ込んで、彼に続いた。

　このチャラ男、もとい副社長は、無気力に見えるくせして仕事はできる。

「それで、マーケの意見は？」

　会議で鋭い意見をズバズバとぶつけ、担当者がうろたえるのはいつものこと。

　今日は、発売予定の口紅についての話し合いだ。

「すみません。データ不足です。すぐにリサーチします」

「甘いな。化粧品のトレンドなんて次々と変わっていく。他社の後手に回ったらすぐに足元すくわれるぞ。蒼井、アレを」

「はい」

　私は本城さんから準備しておけと言われていたリップグロスについての資料を配り始めた。

「これは、『カミラ』が先日発売したグロスの売り上げと、消費者の意見だ。ＳＮＳで発信されたものから、小売店の店員に聞きとったものまでそろえてある」

　カミラというのは、業界第一位のライバル社。常に新しい商品を出して市場に刺激を与えている、驚異的な存在だ。

　そしてこの資料のソースは、本城さんが自ら集めたもの。昨日、スケジュールの合間を縫うように突然出かけると言いだした彼は、自ら小売店に出向いて話を聞き、帰社してからインターネットを駆使して情報を集め、それを私がまとめた。

「カミラの売り上げは、発売直後急上昇したものの、すぐに落ち着いてしまった。それはこのグロスが落ちやすいという評判が出回ったからだと思われる」

　消費者の声は売り上げに直結する。発売当初は珍しさもあって売り上げは伸びるものだけど、その後も伸びていくか、はたまた失速していくかどうかは、商品によって異なる。多額の開発費を投じて商品化したものは、売れ続けてくれなければ会社の利益にはならない。だから、スタートダッシュがよくても手放しには喜べない。

「本当ですね。カミラの製品は我が社も手に入れ、研究しました。その結果、たしかに我が社の製品と比べても持ちは悪いと出ています。この新商品はカミラの製品より持ちもよく期待できるのでは……」

　商品開発部の部長が切りだすと、本城さんは首を振った。

「カミラより少し持ちがいいということだけでは武器にならない。カミラの二の舞になるぞ。消費者の欲求はもっと高いところにある。今回の発売は見送る。商品の質を高めてくれ」

　本城さんのひと言は、会議室の空気を凍りつかせる。

「しかし、すでにＣＭの段取りも……」

「売れないものを次々と発売しても意味がない。ドゥシャインの価値が落ちるだけだ。あの会社の新製品なら間違いないと言われるようにならなければならない。これで会議は終了だ」

　反対意見をあっという間に却下して会議を終わらせてしまった本城さんは、ざわつく会議室を出ていく。

　私も慌てて続きドアを閉めると、会議室の中から声が聞こえてきた。

「まったく、あの人が来てからこんなことばかりだよ」

「次期社長って、ただの親の七光りだろ？　このままじゃドゥシャインを潰すぞ」

　そんなのあんまりだ。実際、商品開発の詰めが甘いのはたしかだし、マーケがなかなか重い腰を上げないから本城さんが自ら動いたのに。

　腹が立ってひと言言い返したいとドアに手をかけると……。

「いいから。無能なヤツは放っておけ」

　先を歩いていったはずの本城さんが戻ってきて私の手を止めた。

「うしろを振り向いたらいないから、こけているのかと思ったぞ」

「なにもないところで転びません！」

　私が反論すると、ククッと笑った彼が再び歩きだしたのでついていく。

「本城さん、悔しくないんですか？」

「なにが？」

「だって……。いえ、なんでもありません……」

　そこまで言ってしまってから、もしかして彼には聞こえていなかったのかもしれないと思い、口をつぐんだ。

「親の七光りには間違いないから。でも、このままじゃこの会社は潰れるな」

　聞こえてたんだ……。

　それなのに、余裕の笑みを浮かべる彼は、長い足をスタスタと動かしてどんどん離れていく。足の長さが全然足りない私は、小走りにならないと彼についていけない。

「わっ……」

　すると、重役フロアまで行ったところで、足をひねって転んでしまった。

「ほら、言った通りだろ」

　もう副社長室の前まで行っていた彼が、気づいて戻ってきてくれた。

　あんなに啖たん呵かを切ったのに、彼が言った通り転んでしまった私は、情けないやら恥ずかしいやらで顔を上げられない。

「困ったお嬢さんだ」

　本城さんは呆あきれ顔をして私の前にしゃがみ込んだ。

「これ、もうダメだな」

　彼が手にしたパンプスは、ポキッとヒールが折れてしまっている。

「あ……。お金ないのに……」

　短大を卒業して四年間、百貨店のカウンター業務ひと筋だった私は、半年前、本城さんが副社長に就任したのと同時に、なぜか秘書を命じられ今がある。

　それまでは制服が支給されていたので困らなかったけれど、秘書となると別。スーツやパンプスを日替わりで着用できるようにいくつもそろえた。だから、金欠になってしまった。

　しかも、パンプスは消耗品でもう二足ダメにしている。さらにこれは、二カ月前に追加で購入したばかりなのに……。

「蒼井。昼飯食いに行くぞ」

「出るんですか？」

「あぁ」

　腕時計を確認すると、十一時半。

　会議が早めに終わった……というか終わらせたから、いつもより昼食の時間は長くとれそうだけど、忙しい彼はほとんど出前やコンビニ弁当で済ませていて、食べに行くというのは珍しい。

「はい。わかりました」

「とりあえず、だ」

　彼は私の手を引き、立たせたかと思うと……。

「な、なにするんですか！」

　いきなり私を肩に担ぎ歩きだした。

「ちょ、ちょっと本城さん！」

「少々ドジな秘書確保」

「下ろしてください！」

　幸い重役フロアの廊下には誰の姿もないけれど、いつ誰に見られるかわからないのに。

「すみれちゃんは軽いな。スカート押さえておかないと、パンツ見えるぞ」

「嘘うそ……！」

　慌ててスカートを押さえると、彼はケラケラ笑った。

　ああっ、からかわれてる。

　でも、パンプスがダメになってしまったから、こうして気を遣ってくれていることだけはわかった。目立つので、裸足で歩いたほうがよかったような気もするけれど。それにしても私を軽々と担ぎ上げるなんて、相当な力の持ち主だ。

　私は抵抗虚しくそのまま副社長室に連れていかれた。そして、私をソファに下ろした彼は自分のデスクからなにかを取り出し、パンプスのかかとをじっと見つめる。

「これじゃ無理か……」

　彼が手にしていたのは木工用ボンドだった。

　修理してくれようとしているの？

「あ、あのっ、私やりますから」

「うーん、瞬間接着剤のほうがいいよな。でも、今はないし」

　彼は私の声なんて聞こえなかったかのように、ひとりで悩みだす。

「これは修理に出します。かなり歩きましたし、仕方ありません」

　秘書の仕事はデスクワークが多いと思っていたのは大間違いだった。本城さんに指示され、会社中を走り回っていることも多い。それに、フットワークのいい彼は、時間があればすぐに売場に顔を出しに行くと言いだして、いつも同行している。だから、百貨店のカウンターにいたときよりずっと歩いている。

　まだ買って間もないとはいえ、歩いた距離は長い。

「歩き回らせたのは俺のせいだから、俺が責任をとろう」

「は？」

　どうして本城さんが？

「蒼井、車を手配して」

「……はい」

　車の手配って……昼食に行くんじゃなかったの？

　ランチなら、このビル周辺にいくらでも店があるので、わざわざ運転手を呼んだりはしない。次の予定は十四時半。それまで時間はあるけれど、ランチに行くというのはやめたのか、またどこかに出かけるようだ。

　もともと気まぐれな人だから、もう驚きはしない。でも、私のパンプスが壊れてしまった責任をとると言ってみたり、車を手配してと言いだしたり、なにを考えているのかよくわからない。

「本城さん、すぐに玄関に回してくれるようです」

「了解。それじゃ、行くか」

「はい」

　とりあえず、彼が木工用ボンドで修理してくれたパンプスを履いて立ち上がった。でも、やっぱりちゃんとついてない。もう取れそうだ。

　不安を抱えながら、十五階建の自社ビルを出た。玄関には黒塗りの高級車が待ち構えている。

「副社長、どちらに？」

「『東とう郷ごう百ひゃっ貨か店てん』に行ってくれ」

　東郷百貨店は、我が社の売場の中でも高いシェアを誇る。

「視察と、挨拶をしてくる。ちょうど昼だし飯も済ませてくるから、帰りは十四時に頼む」

「かしこまりました」

　なるほど、ランチも兼ねて視察しようということなんだ。

　ただご飯を食べに行くだけではないことに感心する。

　東郷までは車で十五分。一番近い販売店でもある。

　車を降りると、他の客と同じように正面玄関から入っていく。すると、華やかな制服を纏った受付嬢が丁寧に頭を下げてくれて、恐縮してしまった。

　化粧品売場は一階。かなりの面積を占めていて、大手の競合他社もほとんど出店している。

　ところが彼はそこには行かず、エレベーターホールに向かった。

　挨拶をするとも言っていたので、担当者のところに行くのかもしれない。でも、いつもはアポイントを取ってから来るのに、そんな電話をした覚えはない。

　エレベーターのドアが開くと、私はいつものようにボタンを押し、先に本城さんを中に入れた。そして、自分も乗り込もうとしたものの……。

「あっ」

　膝がガクンと落ちる。やっぱりくっついていなかったヒールが再び折れてしまったのだ。

「危なっ」

　すると本城さんは私の腕を抱え、助けてくれた。

「すみません」

「足、ひねってないか？」

「はい。大丈夫です」

　そうは言ったが、どうやらさっきよりひどくひねったらしい。足首が痛い。

　本城さんは私の代わりに他の客が乗り終わるまで【開】のボタンを押し続け、次に七階のボタンも押した。

　こんなこと、副社長という立場の彼にやらせていいことではない。

「すみません」

「謝らなくていい。ボタンを押しただけだ」

　彼はそう言うと、折れたヒールに視線を落として、おかしそうに笑う。

「やっぱり素人の修理はダメだったな」

「いえ、ありがとうございました」

　どうしよう。これから担当者に会うというのに、この姿では……。それに、どうして七階？　ドゥシャインとは関係のないフロアだから、私は来たことがない。

「あの、本城さん……」

　エレベーターを降り、どこに行くのか尋ねようとふと顔を上げると、彼は私の腕を支えたまま歩きだした。

「片足はつま先歩きな。ここではさすがに抱えられない。パンツ見えるしな」

「見えてません！」

　まるでさっき見えたような言い方をするから焦って反論すると、彼は「プッ」と吹き出した。

「すみれちゃんは真面目だな」

「その『すみれちゃん』はやめてくださいとお願いしているはずです」

　彼は私をからかうときに『すみれちゃん』と呼ぶ。

「怒るなよ、すみれちゃん」

「ですから！」

　そんな言い争いをしながら彼が向かったのは、とある有名な靴の売場だった。

　デパートがひしめき合う界かい隈わいでも、この海外メーカーの靴を扱っているのはここしかないと聞いたことがある。有名人たちがこぞって買いに来るというこのブランドは、私たち庶民には目が飛び出るくらい高い。

「すみません、彼女のパンプスが欲しいのですが」

　彼は私が戸惑うのもお構いなしに店員に話しかける。

「本城さん、ちょっと……」

『高すぎて買えません』と言いたいのに、店員を目の前にしては言えない。

「承知しました。ヒールが折れてしまわれたんですね。いくつか持ってまいりますので、こちらに」

　高級店のことだけはある。促されて店内に入っていくと、革張りのフワフワなソファに案内されて座った。

「まずはサイズを測らせていただきますね」

　サイズはいつも二十三センチ。だから測らなくても……と思ったけれど、店員は長さだけでなく、横幅や足の指の形までチェックしている。

「エジプト型でいらっしゃいますね」

「エジプト？」

　エジプトと足になんの関係があるの？

「はい。親指が一番長く小指に向かって短くなっていく足の形状をそう呼びます。エジプト型は、どんな形の靴でも比較的合うのですが、外がい反はん母ぼ趾しになりやすいので注意が必要なんです」

「そうなんですね……」

　そんなこと、ちっとも知らなかった。

「少し外反母趾気味ですね」

「本当ですか？」

　初めての指摘に驚いてしまった。

「でも、パンプスの形に気をつければ大丈夫です。いくつか合いそうな物をお持ちしますね」

　店員はそう言って離れていくけれど、値段を見る限り、この店に私が買えそうなパンプスはなさそうだ。でも、こんなに丁寧にサイズまで測ってもらったりして、どうしよう……。

　カウンターにいた頃、お客さまにメイクを直させてもらえれば、なにかひとつは買ってもらえると先輩に常々言われていた。それと同じような状況にある気がしてならない。

「なんだ、キョロキョロして」

「本城さん、私こんなに高いお店の靴は買えません」

　彼に小声で伝えると、「そうだろうな」と涼しい顔。

　まさか、ローンでも組ませようと？　勘弁してよ。

「でも、俺が買うから大丈夫だ」

　彼の言葉が理解できなくて、しばし固まる。

　もしかして、責任をとるってそういうこと？

「いえっ、そんなことしていただかなくても……」

「遠慮するな。みすぼらしい格好をした秘書を連れて歩くのは苦痛だ」

　その言葉にカチンとくる。『みすぼらしい』って言ったって、あなたほど給料はもらってないし、その中で頑張ってそろえたのに。

「すみません。それでしたら、他の秘書をお探しください」

　別にどうしても秘書がしたいというわけでもない。

「それは無理だな。連れて歩くなら女がいいし、他の女だとすぐに俺に惚ほれちまうだろ？　そうすると面倒じゃないか」

　なに、その秘書は装飾品みたいな言い方。これでも頑張って働いているつもりだ。それに、〝普通は俺に惚れるのに〟という自信に満ち溢あふれた態度にも腹が立つ。私は絶対に惚れたりしないんだから！

　そのとき、さっきの店員がいくつかパンプスを持って戻ってきた。すると本城さんは瞬時にそこから数足を選び出す。

「こちらはけっこうです」

　履いてもいないのに、どういう基準で選んだの？

　私が不思議に思っていると……。

「あまりヒールの高いものでないほうがよろしいんですね」

「はい。彼女はよく歩きますので」

　なるほど、彼が排除したのは、ヒールが高かったり極端に細かったりするものばかりだ。

「蒼井、履いてみろ」

　店員を前に断りきれない私は、彼に促されるまま足を入れてみた。

「あれ……」

　ここのパンプス、今までのパンプスにあった圧迫感がまるでない。デザインはスマートなのに、窮屈に感じるところがないのだ。

「よろしければ歩いてみてください」

　店員に促されて歩きだすと、ヒールのせいで少し足先にずれてきた。

「ここにインソールを入れるといいですね」

　それに気づいたらしい店員は、特殊な形状のインソールを持ってきて、中に入れてくれる。すると、まるでオーダーしたかのように自分の足にピッタリフィットした。さすがはプロだ。

「それいいな。そのまま履いていきますので、会計を」

「あっ、本城さん！」

　彼が財布を取り出すので慌てて止めようとすると、私の手より一瞬早く黒いカードが店員の手に渡った。

　これは噂うわさのブラックカード!?　年収が一千万以上はないと作れないと聞く、あの。なんでも年会費が三十万も四十万もするらしい。私の月収よりずっと多い……。まぁ、彼は年収一千万どころではないだろうから、そんなの余裕だろうけれど。

「気にするな。この店の靴はメンテナンスもきちんとしてくれるから長く使える。価格に見合った価値はある」

　本城さんの言葉を聞いてハッとした。

　カウンターにいた頃、スーパーや薬局に置いてあるセルフの安い商品に勝つためには、品質そのものも大切だけど、お客さまへのサービスや購入後のフォローが大切だと学んだ。うちの商品の中には、自分自身も買うのはちょっと……と思うほど高い物もある。それでも、その品質とサービスに自信があったので売ることができた。

「すみません。少しずつ返します」

　一括では無理。でも毎月少しずつ返していこう。

「あはは、いらないよ。その分、仕事で返してくれ」

「……はい」

　ここでなにを言っても彼は引かないだろうと思い了解したけれど、本当にいいのだろうか。とにかく、こんなに高いものを買ってもらったのだから、それに見合うだけの仕事はしよう。

　私はそう気合を入れ直した。

　彼が買ってくれたパンプスは、本当に歩きやすい。今まで履いていたものとヒールの高さは変わらないのに、足にかかる負担がまったく違う。

　今度こそ一階の化粧品フロアに行き、ドゥシャインのブースに向かう……はずなのに途中で方向を変え、なんとライバル社、カミラのブースに行くので焦る。

「私、ドゥシャインの本城と申します。責任者の方はどちらですか？」

　しかも、堂々と名乗ってしまう有り様だ。とはいえ、容姿端麗な彼は、ドゥシャインの宣伝も兼ねてよくマスコミの取材を受けているので、バレるのも時間の問題だけど。

「は、はい。私です」

　すると、三十代半ばくらいの社員が慌てて名乗り出た。

「お忙しいところ、すみません」

「副社長さんですよね」

　彼女は彼のことを知っていたようだ。しかも目尻が下がっている。

　騙だまされちゃダメよ。この人、けっこうチャラいから。

　そんなことを心で唱えながら、私もにっこり笑ってみせた。

「はい。最近カミラさんから出たリップグロスが評判だとお聞きしまして、実際に見てみたいな、なんてお邪魔しました」

　もう見たことがあるくせに。しかも商品開発部で分析した成分表まで見ている。

「は、はい。こちらです」

　彼女はグロスをいくつか持ってきて、本城さんに手渡した。

「やっぱり売れてますか？」

「そうですね。あはは」

　笑ってごまかされたような気がする。彼の調査したところでは、リピーターが少ないと出ていたようだけど……。

「あの、最大のセールスポイントはなんでしょう」

　彼は遠慮することなくズバズバと切り込んでいく。

「そうですね。発色のよさです。唇の色に負けることなく、この通りの発色をするのがこのグロスの特長です」

「なるほど。彼女、私の秘書なんですが、少し試させていただいてもいいですか？」

　突然話を振られて驚いた。

「もちろんです。お色は……」

「これがいいです。アプリコットオレンジ」

　本城さんは即決した。普段ピンク系ばかり好んで使うので、オレンジは新鮮だった。

　緊張しながらグロスを乗せてもらい、鏡を覗のぞき込む。たしかに発色はよさそうだ。

「いいですね。さすがカミラさん」

　本城さんは褒めることを忘れない。

「私たちも負けないように頑張らないと。お忙しいところ、お邪魔しました」

「いえ」

　彼はやっとドゥシャインのカウンターに向かった。

　どうして私に試させたりしたんだろう。

　自社製品でない化粧品を使っているのに、カウンターにいるのはいたたまれない。お客さまから『この色が欲しい』と自分の使っている商品を指定されることもあるからだ。

「こんにちは」

　昼間のこの時間は、化粧品フロアの客も少ない。レストラン街がにぎわっている頃だ。ドゥシャインのカウンターには客がいなくてホッとした。

「副社長！」

　カウンターの責任者が目を輝かせる。

　ここにはもう何度も顔を出している。副社長に就任してたった半年なのに、お目当ての女性がいるのではないかと思うほど足しげく通っている。

「こんにちは。調子はどうですか？」

　彼は曖昧な質問をしながら、さりげなくディスプレイを直し始めた。

「はい。単月ですと前年を上回りそうです」

「頑張ってるね」

　売り上げのことは、わざわざ聞かなくても知っているはずなのに。

「ありがとうございます」

　それでも副社長という立場の人に褒められるとうれしいものだ。

「ここ、少しごちゃごちゃしすぎだなぁ。お客さまが迷って、結局買わずに帰るなんてことになりそうだ」

　彼が指摘したのは、口紅のディスプレイ。

「こっちの商品を前面に押し出してみて」

　こうした指示は副社長の仕事ではない。地域ごとに売り上げの傾向を調べ、営業本部の指示通り、売れ筋商品を置いているのだ。

「ですが本部から……」

　責任者は眉間にシワを寄せる。

「いいのいいの。俺が言っておくから。まずはやってみな。ここは他の店と比べても売り上げの伸び率が大きい。さらに伸ばすには、新しい挑戦も必要だよ」

「そう、ですね」

　彼が口紅のブースに目をつけたのは、カミラの新商品を気にしているからだろう。

「半年前に出したこの商品は持ちがいいと評判だ。これで勝負だ」

　本城さんは指示を出す。

　なるほど。カミラのグロスの持ちの悪さにがっかりした人に、それを補える商品としてぶつけようというわけだ。

「いらっしゃいませ」

　そのとき客がやってきて、「またあとで来る」と言い残した本城さんと一緒に、カウンターを離れた。

　彼は今度はスマホを取り出し、どこかに電話を始める。

「お世話になります。ドゥシャインの本城です」

　その丁寧な言い方から、得意先なのだとわかった。

「――そうですか。それではすぐに伺います」

　少し話した彼は、そう言って電話を切った。

「あの、なにか予定が入ったのですか？」

「うん、飯の」

　彼はときどき理解不能だ。どう考えても得意先の人との電話で、『すぐに伺います』と言ったのに、『飯』って……。ランチを共にしながら仕事の話をすることはよくあるけれど、店の手配もしていない。

「行くぞ」

「は、はい」

　再びエレベーターに乗る彼に慌ててついていく。

　彼はこうして思いつきで行動することも多いので、その場合、私はなにをしたらいいのかわからない。ただ右往左往してついていくだけ。それでも、あとでこの経験を生かして今日のような会議の発言をしたりするので、同じものを見て把握していないと困るのだ。

　最上階のレストランフロアに行くと、エレベーターを降りたところで、待ち構えている人がいた。

「本城さん」

「突然すみません、真ま山やまさん」

　東郷百貨店で営業本部に勤めている真山さんとは、今までに二度会っている。副社長就任直後に挨拶に来たときと、たまたま売場で。彼はなかなかのヤリ手らしく、どの売場のことも詳しい。もちろん化粧品売場についても。

「先ほど確認したら、中華なら席を用意できるということなんですが、よろしいですか？」

「はい、もちろんです。ありがとうございます」

　やはりランチをしながら話すということらしい。

　中華の店に入ると、奥の個室に案内された。

「さぁ、どうぞ」

　真山さんに促され本城さんが席に着く。

　私は彼のうしろに立った。商談ということなら、秘書としての仕事をしなければ。

「蒼井さんでしたよね。お隣にどうぞ」

「いえ、私は……」

「三人分の注文を済ませてありますから。それに、おひとりだけ空腹なのに、パクパク食べられるほど薄情ではありませんよ？」

　真山さんはクスクス笑う。

「蒼井、座らせていただきなさい。俺は昼を食べに行くと言ったと思うが？」

　本城さんは私を見上げて、そう口にした。

「は、はい」

「あはは。そろそろ普通にしていいか？」

　あれ……突然真山さんの態度が変わった。

「そうだな。昼飯がまずくなる」

　さらに本城さんまで。

「えっ？　あのっ……」

　私は頭の中が混乱して唖あ然ぜんとしてしまう。

「真山とは大学時代の同期なんだ。ここで会って驚いたよ」

「嘘……」

「そうなんですよ。初めてここに来たとき、済ました顔して副社長だなんて名乗るから、吹き出しそうだった」

　真山さんはそのときのことを思い出したのか、おかしそうに笑っている。

「というわけ。でも一応、仕事だから。今後の売場の展開について、お願いに上がりました」

　本城さんはそう言いながらも、目は笑っている。商談のときはいつも鋭い目をしているのに、旧友を前にしてか、ずいぶんとリラックスした様子だ。

「お願いもなにも、ドゥシャインはカミラに迫る勢いがあるじゃないか」

「そうだけど、新しい口紅の投入にストップをかけたんだ。どうにも満足できる品質に達していなくて」

　そんな企業秘密、安易に言っちゃっていいの？

「本城、それ、カミラにバラされたら困るだろ？」

「バラさないだろ？」

　どうやらふたりの関係は強固なものらしく、真山さんも苦笑している。

「まぁ、な。バラしても東郷になんの利益もない。でも控えろよ。蒼井さんの顔が真っ青だ」

　真山さんが焦っている私に気づいてくれた。

「蒼井。これは駆け引きかもしれないんだぞ。お前の表情で本当だとバレるだろ」

　え……。そんな高度な会話をしていたの？　私には到底ついていけない。

「蒼井さん、さすがはドゥシャインの社員ですね。メイクが丁寧だ」

　オロオロしていると、真山さんはにっこり笑って、話の方向を変えてくれる。

　たしかに、メイクだけは気を遣っている。売場にいたからメイクの勉強は十分すぎるほどしてきたし、今も派手にならないようにそれでいて清潔に……と、毎日メイクには時間をかける。もちろん化粧品会社の一員だからだ。だから、真山さんに褒められてちょっとうれしい。

「今、実験中なんだ」

　本城さんがじっと私の顔を見つめるので、ドギマギしてしまう。

「実験？」

　真山さんが怪け訝げんな声を上げた。そして私もなんのことかわからない。

「さっき、カミラのカウンターで新商品のグロスを塗ってもらってきた。食事のあとまで残っているかどうか調べるためにね」

　そのためだったの？

　私が目を丸くしていると「本当に大胆な男だな」と真山さんは口元を緩ませる。

「たしかにあのグロスは、お客さまの間では落ちやすいという声があるらしい。ただカミラのブランド力もあって、なかなかの売れ行きだと聞いているが」

「そうだな。そのブランド力をひっくり返すだけの商品がドゥシャインには必要だ」

　たしかに『カミラの』という枕詞がつくと、皆品質には太鼓判が押されているような錯覚を起こす。ドゥシャインも売り上げを順調に伸ばしてきてはいるものの、そこまでのブランド力があるかと言えば、まだまだカミラには劣る。

「なかなか野心家だな。そんなヤツだとは今まで知らなかったよ。お前はどちらかというと学生時代からフワフワしていて、大学を卒業してあとを継ぐのかと思いきや、フランスにいるって急に連絡が来るぐらいだし」

　フランスにいたの？　副社長になる前は別の会社で働いていたと紹介されたけど、それ以前のことまでは知らない。

「フワフワは余計だ。真山がカチカチだっただけだろ」

「カチカチって、褒めてるのか？」

「さぁな」

　ふたりは本当に仲がよさそうだ。

　それから運ばれてきたのは、カニ入りのチャーハンと、おいしそうな北京ダック。そしてかなり辛い本格的な麻婆豆腐に、デザートはごま団子だった。

　最初は緊張していたものの、真山さんがとても気さくな人で、楽しい食事になった。

「蒼井」

「はい」

　少し前に食べ終わっていた本城さんが、箸を置いた私を呼ぶので横を向くと……。

「なっ、なにして……」

　彼の手が私の顎に伸びてきて持ち上げ、少しうっとりしたような視線を向けるから慌ててしまう。

　こんなところで、なにするの？　真山さんの前なのに！　いや、真山さんがいなくても、だ。

「なに勘違いしてる。やっぱりグロス、残ってないな」

　彼がそう言った瞬間、止まっていた呼吸が再開した。

　そうだった。実験中だった。でも、そんなふうに見なくたって、わかるでしょ？

「だから、そういうところがいけないんだろ。本当は真面目なくせして、チャラチャラしたフリしやがって……」

「なに余計なこと言ってるんだ」

　呆れたようにため息を落とす真山さんに、本城さんは顔をしかめた。

「そんな話はさておき、くだらない話をしに来たわけじゃないんだろ？」

　真山さんのひと言に、本城さんの顔が一瞬にして引き締まる。

「やっぱりバレてるのか。あの話を聞いたんだけど」

「まったく、どこから仕入れてくるんだ？」

　ふたりがなんの話をしているのか、私にはさっぱりわからない。

「どこからって、どこにでも俺に天使のささやきをしてくれる女がいるんでね」

「そんなことばかり……。で、なんだ？」

　真山さんは呆れ顔をしながらも、身を乗り出してきた。

「最低でもカミラと同じ面積。できれば、いや絶対に一番玄関寄り」

「また厳しいことを言う」

「さっき話してた口紅、実はもう改良品の目め処どがあってね。持ちもよくて美容効果もある。必ず売れる。東郷限定カラーなんていうのもいいな」

　そんな話、聞いてない。大体、ついさっきの会議で発売延期になったばかりなのに、ありえない。

「はぁ、まいったな。ここで断言はできない。ただ、ドゥシャインの売り上げがもう少し伸びれば、堂々と推せるんだが」

「それなら問題ない。推してくれ」

　本城さんは少しもひるむことなく言いきった。

「本城は自信家だな」

「知ってただろ？」

　ふたりはそんな会話を交わしたあと、どちらからともなく手を出し握手を交わす。

「まぁ、頑張ってみるよ。それと、東郷限定カラーも決定だぞ。細かいことはまた」

「ありがとうございます。真山さん」

　最後に副社長の仮面をかぶった本城さんは、立ち上がった。

　そして私たちは、真山さんに見送られてエレベーターに乗り込んだ。

「あの……」

　なにが起こったのか説明してくれなければわからない。

　すると彼は、一番近い五階のボタンを押して私と一緒にエレベーターを降りる。

「ちょっと来い」

「はい……」

　彼に着いていくと、人気のない階段にたどり着いた。

「実は、化粧品フロアの改装が予定されているんだ」

　彼は私の耳に手を当て小声で言った。

「えっ！」

「声がでかい。これはまだトップシークレットだ」

　本城さんは私の口をとっさに手で塞ぐ。

「どうしてそんなことを知ってるんですか？」

「だから、女が教えてくれるわけ。俺のファンなんて至る所にいる」

「はぁ……」

　その色気で落としているってこと？　本当にチャラい男だ。でも、まぁ……ドゥシャインにとって有益すぎる情報だから、責めることもできない。

　それで合点がいった。つまり、カミラと同等の売場面積と、一番目立つ場所をドゥシャインに提供してほしいと申し出たのだ。

　でも……口紅の限定カラーは作ることがあるので問題ないとして、発売の目処は本当についているのだろうか。

「あの、口紅の新商品の話は……」

「本当だ。開発の下のヤツらとときどき飲むんだけど、もう商品化できるだけのものを作っている」

「えっ！」

　でも、商品開発部の部長はなにも言っていなかったし、今まで進めていた商品で推そうとしていた。

「今回は開発途中で偶然いいものができたらしいんだけど、上の偉いさんは頭が固いんだ。最初の計画とは違うからと認めなかった」

「だから会議であんな強気な発言をしたんですね」

　強引すぎるほど強引だった。

「インスピレーションも大切だが、なんの計算もなく突っ走っては潰れる。俺は適当なことを言っているわけじゃない、ただし、ときどき冒険もするけどな」

　壁にもたれかかり余裕の笑みを浮かべる彼は、チャラ男だとわかっていてもかっこいい。しかも、社員たちと交流しているなんて、意外だ。

「車が来るまであと何分だ？」

　腕時計を確認すると、十三時半。

「三十分です」

「もう一度売場に行くぞ」

　再び舞い戻った化粧品フロアは、今度はにぎわっていた。ドゥシャインのブースにも何人ものお客さまが立ち寄っている。

　その中に、ひときわ大きな体のお客さまがいた。きれいにファンデーションが塗られているものの、ちょっと口紅が濃すぎて不自然な気もする。いや、その前に、もっと不自然なのは、そのお客さまが間違いなく男の人だからだ。

「少し手伝っていくか」

「えっ？　……はい」

　私はそもそもカウンターにいたから、すぐにでも対応できるけれど、本城さんにできることなんてあるの？

　そう思いつつも、私は取れてしまったグロスの代わりに、彼が推すと言っていた口紅のサンプルを借りてつけ直した。ブースに立つ美容部員がきちんと化粧できていないのは、もっての他だからだ。

　その間、本城さんはさっきの大きな体のお客さまに近づいていく。どうやらその人は常連らしく、彼はカルテに一瞬視線を落として声をかける。

「早乙女さおとめさまですね。いつもありがとうございます」

「あらー、いい男じゃない？」

　やっぱり男の人だ。声が野太い。

「恐縮です。今日は、ファンデーションをお探しで？」

　早乙女さまの前には、ファンデーションとチークが置かれていた。

「ううん。化粧水がなくなりそうだから買いに来たんだけど、他のものも気になっちゃって。このチークもなかなかよね」

　こういうお客さまは多い。というか、他の商品にも興味を持たせるのが、美容部員の腕の見せどころだ。

「それはありがとうございます。そうですね。早乙女さまには、この色よりこっちのピンクが映えると思いますよ。よろしければメイクさせていただきますが」

　そうアドバイスした本城さんは、美容部員にバトンタッチするかと思いきや、自分でメイク道具をそろえ始めた。

「あらぁ、あなたがしてくれるの？」

「はい、よろしければ」

　本城さん、メイク、できるの？

　私は驚きつつ、その様子を見ていた。

　すると彼は、ジャケットを脱ぎシャツの腕をまくり上げる。筋肉質な腕が露わになると、男のフェロモンっていうヤツにやられてしまい、ドキッとしてしまう。

　惑わされてはダメ。あの人は、チャラ男だよ？

　なんとかそう自分に言い聞かせて、深呼吸する。

　それから彼が慣れた手つきで始めたメイクは、ファンデの色選びからハイライト、そしてチークを入れる位置まで完璧だった。

　でも、そろそろ迎えの車が来る時間だ。私はアイシャドウを取りに来た彼に「時間です」と伝えると、「会議はキャンセルだ。今はこっちのほうが大事だ」と素知らぬ顔をして私に告げ、再び接客に入る。

「急にそんな……」

　なんて言えばいいのよ。

　とはいえ、こんな中途半端な状態で抜けられそうにない。私は仕方なくスマホを持って外に出て、社長の秘書であり、私の上司の大おお矢やさんに平謝りした。

「本当にすみません。よろしくお願いします」

　ただでさえ、ズバズバとものを言う本城さんには敵が多いのに、こんなことをしてると周りに誰もいなくなるんだから！

　憤慨しながら、運転手にも謝罪して再びブースに戻ると、ちょうど早乙女さまのメイクが終わったところだった。

「すごいわ、あなた！」

　早乙女さまが興奮しているのもうなずける。ハイライトが効いていて小顔に見えるし、くすみも感じない。おまけに、アイシャドウの入れ方が秀逸で、目はかなり大きく見える。ダイエット番組の、ビフォーアフターくらいのインパクトはあった。

　女はメイクで化ける。それを目の当たりにした。いや、早乙女さまは男か……。

「ありがとうございます」

「ちょっと、気に入ったわ！　今使ったもの、全部いただいちゃう」

　全部!?

　早乙女さまはよほど気に入ったのか、かなりの金額を落としてくれた。

　でも最後に、「本城さんね。ホントいい男。ね、彼氏いるの？　私、彼女はいてもいいわよ」とラブラブな視線を送られ、いつもは余裕しゃくしゃくの彼が苦笑いしているのだけは、ばっちり見てしまった。

　その間に、早乙女さまの変身ぶりに、フロアにいたお客さまが集まってくる。

「デモをしようか」

「えっ？」

　なにかピンときた様子の彼は、私を手招きしてお客さまからは見えないブースの裏手に呼ぶ。

「さっき、うまいもん食ったよな」

「はい」

「ちょっと仕事しようか」

　ニヤリと笑う彼を見て、背筋に悪寒が走る。ものすごーく、イヤな予感がする。

「……はい」

　私が承諾した瞬間、彼の手がサッと動いて、なんと私のメイクを落とし始めた。

「なにしてるんですか！」

　慌てて顔をそむけたけれど、彼は涼しい顔。

「なにって、モデルになれって言ってるの。早乙女さまにしてやるから」

『してくれなくていいです！』と思いっきり叫びたいところだが、売場でそんなことは言えない。でも、とにかくモデルなんてごめんだ。

　一歩二歩、あとずさりすると、それに気づいた彼が私の腕をガシッと捕まえ、くるっと回り込み、背中からギュッと抱き寄せてくる。

　なに、この体勢……。相手がチャラ男だとわかっていても、こんなに密着して抱きしめられるという経験が初めての私は、ドキドキが止まらなくなった。

　体を固まらせているうちに、彼はうしろから手を回してスルスルとメイクを拭きとっていく。

「本城さん！」

　小声で制しても、言うことを聞く人じゃない。

「俺がきれいにしてやる」

　耳元でそんなことをささやかれた瞬間、鼓動の勢いが加速する。

　まずい。この声、艶っぽくて腰が砕けそう。

「ち、ちょっと、本当に……」

「ほら、取れた」

　我に返ってもがいたけれど、どうやらメイクは取れてしまった。

「はい、こっち向いて」

「えっ……」

　再びくるりと回されて、今度は至近距離で彼と向き合うことになる。

「スッピン、なかなかじゃないか」

「見ないでください！」

　慌てて顔をそむけたのに、さっき真山さんの前でされたように、彼は私の顎に手をかけ、持ち上げる。そして私の目をじっと見つめて視線を逸らさない。

「目、閉じろよ」

　えっ？　これって……もしかして、キス？

　彼の言葉に思考が停止する。完全にキャパオーバーだ。

「なに勘違いしてる。アイメイクを落とすんだ」

「えっ……あっ……」

　勘違いが恥ずかしすぎる。絶対にキスだと思った。そんなわけないのに。

　彼に見つめられているのに耐えられなくなり素直に目を閉じると、たっぷりとメイク落としをしみこませたコットンが目に乗った。

「お前、経験ないだろ」

「は？」

「動くな！」

　そんなこと言ったって、とんでもないことを言いだしたのはあなたのほうだから！　早く離れたい。この男から逃れたい……。

　アイメイクを落とし終わると、彼は手早く化粧水と乳液を肌に乗せ、大きな手で私の頬を包み込む。

　こうして体温で浸透させていることはわかっている。でも、男の人にこんなことされているなんて……いくらその相手が本城さんでも、耳まで赤く染まってしまう。

　経験のある大人の女なら、こんなことくらいでドキドキしたりしないんだろうか。

「よし。行くぞ」

「本城さん、本気で？」

　だって、このスッピンを大勢の目にさらさないといけないんだよ？

「当たり前だ。それともお前、このまま帰るか？」

　それも困る。でも、こっそり帰ったほうがいいかも……なんて考えていると、グイッと腕を引かれて、表に連れ出されてしまった。

「これからメイクのデモンストレーションを行います。ご興味のある方はぜひ」

　あー、言っちゃった。

　スッピンが恥ずかしくてうつむいていると、彼のひと声のせいで周りがざわつきだした。別メーカーのブースにいたお客さままでやってきたのだ。

　ヤバイ。眉毛ないのに、見ないで。

「顔が怖いぞ。笑え」

　それなのに彼は私にそう耳打ちする。

　もう、こうなったら！

　私は意を決して顔を上げ、必死に笑ってみせた。

　ここまで来たら引き返せない。それならせめて売り上げに貢献しよう。

「彼女がモデルです」

　本城さんは私をお客さまに紹介したあと、椅子に座らせた。

「皆さん、いろいろ悩みがおありだと思いますが、ドゥシャインはどの美容部員もメイクの勉強を積んでおりますので、あとで個別のご相談も承ります」

　しっかりＰＲも忘れない。

「今日のモデルは……そうですね、少し目の下のクマが気になります」

　えっ……そうだっけ？

「彼氏と夜更かししたんでしょうか」

　彼がそう口にすると、どっと笑いが起こる。

　この人、話術にも長けているらしい。でも、クマが目立つのだとしたら、それはあなたにこき使われているからよ！　私に彼氏がいないことも、間違いなく気がついているくせに、嫌味な男。

　それでも曖昧に笑みを作ってやり過ごした。こんなに盛り上がっているのに怒るわけにもいかない。

「クマ対策には、こちらの美容液が効果てきめんです。とはいえ、一日で効果が出るものではありませんので、続けてくださいね」

　早速、美容液の宣伝だ。

「彼女は青クマですね。血行不良が原因で、寝不足やパソコンの使いすぎなどのときにできます。青クマの場合は、オレンジ系のコンシーラーをチョイスします。こちらの商品です」

　彼は客の目を引きつけながら、商品を掲げてみせた。

　それは、私も愛用している商品だった。

「さて、コンシーラーはどの段階で使うのが正しいかご存知ですか？」

　一方的にしゃべるのではなく、お客さまに考えさせている。そのせいか去っていく人はおらず、増えていく一方だ。

「ファンデーションの前よね……」

　前列のお客さまが言うと、彼はにっこり笑った。

「おしいですね。正解は、コンシーラーは粉をつける前。つまりリキッドファンデーションの場合は、ファンデのあとです」

　彼はそう言いながら、下地を付け始める。

　本城さん、本当に詳しい……。

「今日の下地はピンク系です。顔色がよく見えますので、ぜひ使ってください」

　本城さんの言葉に合わせ、美容部員がその下地を出してお客さまに示している。

「今日はパウダーファンデーションを使いますので、コンシーラーで先に細工をしますよ。まずはクマを隠すためにここにこうして乗せて、指でポンポンと叩たたきます」

　そうやってメイクは着々と進んでいく。途中、コンシーラーでのハイライトの入れ方だとか、アイシャドウを使ってのシェーディングなど、ちょっと普通とは違う使い方なんかも説明すると、「へぇー」という感嘆のため息があちらこちらから上がっていた。

「最後はリップです。にじまないようにするにはペンシルで囲むのもいいですね」

　目の前には、本城さんの真剣な顔。しかも彼の視線が唇に釘くぎ付づけになっていて、緊張してしまう。

「そして、この口紅。持ちがいいと評判です」

　カミラを意識した発言だったものの、話し方が自然だから、嫌味には聞こえなかった。

「男は少し潤んだ唇に吸い寄せられるんです。唇の中央に、パール感のあるグロスをオンしてみましょう」

　彼はそう言いながら私の唇にグロスを乗せる。そして……それまで唇を見つめていた視線が突然、私の目をとらえた。

「きれいだよ」

　突然声のトーンを落とした彼に驚き、声も出ない。いや、息もできない。

　こんなに大勢に見られているのに、なに言ってるの！

　しかも、それだけでなく彼は顔を傾けて近づいてくる。

　嘘でしょ！

　今度こそ、キスされる……と覚悟すると……。

「なんてことになるわけです」

　彼はギリギリのところで止まり、離れていった。

　一瞬、ざわめきがピタッと止まったフロアは、再び笑いが起こり始めた。

　私はといえば、こんなに大勢の前でからかわれて、怒りで顔がこわばってしまう。

　それでも、それからのお客さまの動きに驚くこととなった。

「そのグロス、欲しいわ」

「はい。こちらです」

「コンシーラーもお願い」

　彼が使った商品が飛ぶように売れ始めたのだ。さっき彼が推すと言っていた口紅も。しかも、私に使った色が一番人気。化粧品は、ポスターやＣＭでモデルが使ったカラーがよく売れるものだけど、それと同じような効果があった。

　本城さんの周りはいつまで経っても人の波が引かず、メイクのアドバイスは続く。そのたびに商品が売れ……欠品になる商品まで出てきた。

「こんなに売れたのは初めてよ」

　裏に商品を包みに行くと、美容部員の責任者が目を丸くする。

「それにしても、副社長がメイクできるなんて知らなかった」

「私もです」

　彼の秘書なのに……。

　チラリと見える本城さんに視線を送ると、お客さまにメイクをせがまれていた。

　結局、東郷百貨店をあとにしたのは、もう十六時を過ぎていた。会議は間違いなく終わっている。

「これで売場面積は確保したかな」

　迎えの車に乗った彼はネクタイを緩める。

　真山さんとした約束のことだ。

「……はい」

　喜ばしいことなのに、素直に喜べない。スッピンにされたあげく、あんなに大勢の前でからかわれた恨みは、一生消えないんだから！

「なんだ、機嫌が悪いな」

「そうですか？　普通ですけど」

　私はとびきりの仏頂面で言った。

「その顔のどこが普通だ」

　彼はそう言いつつも、クククと笑う。私がなにに怒っているのか知っているくせに、全然反省してないようだ。

「帰ったら書類の決裁してくださいね！」

　彼はこうして精力的に出かけ、現場を盛り立てるのはとてもうまい。でも、どうやらデスクに座ってする仕事は苦手らしく、いつも書類が山積みなのだ。

「はいはい。すみれちゃん、手伝ってよ」

「蒼井です！」

　もうそのチャラチャラした感じ、勘弁してよ。

　会社に戻ると、会議をすっぽかしたお詫わびをするために、一目散に大矢さんのところに走った。

「大矢さん、すみませんでした」

「また副社長のワガママか？」

　大矢さんは顔をしかめる。

「……はい」

　今日は重役会議だった。月に二度、上層部が集まり、一応売り上げの確認と今後の方針を話し合う。

〝一応〟というのは、それが形式的なもので特に意味をなさないからだ。新しい発言を求められているわけではなく、現状の確認をするというような、あってもなくてもいいような会議。だから本城さんもすっぽかしたんだと思う。

「ちょっといい加減すぎるな。あ、もちろん蒼井がじゃなくて、副社長が、だ」

　本城さんの父である社長は、逆にとても律儀で、スケジュールを淡々とこなすタイプ。しかし、温厚ゆえ、グイグイ引っ張るという感じでもなく、野心家である本城さんのほうが社長業に向いていると言う人もいる。ただ、このいい加減さは問題だ。

「そうですね。ですが、今日、東郷百貨店で――」

　私は今日の出来事を大矢さんに話した。

「へぇ、メイクを？」

「はい。今日の売り上げは、十五時半の時点でオープン当日の百五十パーセントを記録したそうです」

　会議に出なかったのはよくなかったかもしれないけれど、びっくりするような売り上げを確保してみせた本城さんは、どう考えても会社に貢献したと思う。

「それはすごいな。でもあの人、自由すぎて困るんだよ」

　大矢さんがため息をつくのもよくわかる。なにせ私が一番困っているのだから。

「まぁ、少しずつ直してもらうしかないか。次の社長は彼で決まりだろうし」

　本城さんの容赦ないダメ出しや、今までの慣習を無視するやり方に反発する人たちもいる。でも、彼の変更で業績が悪くなったことは一度もない。だから誰もなにも言えないし、悪態をつきながら彼に従っているのが現状だ。

「蒼井、いつもとメイクが違うな。いつもより色っぽいっていうか……」

　大矢さんが突然そんなことを言いだすので驚いた。

「あっ、本城さんに言われて、モデルをやったんです」

　やっぱり違うんだ。仕上げてもらってから鏡を見たけど、大矢さんの言う通り、いつもより大人っぽいメイクだった。

「なかなかの腕だな」

「はい。驚きました。本城さん、メイクの勉強をしてたんでしょうか」

　彼は過去を話したがらない。だからフランスにいたことも真山さんに教えられるまで知らなかった。

「うーん、昔、海外の化粧品会社にいたという噂もあるから、そこで学んだのかもな」

　大矢さんもあまり知らないようだ。

　結局、疑問は解決せず、私は副社長室に戻った。

　すると本城さんはソファに足を投げ出して座り、目を閉じている。

「本城さん！　書類を片付けてくださいって言いましたよね」

　見張っていないとすぐサボる。

「ハンコを押すだけの仕事なんて、やりたくないんだよ」

　あのメイクの腕前を見れば、たしかにここに座っているより現場のほうが似合っている。でも、この椅子に座りたくても座れない人ばかりなのだから、ワガママは言わないでほしい。

「ダメです。将来ドゥシャインを背負われるおつもりなら、こういうこともしてください」

　少し厳しめに言うと、彼はむくっと起き上がり、私をじっと見つめる。

「俺に背負えると思う？」

「えっ？」

　突然声色を変えた彼は、真剣な眼差しを逸らそうとしない。

「俺にドゥシャインの未来を作れると思うか？」

　どうして急にそんなことを言いだすの？　いつだって自信満々なくせして。

「思います。ただし、そのダラダラなところを直せば、ですけど」

　私はキッパリ言いきった。

　本城さんの会議での発言にはいつもうなずかされるし、大胆な戦略変更にもきちんと彼なりの計算があることを知っている。彼は私に『インスピレーションも大切だが、なんの計算もなく突っ走っては潰れる』と漏らしたけれど、それが本音なはずだ。

　ただ、必死の計算を他の人に決して見せないから、インスピレーションだけで動くワガママな御曹司に見えるだけ。

　とはいえ、彼はどうしようもないほど無気力なときもあるし、なによりチャラチャラしていて私はそこが気に入らない。

「あはは。すみれちゃんは相変わらず厳しいな」

　彼は大げさに肩を落として見せる。

「だから、蒼井でお願いします！」

「はいはい、あの頃とちっとも変わらない蒼井さん」

　えっ、『あの頃』って？

　彼がなんのことを言っているのかわからなかったけれど、彼が立ち上がったので深くは追及しないことにした。やっとやる気になったのだから、このチャンスを逃すわけにはいかない。

「すみれちゃん、手伝ってよ」

「ですから！」

「あぁ、ごめん。蒼井だった」

　ふざけているのか素なのかさっぱりわからない。しかし、ようやく書類に目を落とし始めた彼の隣で、私も書類チェックを始めた。










強い男の弱い顔




〝嫌いなことは後回し〟がモットーのような彼のせいで、その日もたっぷり残業になってしまった。

「はぁ……終わった」

　彼は盛大なため息をついているけれど、私がつきたいくらいだ。予定外に出かけてばかりでいつもこうなる。

「お疲れさまでした」

「腹減ったな。飯行こうか」

　時計を確認すると、もうすぐ二十一時。私は早く帰りたい。

「いえ、この青クマをなんとかしないといけないので、帰って寝ます」

　昼間すっぴんにされたことの怒りも込めて返すと、「まだ怒ってる」と呆れ顔。

　完璧にメイクしてもらえてテンションは上がったものの、あんなに大勢の前でからかわれたことは許したくない。

「あの、パンプス、ありがとうございました。少しずつお返ししますので」

　ふと、まだきちんとお礼を言っていなかったことを思い出して口にすると、彼はニヤリと笑う。

　なんだろう。なにかたくらんでる？

「そうだったね。じゃあ、代わりに飯おごってよ。それでチャラ」

「え……」

　しまった。墓穴を掘るとはこのことだ。

「それじゃ、行くよ」

「ち、ちょっと！」

『行く』なんてひと言も言ってないのに、彼は私の手を引きさっさと電気を消した。

　こういうときは行動力があるんだから……。

　私は仕方なく彼に付き合うことにした。

　重役は出退勤も運転手つきの車を使う。でも彼はこうして遅くなるときは運転手を先に帰す。そうした配慮ができるところだけは好感が持てるんだけど……。

「いいねぇ」

　会社を出て歩き始めると、彼はすれ違った美女に目を奪われている。

　サラサラの長い黒髪を風になびかせ、背筋をピシッと伸ばして歩くその女性は、どこかエキゾチックな顔つきで、モデルでもしていそうだ。

「誘ったらどうです？　私は帰ります。それでは」

　渡りに船だと思い、そう告げて歩きだすと、彼に腕を引かれてしまった。

「妬くなよ」

「はいっ？」

　どうして私が嫉妬なんてするの？

「俺はすみれちゃんと飯に行くって言ってるだろ？」

　そんなこと言って、あの人に目を奪われていたくせに。

「あの口紅、カミラのだな」

「カミラ？」

　それを見ていたの？　しかも、すれ違っただけでわかったの？　外灯は灯っているとはいえ、暗いのに。でも、たしかにインパクトのある色だったような……。

　まじまじと見たわけではないけれど、つい口元に目がいったので、それだけは断言できる。

「パープル色の強いピンク。あれはカミラがヨーロッパで展開している色だ。日本には入れてないはずだし、あの〝作りました〟って感じのメイクからして、ファッション誌のモデルだろうな。プロのメイクアップアーチストなら、持っていそうだ」

　その鮮やかな分析に、『推理小説の読みすぎじゃないですか？』と言いそうになったものの、その通りかもしれないと思ったから黙っておいた。

「本城さんって、意外といろいろ知ってるんですね」

　上司に向かってとても失礼な発言だ。でも、普段ダラダラした態度の彼が、もしかしてこっそり勉強しているのでは？と感じて、思わず口に出た。

「意外とって……」

　彼はケラケラと声を上げて笑う。

「もっとそういうところを他の人にも見せたらよろしいのでは？」

　そうすれば、『親の七光り』なんて言われることもなくなるのに。

「努力をひけらかせて同情を買うなんて、嫌いなんだよね。それに、すみれちゃんだけが知ってるのって、なんかいいだろ？」

　なに言ってるんだか。

「そういうことは、彼女とやってください」

「それじゃ、すみれちゃんが彼女になればいいじゃん」

　は？　このチャラ男、大して興味のない私にまで毒牙を向けるなんて……。

「私はそんなに軽い女ではありませんのであしからず」

「わかってるよ。そうじゃなきゃこんなにウブな反応しないだろ？」

　彼は突然、私の腕を素早く引き寄せ、グイッと抱きしめた。

「な、なにしてるんですか！」

　慌てて離れようともがくけれど、彼の腕は私を捕まえて離さない。

「なにって、恋人のハグ」

「恋人じゃないですよね」

「いいからおとなしくしろ」

　彼が急に声のトーンを落とすので、驚いてしまった。

「たまには休憩したくなるんだよ」

　それは、どういう意味？　毎日毎日、頭の硬い幹部と戦って、疲れてしまったの？

　彼の声がやけに寂しげで、私は抵抗をやめ体を預けた。大きな彼の体にすっぽりと埋まり、少し速い気がする彼の鼓動に耳を澄ませる。

「このまま休憩しに行く？　俺は泊まりでもいいけど」

「はあ!?」

　なぜか悲しげな様子の彼に胸を痛めたのに、損した気分だ。

　思いきり胸を押して離れ、怒りの目を向けると、彼は再び口を開く。

「俺、金持ってるよ？　将来社長だよ？」

　おどけた調子なのに、その目はちっとも笑っていない。どことなく悲壮感の漂う姿が意外すぎる。

「あの……ホント、どうかされたん――」

「カミラに、勝ちたい。いや、絶対に勝つ」

　私の言葉を遮り、少し険しい表情で言い放った彼は、あきらかにいつもと様子が違う。業界第一位のカミラに対抗心を燃やしているのは知っていたけれど、まさかこれほどまでとは思っていなかった。

「俺に力を貸してくれ」

　私？　私なんてただの秘書で、なにもできないのに。

「でも私は……」

「ドゥシャインの商品、好きだろ？」

　私は大きくうなずいた。それだけは胸を張って言える。カウンター業務をしていた頃からドゥシャインの商品を愛し、自信を持って売ってきた。

「口紅、ちゃんと残ってる」

　本城さんは腰を折り、私の唇を間近でじっと見つめる。

「そう、ですか」

　彼にメイクをしてもらってから内勤だったこともあって塗り直していないのに、落ちてないんだ。

「でも、グロスは落ちたな」

　彼は私の唇に指で触れる。それはそれは、とても優しいタッチで。

　まっすぐに私を見つめる彼の視線と、指先から伝わる彼の体温のせいで、勝手に胸が高鳴り始める。

「すみれは、俺を狂わせる」

「えっ？」

　いきなり『すみれ』と呼び捨てにされ、唖然と立ち尽くす。それに、彼がなにを言っているのかわからなくて首を傾げると、彼が素早く近づいてきて、唇が重なった。

　どう、して？

　ハッとして慌てて離れたのに、彼は私から視線を逸らそうとしない。

「お前だけだ。俺の味方は」

　そんなことはない。たしかに彼は敵だらけだが、彼のことを理解し応援している人はいるはずだ。

「だから、休憩しに行こう」

　その言葉を聞いて、怒りのメーターが振り切れた。

　人を弄んで……絶対に許さない！

「痛っ」

　私は持っていたバッグを思いきり彼の足にぶつけてから駆けだした。

　この、チャラ男！　あなたはキスなんて日常茶飯事かもしれないけど、私はそうじゃないんだから。好きな人としか、しないんだから！

「すみれ！」

　彼が私の名前を大きな声で呼ぶのが耳に届いたけれど、私は振り向くことなく駅まで走り、電車に飛び乗った。

『すみれ』なんて、気安く呼ばないで。

　少しでも心が動きそうだった自分が情けなくて、悔しくて、空いた電車の車内でドアの前に立ち、唇を噛かみしめる。

　それから家に帰り、夕飯も忘れてぼーっとソファに座っていた。

「なんでキスなんて……」

　チャラくてだらしない男だけど、仕事の面では尊敬していたのに。今日だって、スッピンにされて腹も立ったけど、彼のメイクの技術に驚き、やっぱり彼が社長になるべきだと思ったのに。

「ホント、ムカつく！」

　私はクッションを思いっきり壁に投げつけた。

　もう本城さんの顔を見るのもイヤ。でも、仕事は仕事。ドゥシャインを辞めるつもりがないのなら、働かなくてはならない。

「異動願い出そ……」

　そもそも秘書になったのが失敗だった。

　そりゃあ、本城さんのアシスタント的立場でドゥシャインの未来の展望について考えるのはワクワクしたし、フットワークの軽い彼についていろんな現場を知り、まだまだやれることはあると気持ちも引き締まった。そして、本城さんと一緒に作ったレポートで幹部社員をバッサリ切るのも誇らしかった。

　それはおそらく、私が理想としていたドゥシャインを、彼が現実にしてくれそうな気がしたからだ。顧客の立場に立った商品開発やサービスを積極的に推し進める彼が、まぶしかった。

　でも私がドゥシャインの未来を作れるわけではない。この先会社を動かすのは本城さんで、私ではない。私はいつカウンターに戻ってもいいように、メイクの技術の腕でも磨いておいたほうがいい。

　そんなことを考えながら、本城さんにしてもらったメイクを落とし始めた。




　次の日も、しぶしぶ会社に向かった。

　あのパンプスは履かなかった。そもそも長持ちさせるためにローテーションで履いているので、ひとつの靴を続けて履かないのはいつものことだけど、もう彼が買ってくれたパンプスを履く気になれない。あの履き心地のよさは惜しいけれど。

　出社して副社長室の掃除をし、メールチェックを終えたのが、八時五十分。九時始業なのに、本城さんはまだ出社してこない。

　ダラダラ人間だけど、いつも遅くとも十五分前には出勤しているのに。なにかあったのかもしれない。

　運転手に聞かなくちゃと心配になったとき、デスクの電話が鳴った。直通の回線だ。この回線は、社員しか使わない。

「はい、秘書の蒼井です」

『もしもし、俺』

　電話してきたのは本城さんだった。

『俺』って……彼氏みたいな言い方はやめてほしい。でも、彼の声に張りがないのが気になった。

「どうかされましたか？　もうすぐ九時です」

『ちょっと調子が悪い。今日のスケジュールを読み上げてくれ』

　とびきり冷たい態度で接するつもりだったのに、そう言われて心配のほうが勝ってしまう。

「調子がって……風邪ですか？」

『よくわからないが、立ち上がると天井が回る』

　そんな……重症じゃない。最近は少しハードスケジュールすぎたかもしれない。金曜に終わらなかった仕事も月曜の朝には整っているので、おそらく彼は休日も返上で仕事をしていたはずだ。朝早くから夜遅くまで働き通しで、あのくらいの休息、大目に見るべきだったのかも。

「病院へは……」

『立ち上がれないから無理だ』

　そう言われるとそうだけど……。

「救急車呼びます！」

『そんなにひどくないさ。少し休めば大丈夫だ。動かなければこうして話もできる』

　立ち上がれない彼のほうがずっと冷静だった。

「でも……」

『心配してくれるのか？』

「当たり前です。立てないなんて……。どうしよう」

　軽くパニックになっていると、『蒼井』という彼の低い声が耳に届いた。

『ありがとう。うれしいよ』

「本城さん……」

　心配するなんて秘書として当たり前のことなのに、感謝なんかしなくていい。

『スケジュールは？』

　彼に急かされ、手帳を広げてスケジュールを確認する。今日は会議がふたつと、小売店への挨拶の予定があった。でも……。

「なんとかします」

『なんとかって……。蒼井にしわ寄せがいくから、できる限りのことはする。少し休んだら出社するから』

「私は本城さんの秘書です。こういうときになんとかしないで、どうするんですか？」

　本当はなんの目処もないのに、我ながら大口を叩いたと思う。でも、そうでも言わなければ、彼は本当に出社してきてしまいそうだったので、必死だった。

『蒼井……』

「いいですか、寝ててください。決裁が必要な書類はあとでご自宅に持っていきます。会議はもう資料ができていますので、代わりに発言してもいいですか？」

　会議で彼の代わりなんてできるとは思えない。でも、やらなくちゃ。

　今日の会議は彼が不在でも成り立つけれど、その場合、当然意見は反映されない。事なかれ主義の我が社では、本城さん以外あまり反論することもなく、提案された事案が決定していくことが多いのだ。

『わかったよ。それじゃ、頼む』

「任せてください」

　そうして電話は終わった。でも、私の頭は真っ白だった。

　私……やっぱり大きなことを言いすぎたかも。そもそも彼は副社長。一介の社員が自分の意見を述べるのとは違う。彼の発言にはいつも責任が伴い、売り上げを大きく左右することもある。その代わりって……。

「はぁ」

　事の重大さを認識して、思わず大きなため息が出る。

　とはいえ、今日の会議に備えた資料を彼と一緒に着々と作ってきた。彼の意見は十分承知している。

「やるしかない」

　やっぱりやらなきゃ。ドゥシャインが大好きだから。

　そして、いよいよ会議が始まる十時目前。

「よし」

　何度も深呼吸してから会議室に向かうと、大矢さんが追いかけてきた。彼には本城さんが欠席することは伝えてある。

「蒼井、本当に大丈夫か？」

「……はい」

「欠席でもいいぞ」

　彼はそう言ってくれるけれど、首を振る。

「いえ。本城さんの努力を無駄にしたくないので」

「そんなこと言っても、あの人、面倒なことを言いだすことのほうが多いだろ？」

　大矢さんもそう思ってるんだ。

「でも、本城さんが関わった案件は、見事に成功を収めていますよね」

「それは偶然だよ。蒼井も困ってたじゃないか。スケジュールをすっぽかしてばかりだって。もともと真面目にコツコツ働くタイプじゃないから、そのうち失敗するよ」

　大矢さんはそう言い残して、慌ただしく会議室に入っていった。

　四し面めん楚そ歌か、か……。

『お前だけだ。俺の味方は』と悲しげな顔をした本城さんを思い出した。

「でも、自業自得よ」

　昨日の突然のキスのように、彼はときどき理解できないこともする。だから味方がいなくなるんだ。

　けれど、そうつぶやきながら、なぜか胸がチクンと痛んだ。

　会議が始まると、重役ばかりの会議室は思った以上に息苦しい。

「次はこの口紅でキャンペーンを、と考えています。最近売り上げが落ち気味ですので、売り上げに応じて販売店にインセンティブをつけます」

　営業部の部長が説明すると、皆がうなずいている。

　そもそも重役は商品のことを熟知しているというわけでもなく、決裁するのが専門。よほど問題がない限り通ってしまう。

「なにかご意見はございませんか？　なければこのまま詳しい営業戦略について説明してもらいます」

　今日の進行役を務めているマーケティング部の部長が言うと、重役から賛成の拍手がパラパラと起こり始めた。

　途端に鼓動が速くなり、体温が上がる。胸が締めつけられるように苦しくなって、イヤな汗が吹き出してくる。

　手を挙げなくちゃ。意見がありますって、手を……。

「皆さん、ご賛同ありがとうございます。それでは――」

「あのっ！」

　このまま決まってしまうと思った瞬間、立ち上がっていた。

「どうした？　君は副社長の代理で会議を聞きに来ただけだろう？」

「すみません」

　つい謝罪の言葉を口にした途端、一年前のことを思い出して、震えがきた。




　――一年前、私はまだ百貨店のカウンターで美容部員をしていた。

　ドゥシャインはその頃、一番売れ筋のファンデーションの生産を、国内から中国の工場へと切り替え始めていた。そのほうが、生産コストが安くて済むからだ。

　すると、工場で機械の金属片がファンデーションに混入するという騒ぎが起こった。

　そんな中、各店舗から代表者を集めた美容部員のミーティングがあり、私も参加した。そこで、営業部の部長が、「工場側には不純物が二度と入らないように注意を促しました。再び中国の工場での生産を開始します」と告げるので、唖然とした。

　私たち美容部員は、その商品の回収のために何度も頭を下げ、罵声にも耐えた。

　現場で働く私たちには、ろくに調査もせず注意喚起だけで済まそうとするその決定が信じられなかった。

　コストカットのためなのはわかる。でも、また回収騒ぎが起こったら、怒りだけでは済まない。今までの信頼関係でなんとかつなぎとめているお客さまですら離れてしまうと、皆が思っていた。

　私は我慢できなくて立ち上がり口を開いた。

「安易に決めないでください。信頼を失うのは一瞬です。もし、もう一度同じことが起こったら、お客さまをつなぎとめられません」

　自分たちが必死になって築いてきたドゥシャインの信用を、コスト削減のひと言で台無しにされてしまうかもしれないことが、悔しかった。

「といってもねぇ。ライバル社もコスト削減に必死なんだよ。安い化粧品にマーケットを奪われているのもあるし、どこかで手を打たないと」

　まるで『なんにも知らないくせに』と言いたげな営業部部長は、冷ややかな目で私を見つめながら言った。

「他に削減できることがあるはずです。安全や信頼というところにメスを入れないでください」

「それじゃあ、あなたが辞めますか？　コスト削減の方法にリストラもあるんですよ？」

　そう言われた瞬間、頭が真っ白になった。

　そんなことを考えたことがなかった。ドゥシャインが大好きで、必死に働いてきた私には、辞めるなんて選択肢はないに等しい。

　ざわつき始めた会議室で、チクチクと突き刺さる視線。今まで『中国での生産はちょっと……』と言っていた人たちも、顔をゆがめて私をにらんだ。私のせいで『リストラ』なんていう言葉が出たからだ。

「いえ……。ですがやっぱり、信頼は大切です」

　リストラされるのは困る。でも、ドゥシャインというブランドが輝きを失くしていく未来しか見えなくて、必死に食い下がった。

「だから――」

　部長が再び口を開こうとしたとき、「彼女の言う通りだ」と、うしろから声がした。

「安い商品に市場を奪われているのは、ドゥシャインの商品の価値が、価格に見合っていないと評価されているということです。それなら、価値のある商品を開発すればいい」

　きっぱり言いきった男性は、前に歩いてきて部長の代わりに正面に立つ。

「生産は国内のみ。コスト削減は他でします。もちろん、リストラではなく別の部分で。商品の価値を下げたら、ドゥシャインの未来はない」

　……誰なの？

　茶色がかった少し長めの髪。黒縁の大きなメガネをかけ、無精ひげまではやしている。

　シャツのボタンをふたつ開けネクタイもせず、どこかやんちゃなイメージのその人を、見たことがない。でも、こんな場面で前に立ち、大切なことを鶴のひと声で片付けようとしているということは、それなりの役職の人だと思うんだけど……そうは見えない。

「待ってください」

　すると、慌てた営業部の部長がその人を制した。

「俺が責任をとる」

「そんなことを言っても、あなたはまだ……」

　営業部の部長もヒートアップしてきて、ケンカのようになってしまった。

「いや、今決めた。俺がやる」

　なにを話しているのかさっぱりわからないけれど、自信に満ちたような茶髪の男性はそう言いきった。

「皆さん、今日はありがとう。また現場の意見を聞かせてください。商品の安全と、皆さんのような大切な社員は必ず守ります」

　部長を押しのけたその人は、私を見つめて小さくうなずいてくれた。

　しかし、この事件があってから、『リストラが始まったら、あなたのせいよ』という無言の圧力がかかるようになった。もちろん、私の発言に賛同してくれた人もいたけれど、それはごく一部。誰もドゥシャインを辞めたくはなかったのだ――。




　そのときと同じような状況で再び手を挙げることは、大変な勇気が必要だった。

　また呆れられるかもしれない。誰かに恨みを買うかもしれない。でも、私はドゥシャインが好き。

「本日は本城副社長の代理で参りました。先ほどの口紅ですが、今どうしてその商品なのか説得力がありません。皆様もご存じのように、カミラのグロスが苦戦しています。それなら、それに対抗した商品をキャンペーン商品にするべきです」

　そこまで言って、大きく息を吸い込んだ。それなのに酸素が入ってきた気がしない。

「こちらをご用意しました」

　そして本城さんと一緒に作った資料を配り始めた。

　最初に社長に手渡すと、大矢さんが『余計なことを』というような顔をして私を見つめる。

「これがなに？　ここは君みたいな平社員が発言できるところではないよ」

　呆れ顔をした常務が口を挟む。

「わかっております。これは副社長がお作りになった資料です。私がお話ししますのは、副社長のお言葉です」

　そう伝えると、常務は苦い顔をして黙った。他の重役も、本城さんの父である社長がこの場にいるから露骨には文句を言わない。

　それでも、皆が面倒だと思っていることだけはひしひしと伝わってきた。

「こちらの口紅は、持ちのよさが売りです。せっかくのビジネスチャンス。カミラのグロスで満足できなかったお客さまを取り込めないかと」

　昨日、本城さんが東郷で前面に並べるよう指示した商品だ。

「あっちはグロスだ。簡単に代わりになるものではない」

　営業部の部長はそう言ったが、想定済みの質問だった。

「そうですね。ですがこの商品、持ちがいいことと、ツヤのよさがお客さまの間で話題になりました。二ページ目に根拠を示してあります」

　本城さんはＳＮＳなどを検索し、客の率直な感想を集めると共に、美容について扱うサイトでも、【グロスの代わりにもなりうるほどのツヤ】と書かれているのを見つけてきた。

　その根拠の数が膨大すぎて、重役たちはしばらく黙って資料に目を落としていた。

「うーん。といっても肝心の副社長がいらっしゃらないし、キャンペーンに向けては一刻も早く動いたほうがいいからねぇ」

　常務が言うと、他の重役も賛同するようにうなずいている。

「営業戦略については？」

「あの、それは……」

　それは本城さんの頭の中だ。彼はこの資料を基に、ディスプレイの変更などを話す予定だった。でも、私にはそこまでできない。

「こっちの口紅は、副社長が復帰されてからにしましょう。なにもキャンペーンは今回だけではないんだ。今回は当初の予定通りでいかがでしょう？」

　常務の言葉に唖然とする。今ぶつけないと意味がないのに……。

　しかし今度は大きな拍手が湧き起こり、皆がこの話を終わらせたいのだとわかった。

「それでは決定です。戦略について営業部から」

　マーケティング部の部長がそう口にした瞬間、脱力して椅子にドサッと座った。

　あんなに必死に資料を作ったのに、なにもできなかった。

　それからは、なにも頭に入ってこなくなった。本城さんに申し訳なくて、これなら欠席したほうがよかったと思ったほどだった。

　放心状態で会議室を出ると、大矢さんが待ち構えていた。

「蒼井、ちょっと」

「はい」

　大矢さんに従い、空いていた会議室に行くと、彼はすぐに口を開いた。

「本城さんに翻弄されすぎだ」

　思わぬひと言に愕がく然ぜんとする。『翻弄されてなんかいません』と言いたいのに言えない。その通りかもしれないと思ったからだ。

「あの人はひとクセもふたクセもある。これ以上、蒼井の手に負えなければ、配置変えするぞ」

　そもそも私を秘書に指名したのは本城さんだと聞いている。それがなぜなのか今でも教えてはくれないが、そうでなければ、秘書になることなんてなかったはずだ。

　秘書として経験を積んできたわけではない私の手には負えない、のかな。

　たしかにため息が出ることだらけだけど、本城さんのしていることが間違っているとは思わない。

「いえ。もう少し頑張らせてください」

　気がつくと、そう口にしていた。

「そうか。でも無理なときは言ってこい」

「はい。ありがとうございます」

　頭を下げ大矢さんを見送ったあと、近くにあった椅子に座り込んだ。

　手に負えないと言われるということは、秘書として失格だと言われているようなものだ。やっぱり私は力不足なんだ。

「……あれ？」

　昨日、あんなキスをされ、異動願いを書こうと思っていたはずなのに、拒否してしまった。それは、このまま引き下がりたくないというちっぽけなプライドもあるけれど、本城さんの偉大さに気づいてしまったからかもしれない。彼の代わりができると思っていたのに、足元にも及ばなかった。

　それから副社長室に戻ったものの、無力すぎる自分が情けなくてなにも手につかない。

　本城さんが何日もかけて作った資料を一瞬にして無駄にし、どうすることもできなかったことをどうやって謝ったらいいのだろう。

　でも働かなくては、と気合を入れ直し、彼のデスクの上の書類整理を始めると……。

「あ……。これ、まだだ」

　今日中に決裁してもらわないと困る書類を見つけた。

　時計を見ると、もうすぐ十三時。本城さんの様子が気になり、自分のスマホから彼のスマホに電話を入れてみたが、ちっとも出ない。

「もしかして……倒れてる？」

　途端に不安になった私は、大矢さんに書類の決裁をもらいに行ってくると連絡してから、会社を出た。

　彼のマンションは海にほど近い、立派すぎるタワーマンション。運転手つきの車が横付けされるのがふさわしいような高級さで、コンシェルジュまで常在している。

　半月くらい前に、外回りの途中で忘れ物をしたからと寄ったのが初めての訪問で、こんなきらびやかな世界を知らない私は目を丸くした。

　そのときは、車で待機していた私に書類が見つからないと連絡が入り部屋に入ったけれど、リビングだけで私の住むマンションの住居空間がすっぽり入ってしまうのではないかと思うほど広く、あんぐりと口を開けてしばらく動けなかった。

　でも片付けが苦手な彼らしく部屋の中は散らかっていて、書類を探すのに四苦八苦したのを覚えている。

　会社からマンションまでは、電車で二十分。心配で電車を降りると、目の前にそびえたつマンションにダッシュした。そして、大理石の床が美しいエントランスにそのまま走り込み、彼の部屋のチャイムを鳴らしたものの、応答がない。

「どうしよう……」

　コンシェルジュにお願いして部屋を開けてもらったほうがいい？と思ったとき……。

『はい』

「本城さん？　よかった。倒れてるかと思いました」

　名乗る前にそう言ってしまったが、彼はすぐに私だとわかったらしく、鍵を解除してくれた。

　それでも彼の顔を見るまでは心配で、バタバタと走り込み、エレベーターに飛び乗る。

　すごい勢いで上がっていくエレベーターは、やがて四十三階で止まった。

「本城さん！」

　チャイムを鳴らすのと同時に、名前を呼んでしまった。すぐにドアが開き、「声が大きい」とＴシャツとジャージ姿の彼が顔を出す。

「だって、電話に出ないから……」

　彼が無事だったという安あん堵どから、気が抜けてしまう。

「電話なんか鳴ってないぞ」

「鳴らしました。何度も何度も」

「会社の携帯のほうにか？　こんなときにプライベートな電話になんて出るか」

　彼は呆れた顔で部屋の中に入り、廊下に座り込んで目を閉じてしまう。

「あ……」

　もしかしてプライベートの電話のほうだったかも。でも、今はそれより……。

「本城さん？　まだ具合が悪いんですか？」

「めまいがな。こんなこと初めてだ。まっすぐ歩いてるつもりなのに、右に曲がる」

　それで、チャイムを鳴らしてもすぐに反応がなかったのか。

「重症じゃないですか！　やっぱり病院に行きましょう」

「大丈夫だ。隣に医者が住んでいて、朝、診てもらった」

「そうなんですね。で、診断は？」

「おそらく、ストレスからくるメニエール病だそうだ。さっき、薬も届けてもらった」

　彼はそう言うと、そのまま横たわってしまう。

「本城さん！　ベッドへ行きましょう」

　少し顔をゆがめる彼は、いつものチャラさの欠片もない。

「少しだけ我慢してください。まずは座りましょう」

　彼の脇に手を差し込み力を入れると、彼も協力してくれて、ようやく座ることができた。

「つらいですか？」

　彼は問いかけに応えることなく、私の肩に額を乗せ再び動かなくなった。

「少しこのままで」

「……はい」

　こんなことをされると、まるで甘えられているみたいだ。

　彼が私の肩に額を乗せたまま、至近距離で何度も呼吸を繰り返しているのを見ていると、昨日のキスを思い出してしまい私まで鼓動が速まる。

「ごめんな、蒼井」

「病気のときは謝らなくてもいいんです」

「いや、昨日のキスのことだ」

　彼にそう言われた瞬間、心臓がドクンとさらに大きな音を立てた。

「あ、あの……もうしないでください」

　苦しまぎれに言うと、彼からの返事はない。その代わり、彼は私の腕をギュッと握った。

　それがなにを意味するのかわからない。だけどとにかく、ずっとこうしているわけにはいかない。

「立てますか？」

「あぁ」

　彼と一緒にゆっくり立ち上がり歩きだす。

「寝室は？」

「右の部屋」

　まだふらつく彼を支えながら部屋のドアを開けると、案の定散らかっている。

　やっとのことでベッドに彼を寝かせると、ホッとした。

「薬は飲みましたか？」

「あぁ」

「食事は？」

「食べてない」

　動けないのだから仕方ない。

「食べられそうですか？」

「あぁ、めまい以外は正常だ。悪い、喉が渇いた。冷蔵庫に水が……」

「わかりました。取ってきます」

　彼から離れて部屋を出ようとすると……。

「やっぱりいい」

「どうしてですか？」

「散らかってるから」

　そんなの今さらだ。

「前に書類を取りに来たとき、見ましたけど？　彼女に片付けてもらえばいいのに」

　思わずそう口走ると、彼は「いない」とつぶやいた。

　えっ……。よりどりみどり、じゃないの？　あぁ、本命はいないということか。

「たくさんいるってことですね」

　嫌味を込めて言うと、「ひとりもいないということだ」と言い返されてしまった。

「まさか」

　あんなに突然、しかも平気な顔をして唇を奪う人に、彼女がいないなんて信じられない。

「まぁ、お前がそう思うのも仕方ないな。でも、半年はいない」

　半年って……副社長になってからだ。やっぱり忙しすぎるのかも。

「とにかく、水を取ってきますね」

　今度こそ部屋を出た。

「あー……」

　予想通りキッチンは散らかっていた。シンクに洗っていないグラスが三つとコーヒーカップ。そして皿が数枚置いてある。

　ついでに周りを見渡せば、広すぎるリビングの立派なソファには脱ぎ散らかした洋服が散乱し、テーブルには読みかけの新聞が置かれていた。

　でも、前回よりは片付いている気もする。書類が見つからなかったとき、ちょっとしたお説教をしたのが効いているのかも。

　覚悟して冷蔵庫を覗くと、ほとんどものが入っていなかった。賞味期限切れの食品がわんさか出てくるかもしれないと思っていたのに拍子抜けだ。

「ケーキ？」

　なぜかケーキの箱らしきものが入っている。それを取り出してみると……。

「あれ、昨日買ったんだ」

　昨日の日付の入ったシールが貼ってあった。

　他に食べるものはなにもない。とりあえずケーキでもいいから口にしてほしいと思い、ミネラルウォーターとケーキを持って寝室に戻った。

「お水です。それと、これ……」

　彼にケーキの箱を掲げてみせると、「あっ」と声が漏れた。

「昨日の日付ですけど、まだ食べられるかな……。本城さんが買ってきたんですか？」

「あぁ、お前が一緒に飯行ってくれないから、食いに行くのが面倒になって」

　それでケーキ？

「一緒に行かなかったのは誰のせいですか」

「俺だな、多分」

『多分』じゃなくて、間違いなく、だけど。

　珍しく反省している様子の彼がおかしくなった。でも、自分の唇にあの唇が触れたのだと考えると、途端に恥ずかしくなって目が泳ぐ。

「でも、どうしてケーキなんですか？」

　緊張を隠すために話題を逸らした。

「俺、甘いものが好きなんだ。それに誕生日だっただろ？」

「あ……」

　彼にそう指摘されて、あんぐりと口を開く。

「今日……二十六日だ」

「そうだ。九月二十五日はお前の誕生日だろ」

「そう、でした」

　すっかり頭から飛んでいた。だから、食事に誘ってくれたの？　それなのに私……。いやいや、キスなんてした彼が悪い。

「すみれは余裕がなさすぎだ」

　また『すみれ』と呼び捨てにした彼は、じっと私の目を見つめる。

「誕生日くらい覚えておけ。それに、俺のことで泣きそうにならなくていい」

「泣きそう？」

　どういう、こと？

　ポカンと彼を見つめ返すと、再び口を開いた。

「俺のことをよく言わないヤツらがたくさんいることは知っている。そんなこと、最初から承知の上だ。改革をするということは、そういうことだ」

『改革』という言葉にハッとする。彼は本気でドゥシャインのよくない体制を変えようと思っているのだ。

「だから、泣かなくていい。その代わり、支えてくれ」

　たしかに、彼が中傷されたとき、胸が苦しくて泣きそうになったことは数知れない。でも、それに気づかれていたなんて知らなかった。

「わかりました。でも本城さんはたまに泣いてもいいですよ？」

『お前だけだ。俺の味方は』とつぶやいたときの彼は、悲しげだった。改革をする、イコール嫌われ者になる、かもしれないけれど、平気なわけじゃないだろう。

「あはは。そうする」

　動かなければ大丈夫のようで、彼は優しい顔で笑った。

「でも、私の誕生日なのに本城さんがケーキ買わなくても……」

「もうケーキを食う気だったんだから仕方ないだろ。多分まだ食えるから、食ってもいいぞ」

　彼にそう言われ、ケーキの箱を開けると……。

「三つもある」

　チョコレートケーキとモンブラン。そして、ショートケーキが入っていた。

「ひとつは食った」

「ひとりで四つも買ったんですか？」

「ひとつなんか買えるか。寂しいヤツだと思われるだろ」

　彼のその言葉に、吹き出してしまった。

　たしかに、男の人がひとつだけって買いにくいかも。そうでもなくても、大人な雰囲気が漂い、『甘いものなんて子供が食うもんだ』とでも言いだしそうな彼は、ケーキを買うこと自体似合わないのに。

「それじゃ、ひとついただきます。本城さんも食べられますか？」

「あぁ、腹減った。食わせろ」

「は……？」

　今、なんて言ったの？

「起き上がると目が回る。ほら」

　彼がそう言いながら口を開けるから、頬が赤く染まるのを感じる。

　本気なの？

「早くしろ」

「はい。あの……どれにしますか？」

　少しでも時間が稼ぎたくて聞くと、「お前が食わせたいヤツ」なんて主導権を渡されて、ますますドキドキしてしまう。

「そ、それじゃ……」

　チョコレートケーキにフォークを入れ、恥ずかしくて顔をそむけながらそれを差し出した。

「ちゃんと口に入れろ」

「は、はい……」

　思いきって彼の口元を見つめ、ケーキを入れた。すると大きすぎたのか、唇にチョコレートのクリームがついてしまった。

　ティッシュを探そうとしたのに、彼が舌を出しペロッと舐なめてしまう。

　その瞬間の色気がすさまじくて、うつむいた。

「お前も食え」

「あ、はい」

　私は残っていたモンブランをパクッと口に入れた。でも、緊張して味がよくわからない。

「おめでとう」

　相変わらず横たわったままだけど、彼は優しく微笑む。

「えっ？」

「だから、誕生日。一日遅れだけどな」

「ありがとう、ございます」

　こんなふうに祝ってもらったのはいつ以来だろう。仕事を始めて四年。短大卒業と同時に実家を出てひとり暮らしを始めてから、誕生日がただの日になった。だから、たとえ一日遅れでも、うれしい。

「俺も、もうひと口くれ」

「は、はい」

　今度は小さめに切ったケーキを口に入れると、彼はおいしそうに咀そ嚼しゃくした。さらに「水も飲みたい」と言うけれど、彼は起き上がれない。

「どうしましょうか」

「そんなの簡単だ。すみれが口移しで――」

　そこまで言われたところでにらみを利かせると、「怒るなよ」とひと言。

「怒りますよ、そりゃ」

　チャラさに怒っているのは本当だけど、半分はその光景を想像して恥ずかしくなってしまい、照れ隠しだったりもする。

「ペットボトルごとくれ」

「はい」

　私がペットボトルを手渡すと、彼はふたを開け器用に飲み始めた。でも、やっぱり寝たままは難しいようで、口元から少しこぼれている。

「悪い。廊下を出て反対側の洗面所にタオルがあるから持ってきてくれる？」

「わかりました」

　彼に言われた通り洗面所に行くと、洗濯機に放り込まれたままの洗濯物がどっさりと見えた。立派な洗濯機は最新のドラム型。私も欲しい。

「もう、ホントに……。臭くなるよ？」

　母親になった気分だ。見てしまったからには気になって、勝手に洗濯機を回した。

「タオルです。あと洗濯も始めました。乾燥までセットしておいたので、そのまま放置で大丈夫ですから」

「悪いな。週三くらいで通わないか？」

「イヤですよ。家政婦じゃないんです」

　こぼれた水をタオルで拭いた彼は、「仕事は？」と口にした。

「あっ、決裁の必要な書類が残っていて、持ってきました」

「サンキュ」

「それと……」

　午前中の会議のことをなんと謝ればいいのだろう。でも、言い訳はしたくない。

「すみません」

「は、いきなりなんだ？」

　目を丸くしている彼に、頭を下げる。

「私、なんとかしますなんて言ったのに、できませんでした。会議で、当初から予定されていた口紅のキャンペーンが通りました。本城さんが作った資料が無駄に……」

　そこまで言ったところで、悔しくて唇を噛みしめた。

「本当にすみません。私はなにもできま――」

　そこで言葉が途切れたのは、彼が私の唇を手で押さえたからだ。

「謝らなくていい。蒼井は頑張ってくれたんだろ？」

　結果は最悪だった。でも、必死にやったつもりだ。

「……はい」

「それで十分だ。サンキュ」

　そして彼の大きな手が私の頭をガシガシ撫なでた。

「でも……あっ」

　もう一度謝罪の言葉を口にしようとした瞬間、腕を引かれたせいで彼の顔に近づいてしまい、慌てふためく。

「もうなにも言うな。唇塞ぐぞ」

　そう言われ、頭が真っ白になる。

「あはは。そんなにイヤなのか」

　私が顔をそむけると、彼は大きな声で笑い始めた。

　とっさに顔をそむけたのは、びっくりしたからなんだけど。いや、またキスされるなんて、ごめんだ。

「もうこの話は終わりだ。書類出して」

「はい」

　いまだドクドクと言い続ける鼓動を感じながらバッグから書類を出すと、彼はそれに目を通し始めた。そして、横になったままペンを走らせ、サインを終える。

「あと、はんこ押しておいて」

「わかりました」

　私は書類を受け取り、再びバッグにしまった。

「今日は蒼井も早く上がれ」

「はい。そうします」

　彼がいなくても、もっとできることがあるはずだと思っていた。でも実際は、彼の指示なしでは動けないことだらけで、せいぜいスケジュールの調整と、郵便物の整理くらいしかできなかった。メールの返事ひとつでも、本城さんの意見を聞かなければならないことも多く、彼がいつも背負っている責任の大きさに改めて気づいた。

「本城さんは大丈夫ですか？」

「あぁ、朝より確実によくなってる。こうして少しなら動けるしな」

　彼は寝返りを打ってみせる。朝はそれすらできなかったということ？

「ストレス、私のせいでしょうか……」

　そのとき、大矢さんの顔が頭に浮かんだ。

『手に負えなければ』と言われたけれど、そうじゃない。ついていけていないのは、私だ。

「バカだな。そんなもん、休みをくれない会社のせいだろ。おかげでおねーちゃんとも遊べないし、欲求不満だ」

「バカは本城さんです！」

『欲求不満』って……。女の私の前で堂々と！

「帰ります！　今日はおとなしくしててくださいね」

　私は口を尖とがらせたまま彼のマンションをあとにして、とりあえず会社に帰った。

　そして、十七時半の定時で席を立つ。できることはすべてやってしまったからだ。

「お先に失礼します」

「あっ、蒼井。本城さんは、明日は出社できそうなのか？」

「難しいかもしれません」

「そうか。じゃあ明日の予定は……」

「はい。ドラッグストアチェーンの社長との面談が入っておりましたが、それはキャンセルさせていただき延期しました」

　私の勝手な判断だったけれど、顔つなぎの面談で特に急を要するものではなかったし、もし本城さんが出社できたとしても、少し仕事をセーブしてほしかった。

「あとは社内会議がひとつありますが、あらかじめ内容については把握されていて問題ありませんし、他の細かな仕事もすべて延期しました」

　明日の会議は各営業部別の売り上げ動向の報告だけだから、出なくても問題ない。

「蒼井、知らない間にしっかりしたな。ここに来たばかりの頃は、電話を取るだけで緊張して……俺が言ったことをこなすだけだったのにな」

　秘書室に配属され、二週間は大矢さんの下で学んだ。そのときのことを言っているのだろう。

「いえ、まだまだです」

　実際、今日だって、あまりできることはなかったわけだし。

「引きとめて悪かった。それじゃあ」

「お疲れさまでした」

　そして私は会社を飛び出した。

　こんなに早く帰れるのは久しぶりだ。本城さんと一緒だとどうしても残業が増える。

　そういえば、本城さんは大丈夫だろうか。結局チョコレートケーキをひとつ食べただけだし、お腹も空いているはず。

　会社の最寄駅でいったんは自分の家に帰る方向のホームに向かったけれど引き返し、反対のホームから電車に乗り込む。

　本城さんのマンションの近くにスーパーがあるのを知っていた私は、そこで買い物をして彼の家を目指した。

　エントランスでチャイムを鳴らそうとしたものの、やっぱりためらってしまう。私は彼の秘書だけど、家政婦ではない。ましてや彼女でもない。こんなことをしたら、迷惑かもしれない。

　いったん手を引っ込めたものの、玄関先で動かなくなった彼を思い出し、勇気を出してチャイムを鳴らした。

『はい』

　今度は昼間より早く応答があった。

「あの……」

『蒼井か？　上がれ』

「はい」

　もしかしたら仕事の話だと思っているかもしれないと思いつつ、耳がキーンと痛くなる高速エレベーターで彼の部屋のフロアまで上がる。そしてもう一度チャイムを鳴らすと、彼はすぐに顔を出した。

「よくなったんですね」

「あぁ。まだフワフワしてるけど、まっすぐ歩けるぞ」

　その言葉にホッとして、気が抜ける。

「よかった……」

「心配かけたな」

　彼はそう言いながら、私が持っていた買い物袋に視線を落とす。

「あっ、あの……お腹が空いているかと思いまして」

「空いてる」

　即答だった。

「よければ、なにか作ろうかと……」

「料理できるのか!?」

「どうしてそんなにびっくりしてるんです？」

　そんなに驚かれるのは心外だ。

「どうしてって……すみれちゃん、要領悪いから」

「帰ります！」

「ま、待てよ！」

　彼にくるっと背を向けると、腕をガッシリつかまれ、あっけなく捕まってしまう。

「冗談だって。頼む。もう腹が……」

　そのとき、ググーッと彼のお腹が鳴るので、思わず吹き出してしまった。

「狙ったようなタイミングですね」

「さすがに俺も腹を自由自在には鳴らせない」

　彼がおかしそうにクスッと笑うので、私もつられてしまう。

「それじゃあ、キッチンをお借りします」

　私が料理をしている間、彼はリビングの大きなソファで横になっていた。まだ完全復帰というわけではなさそうだ。

　私は鶏の胸肉で塩鶏を作り始めた。その隣でご飯を炊きおかゆの準備も始める。

　しばらくするとチャイムが鳴り、本城さんが対応した。

「はい。今開けます」

　よかった。声に張りも出てきている。でも、誰だろう？

　彼がリビングのドアを開けっ放しで出ていったので、ちょっと身を乗り出すと玄関が見える。

「こんばんは。大丈夫ですか？」

　彼が玄関を開けると、女性の声がした。

　もしかして、彼女？　いないって言ったくせに……。彼の背中に隠れてその人の姿は見えなかったけれど、本城さんの彼女なら素敵な人に違いない。

「はい。よくなりました」

「なんだかいい匂いが……」

　まずい。料理をしていることがバレてしまった。誤解を解かなきゃ。

　私は慌てて自分のバッグを持ち、玄関に走った。

「すみません。あの、私は彼の秘書で、倒れたと聞いたので心配で……。でも、なんでもありませんから。申し訳ありません！」

　頭を深く下げて必死に弁解したけれど、彼女の顔をまともに見ることができなかった。なんとなく、胸がチクンと痛んだからだ。

　パンプスを履いて出ていこうとすると、彼が腕を引き、それを制する。

「お前、なに言ってんだ？」

　なにって……。もっと彼女を大切にしなさいよ！

「本当にすみません。失礼します」

　その手を振り切り急ぎ足で玄関を出ると、彼が追いかけてくる。

「すみれ！」

　どうしてこんな時に『すみれ』なんて呼び捨てするの？　余計に誤解されるでしょう？

　足を速めて走ったのに、すぐに捕まってしまった。

「お前、俺が病み上がりだと知ってて走らせるのか？」

「なに言ってるんですか！　彼女さんのところに戻ってください！」

　私が強めに言うと、彼はポカンと私を見つめ、やがてクスクス笑いだした。

「彼女はお隣の香か川がわさん。朝診てもらった医者の奥さんだ」

「え……」

　嘘、すっかり勘違いしてしまった。恥ずかしい。

「ホントにお前は……人の話はちゃんと聞け」

「おっしゃる通りです」

　とても視線を合わせられずうつむいたまま言うと、彼は私の手を引き、部屋に戻り始める。

「あっ、あの……」

「走ったから、ますます腹減った」

「はい、すみません」

　部屋の前まで戻ると、香川さんまでクスクス笑っている。

「本城さん、彼女がいらっしゃったんですね」

「いえっ、私は秘書で……」

「まぁ、そりゃいますよ」

　必死に弁解しようとしたのに、彼のひと言で水の泡だ。

「卓すぐるさんに、走れるくらいにまで回復してましたって言っておきます」

「ありがとう」

　本当にお医者さんの奥さまなんだ……と、呆ぼう然ぜんと話を聞いていると、「入るぞ」と本城さんに腕を引かれた。

「はぁ、余計な体力使った」

　彼のセリフがズキッと胸に突き刺さる。

「すみません……」

　消え入りそうな声で謝ると、「ま、彼女になったしな」と言われて固まってしまう。

　いつよ！　勝手にしたんでしょ？

「なってません」

「でも、香川さんはそう思ったぞ？」

「それは本城さんが！」

　あぁっ、私のほうが熱でも出そうだ。

「とにかく、ご飯作ります」

　作ってさっさと帰ろう。ここであーだこーだ言ってても、誤解は解けない。

　キッチンに戻ると、彼はまたソファに横たわって目を閉じた。

　本当に無理したの？　追いかけてこなければよかったのに。

　おかゆが完成して、その上に塩鶏を添えた。これならさっぱりしていて病み上がりでも食べられるはずだ。

「本城さん？」

　目を閉じたままの彼にそっと声をかけてみたものの、微動だにしない。

　眠っちゃった？　それとも、体調が悪化してる？　どうしよう……。

　心配になってソファの横まで行き顔を覗き込むと、彼がパチッと目を開けた。

「わっ！」

　そのままグイッと腕を引かれて、頭を引き寄せられる。

「すみれ」

　再び呼び捨てで呼ばれ、これまでにないほど鼓動が速まる。

「俺に元気をくれ」

　そう言った彼は、顔を傾け、近づいてきた。

「ちょ、ちょっと待った！」

　渾こん身しんの力を振り絞り彼から離れると、「風邪じゃないからうつらない」という訳のわからない言い訳をしている。

「うつるとか、うつらないとか、そういう問題ではありません！」

「なら、どんな問題なんだ」

　本気で言ってるの？　このチャラ男！

「私は好きな人としかそういうことはしません」

「それなら、俺を好きになればいいじゃないか」

「どうして私が本城さんを好きになるんですか？　もう、おかゆできましたから食べてください。私は帰ります」

　話は平行線をたどり、交わりそうにない。私は呆れかえって、彼の部屋を飛び出した。

「もう、なんなのよ！」

　人を弄ぶのもいい加減にしてほしい。そりゃあ、彼ほどの人なら喜んで彼女になる人もいるかもしれない。でも私は、絶対にイヤ。あんなに適当な人の彼女なんて。

　……でも、『すみれ』と優しい声で名前を呼ばれ、不覚にもときめいてしまった。

「あーぁ、恋しよ」

　それもこれも、仕事ばかりで恋のひとつもしていないからだ。とはいえ、簡単に転がっているものでもない。

　私は大きなため息をつきながら、家路を急いだ。










過保護な秘書は純情なんです




　次の日、いつもの時間に出勤すると、本城さんがもう仕事を始めていて驚いた。てっきりもう一日休むのではないかと思っていたからだ。

「本城さん、もう平気なんですか？」

「まぁ、全快とはいかないが、休んでばかりいるわけにもいかないだろ」

　彼は黙々と書類の山を片付けている。

「今日のスケジュールは動かしてあります。だから――」

「蒼井」

　ピリッとした彼の声が鼓膜を揺らすので、背筋がピンと伸びる。

「そんなに心配してくれたんだな。俺に惚れたか？」

　はいっ？　上司の指示が飛ぶとばかり思っていたのに、拍子抜けだ。

「仕事中です！」

　鼻息荒く返すと、「なら、この話は終わってからだ」と付け足すので気が抜けた。

「終わってからもお話しすることはありません」

　プイッと顔をそむけてコーヒーを淹いれに向かうと「蒼井」と再び呼び止められた。

「なんですか？」

　もう緊張したりしない。どうせくだらないことを言われるだけ。

「昨日は助かった。それと、おかゆ、うまかったよ」

　珍しく真顔で言われ、ドギマギしてしまう。

「あっ、それは、よ、よかったです」

　なんと答えたらいいのかわからず、舌がもつれる。

　それからコーヒーを淹れて持っていくと、彼は一心不乱に、溜たまっていた書類に目を通している。こうして黙っていれば、本当にいい男だ。

「どうぞ」

「サンキュ」

「朝は食べられましたか？」

「いや」

　さっき副社長室を出てから、あの調子では朝食も食べていないのではないかと思い、慌ててコンビニでサンドウィッチを買ってきた。

「よろしければ」

　本当は病み上がりにコーヒーもよくないかもしれないと思ったものの、彼は朝にコーヒーを飲まないとエンジンがかからない。

「気が利くな」

　彼は手を止め、サンドウィッチを受け取ってくれた。

「お薬は飲まれました？」

「うん、一応。なんか蒼井、奥さんみたいだな」

「はっ……なに言ってるんですか！」

　本城さんのひと言に激しく動揺した私は、「失礼します」と副社長室をあとにする。

「奥さんって……」

　ありえない。私が彼の奥さんになるなんてことは、絶対にありえない。

　それなのに、いちいちドキドキしてしまう自分が情けなかった。

　昨日、予定を動かしておいたおかげで、本城さんは走り回らずに済んだ。とはいえ、ときどきソファに横になっていて、まだ本調子ではないようだ。

「大丈夫ですか？　お帰りになられては」

「帰っても同じだ。もう少し頑張るよ」

　そうは言うものの、そもそも働きすぎなんだから休んでほしい。

「蒼井。十分だけ眠らせてくれ」

「はい。それでは十分したら……えっ」

『起こしに来ます』と言おうとしたのに、彼が私の腕を強く引くから驚いてしまった。

「ここにいろ」

　そして彼は私をソファに座らせ、膝に頭を乗せる。

「えっ、あの……」

　私は焦りまくっているのに、彼はすぐに寝息を立て始めた。

　どうしよう……。

　突然上司に甘えられ、激しく動揺してしまう。その上、目の前で呼吸を繰り返す彼の顔を見ていると、あのときのキスを意識してしまい目が泳ぐ。それでも、少し顔色の悪い彼が気持ちよさそうに眠っているのを見て、起こすことができない。

「少しくらい、いいか……」

　この穏やかな時間が彼には必要な気がして、私はそのまま動かずにいた。

　この人は、チャラチャラした発言をするくせに、仕事に関しては手を抜かない。ときどきさぼってはいるけれど、それはおそらく本当に疲れたときの息抜きだろう。

　十分と言われたが、十分経っても起こせずにいた。でも、内線電話が鳴り、彼は目を覚ました。

「はい、副社長室、蒼井です」

　私がその電話に出る間、彼はボーッとしている。

「――わかりました。では、そうお伝えします」

　電話を切ると、彼はようやく立ち上がり大きく伸びをしている。昨日のようにふらつくということはなくて、ホッとした。

「どうした？」

「商品開発の飯いい田ださんでした。口紅の試作品ができたと」

　この前、東郷百貨店で目処があると言っていた、あの口紅のことだ。

「すぐに行くぞ」

　途端にシャキッとした彼は、上着を手にして部屋を出ていく。廊下でそれを羽織りながら長い足でどんどん進んでいく彼を、私も小走りで追いかけた。

　商品開発部は隣のビルに入っている。お偉いさんはそのビルの上階にいるけれど、彼は研究開発をしている現場のフロアにまっすぐ向かった。

「本城さん！」

「飯田。話は聞いた。どれだ？」

　ときどき一緒に飲むと言っていたのは本当らしく、ふたりはごく自然に話し始める。

「これです。オイルの配合率を決めるのに少し時間がかかりましたが、これなら落ちにくく、それでいて保湿効果は抜群です。落ちにくさを追求すると唇が荒れることが多かったのですが、これは画期的かと」

　本城さんは試作品を手にして、自分の手の甲に塗ってみた。

「蒼井」

「はい。……ち、ちょっと、なにして――」

　彼は私を呼ぶと、勝手に口紅を拭きとり、その試作品をつけ始める。

「彼女は皮膚が強くない。唇の皮もすぐに剥ける」

　その通りだけど、どうしてそんなこと知ってるの？　実は口紅選びにはいつも苦労していて、ドゥシャインの口紅にワセリンを混ぜて使ってみたりしている。

「帰りまで様子を見る。それでよければ、色の開発に着手してもらいたい」

　待って？　私の唇でドゥシャインの新商品を決めてしまうなんて、責任重大すぎる。

「本城さん、それはあまりにも強引です。私より皮膚の弱いお客さまはいらっしゃいますし、違うタイプの……」

「これは最終確認だ。俺の部下を侮るな」

　彼がそう言うと、飯田さんがにっこり笑って口を開く。

「当然、いろんな方に試していただいています。それがこちらのデータです。ちなみに商品Ａはカミラのグロス、Ｂはその前に発売されたカミラの口紅です」

　そこには、Ａ、Ｂと比較したこの試作品の優位さが示されている。

「すみません」

　私が飯田さんに深く頭を下げると、彼はキョトンとしている。

「あの、なにか？」

「いえ私、飯田さんたちのお仕事がここまで完璧だとは知らず、失礼なことを言いました」

　そう口にすると、飯田さんは首を振る。

「本城さん。あんまり蒼井さんをいじめないでください。あんなに『かわいい』って目尻を下げて……痛っ」

　本城さんは飯田さんの足を踏みつけ、彼の言葉を遮った。

「余計なことは言うな。いいか、東郷の化粧品フロアの面積を取るには、カミラを上回る目玉が必要だ。俺はこれでいくつもりだから、限定カラーも用意してほしい」

　本城さんは、真山さんと約束した話を口にする。

　でも、『目尻を下げて』って？　どういうことだろう……。

「わかりました。気合を入れて頑張ります！」

　飯田さんが言うと、周りにいた人たちも大きくうなずいた。上層部の人たちからは煙たがられている本城さんだけど、どうやらここでは好かれているようだ。

　まぁ、それもそうか。きちんと彼らの努力を評価しているのだから。

　早速成分表などの商品データを受け取った彼は、副社長室に戻り、プレゼン資料を作り始めた。

　こんなことは、本来副社長の仕事ではない。商品開発部の部長あたりがすべきことだけれど、それを待っていたらいつになるかわからないと心得ているのだろう。

「すみれちゃん、コーヒーお代わり」

　少し疲れたようだ。でも『すみれちゃん』はいただけない。

「蒼井です」

「あー、そうだったね。蒼井、コーヒーを。ただし『慶太郎さん、お疲れさまです』とつけてくれ」

　まったく……。でもいつもの調子が戻ってきた。体調も上向いているのだろう。

　コーヒーを淹れ、「本城さんどうぞ」と『本城さん』を強調すると、彼は大げさに肩を落としてみせる。

「それじゃあ、やる気がなぁ……」

「うるさいですよ、本城さん」

　じっとにらめば、「あーこわっ」と彼は再びパソコンに向かいだした。

　だけど、本当は無理をしてほしくない。それなのに、私ができることなんてしれていて、せいぜい彼の指示通りキーボードを叩くことしかできないのがもどかしい。

「本城さん、もうそろそろお帰りになられては？」

　もう十九時を越えた。いつもなら残業していてもおかしくない時間だけど、病み上がりだから心配だ。

「もう少し」

「でも、また倒れたら……」

「そうしたら、またすみれちゃんが膝枕してよ。『慶太郎さん、お疲れさま』も忘れずにね」

「忘れます。今すぐ、忘れます！」

　そんな減らず口を叩いているくせして、本城さんの目は真剣そのものだ。この仕事にかけているという彼の意気込みが垣間見える。

「先に帰っていいぞ」と言われたものの、帰れるわけがない。手伝えない時間は、明日からのスケジュールチェックなどをしながら、彼の隣に寄り添った。それが秘書の役目だと信じているからだ。

　いくらできないことがあったとしても、彼の行動や考えを把握して、彼の手の届かない隙間を埋めるのが私の仕事。まぁ、本城さんは自分でなんでもこなせる人だから、ときどきお小言を言ってやる気にさせるくらいしか役に立ってないような気もするけれど。でも、彼がなにを考え、なにをしようとしているのかは把握しておきたい。

　私もパソコンで仕事をしていると、キーボードを打つ音がピタリと止み、彼がデスクに突っ伏した。

「本城さん!!」

　また体調が悪化したのだと思い込み、彼のところまで駆け寄った。すると、パソコンに表示されている資料が完璧に仕上がっている。

「はぁー、疲れた」

　あぁっ、よかった。心配させないでよ。

「お疲れさまでした」

「すみれちゃん、まだいたの？　先に帰ってもいいって言っただろ」

　どうやら途中から私の存在なんて目に入らないほど集中していたらしい。

「そういうわけにはいきません」

　あれほど異動願いを出そうと息巻いていたのに、やっぱり彼のことが心配で、出すことなんてできそうにない。

「過保護だなぁ、すみれちゃんは」

「ですから、蒼井です！」

　何度言ってもこの調子。でもいつもはニヤリと笑うくせに、今日は元気がない。やっぱりヘトヘトなのかもしれない。

「帰りましょう。もう限界ですよ」

「そうだな」

　彼は珍しく素直だった。

　今日も運転手を帰してしまっているから、彼はタクシーだろう。

「あの、お気をつけて……」

　彼とは帰る方角が違う。タクシーが捕まる会社の最寄り駅まで一緒に向かい、そう伝えると、本城さんは顔をしかめた。

「途中で倒れるかもな」

「まさか……」

「あー、すみれちゃんは冷たいな」

　わざと声を張り上げる彼に目が点になるけれど、フラフラだった彼の姿を目の当たりにしたからか、倒れる光景が頭をよぎってしまい、途端に不安になる。

「じゃあ、どうすればいいんですか？」

「送ってくれればいいだろ」

　はぁ。こんなことなら、運転手さん引きとめておいてよ。

　私は仕方なく彼と同じタクシーに乗り込んだ。

　すると彼はすぐに目を閉じる。やはりつらいのだろう。

「本城さん」

　彼のマンションに着いたので声をかけると、やっと目を開いた。

　ついてきてよかったかも。

　玄関までは送り届けようと、肩を並べて歩き始める。

「本城さん、カミラのことになると目の色が変わりますね」

　私はずっと思っていたことを口にした。

「そうか？」

「そうです。今回のこの商品のこともそうです。こんなにフラフラになってまで、本城さんがすることではありません」

　私は彼の体が心配でたまらない。

「俺がすべきことだ」

　突然、彼が語気を強めるので、驚いてしまった。

「本城さん、あの……？」

「カミラにだけは負けられない。絶対に」

　やっぱり、カミラとなにかあるのだろうか。他社にはあからさまに敵対心を剥き出しにしたりしないのに。

「もちろん、私も負けたくありません。でも、本城さんが倒れたら……」

　ちょっと冷静になってほしくて言うと、彼は「そう、だよな」と声のトーンを落とした。

「週末はゆっくりなさってください。来週はまたスケジュールがいっぱいです」

　今日は、金曜。土日にしっかり休めば、彼も復活するだろう。

　エントランスで鍵を開けている彼に告げると、急に彼が私の腕を引いて抱きしめるので、思考が停止した。

「な、なにして……」

「すみれが癒やして。俺、このままだとおかしくなりそうだ」

「それは、秘書の仕事ではありません」

　必死に彼の手を振りほどこうとしたものの、力が強くてほどけない。

「そうだ。秘書の仕事じゃない。すみれの、仕事だ」

　私のことを何度も呼び捨てにする彼は、いつものチャラい雰囲気が消えている。

「そんなの、彼女でも呼んでください」

「彼女なんていない。もう何年も」

　嘘……。この前、半年がどうとかって言ってたでしょ？

「でも、私には関係ありません」

「俺がおかしくなってもいいのか？」

　そんなこと言ったって……。

「じゃあ、どうすれば？」

「一緒にいてくれ」

　声のトーンを押さえた彼に耳元でささやかれると、妙な色気がプンプンで、勝手に鼓動が速くなる。

「む、無理です」

「どうして？」

「どうしてって……私は彼女じゃないんですよ。仕事のパートナーです」

　パートナーと言っていいレベルに達しているかと言えば、そうでもないけど。

「それじゃ、彼女になれば？」

「それが軽いんですよ!!」

　だいたい『それじゃ』って失礼な。

「わかったよ。じゃあ、ひとりで帰る。このまま月曜まで飯も食わずにフラフラになったら、すみれのせいだから」

　どうして私のせいになるのよ？

　口を尖らせて反論しようとすると、彼は私を離し、肩を落として歩き始めた。

　背筋がビシッと伸びているいつもの本城さんとは対照的に、そのうしろ姿があまりに寂しげで、どうしてもこの場から去ることができない。

　ストレスで倒れるほど、こんなに落ち込むほど……なにかあったのだろうか。

「ほ、本城さん？」

「なに？」

　彼はふりむくことなく返事をする。

「ご飯だけ作ります」

「そうか。じゃあ行こう」

　瞬時に元気になった彼は、スタスタと私のところまで戻ってきて腕を引く。

「ち、ちょっと、元気がなかったんじゃ？」

「なかったよ。でも、すみれが来てくれるから元気出た」

　そんなに簡単なの？

「私、やっぱり帰ります」

「秘書が約束を破るなんてありえない。それに、もう腹が減って死にそうだ。すみれもそうだろ？」

　そこで仕事を持ちだす？　まぁ、たしかにお腹は空いているけど。

「それじゃ、外に食べに行けばいいじゃないですか」

「すみれの手料理が食いたい」

　そう言われると弱い。

「材料がありませんよ？」

　冷蔵庫は空っぽだった。昨日作ったものの残りくらいしかない。

「それもそうか。なら、買いに行こう」

『買いに行こう』と言ったはずなのに、彼は私の手を引いたまま、なぜかマンションに入っていく。エレベーターで地下に下りるのを不思議に思っていると、そこは駐車場だった。

「すご……」

　さすが億ションだけあり、高級車がずらりと並んでいる。本城さんはその中を進み、ベンツに近寄って鍵を開けた。

「乗れ」

「は、はい……」

　これ、いくらするんだろう。ベンツに乗せてもらうなんて初めてだ。

　緊張しながら、助手席に座った。

　そして、この前私が買い物をした近所のスーパーに着くと、彼はカゴをカートに乗せて押しだした。

「なにを買うんだ」

　平然とした顔で聞いてくるけれど、その姿があまりに似合っていなくて吹き出しそうなのを必死にこらえる。

「なにを食べたいんですか？」

「すみれの手料理ならなんでも」

　この人、いちいち人を喜ばせるのに効果的なセリフを知っている。

「病み上がりですし、さっぱりしたものがいいですか？」

「いや、こってりでもいい」

　どうやら胃腸はすっかり元気らしい。今日のお昼も時間を逃して一緒にコンビニ弁当で済ませたし、ガッツリ食べたいのかもしれない。

「それじゃ、ハンバーグでも作ります？」

「いいねぇ」

　それから私がカゴに必要なものを入れていくと、彼が会計をしてくれた。

　マンションに戻り、早速、調理開始だ。

　Ｔシャツとジーンズに着替えた彼は、スーツのときより若く見える。ハンバーグを焼き始めた私のところまでやってきて、「すみれ」と優しい声で私を呼んだ。

「はい」

　彼の方に顔を向けると、顎に手をかけられるのでカチカチに固まってしまう。

　な、なに？

「口紅、取れてないな」

　あ、実験台になっていることをすっかり忘れてた。

「それに、荒れてもいない」

　そのままキスをされそうなほどの距離まで近づきじっと見つめられるので、頭が真っ白だ。

「どうした、すみれ？」

「あっ、いえ……」

「キス、してほしい？」

「なっ！　熱っ」

　慌ててうしろに下がったせいで、手がフライパンに触れてしまった。

「なにしてる！」

　すると彼が目を見開いて私の手を取り、水道で冷やし始める。

「大丈夫か？」

「はい、多分」

　ちょっとしたヤケドは、料理をしているとよくあることだ。それに軽く触れただけなので、さほどひどくない。それなのに、彼の声が焦りの色を纏うので、とんでもないケガをしたような気にすらなってしまう。

「ごめん、調子に乗りすぎた」

「そうですね。控えてください」

　ちょっとドキドキしたことは顔にも出さず、怒ったフリをして言った。

　でも、彼が私のうしろに立ち、抱きしめられるような姿勢になっているからか、指の火照りだけでなく体が火照る。

「もうそろそろいいかな。ちょっとこっちに来て見せてみろ」

　彼は照明の下まで私を連れていき、じっと指先を見つめる。

「今のところ大丈夫そうだけど……香川、いるかな」

　香川さんって……隣のお医者さんだよね？　診察してもらおうとしているんだろうか。

「大丈夫です。よくあることですから」

「でも、すみれの体に傷が残ったら……」

「そんなのおおげさです」

　皮がめくれたわけでもないし、傷と言うほどのものではない。

「もし傷が残っても、俺が責任を取るから安心しろ」

　それは、どういう意味？

　私が首を傾げると、彼は「冷えちまったな」と私の手を包み込む。

「平気です。ハンバーグの続き、作らなくちゃ」

「ダメだ」

　そう言った彼は、私をギューッと抱き寄せる。

「本城さん？」

「ダメだ。俺……すみれのことが心配でたまらない」

　私以上にうろたえている本城さんに驚きすぎて、なすがままになってしまう。でも、こんな小さなヤケドより、倒れるまで自分を追い込む彼のほうが心配だ。

「本城さんは自分の心配をしてください。私だって心配です」

「うん」

　彼は短い返事をしたまま動かなくなった。

　しばらくしてから、やっと彼は私を解放してくれた。

「本当に香川を呼ばなくて平気？」

　もう一度私の指先を覗き込む彼は、眉をひそめる。

「ですから、大丈夫です。ハンバーグ食べましょう。お腹空きました」

　不安げな彼を説得して調理を再開し、出来たてのハンバーグをテーブルに並べる。

「いただきます」

　私がヤケドをしてから毒が抜けてしまったかのような本城さんだけど、ハンバーグを大きな口で頬張った。何度も咀嚼して、追加でご飯も口に入れ、どんどん食べ進めるので、気に入ってもらえたんだとホッとする。

　でも、ちょっとくらい『おいしい』とか言ってくれたっていいのに。

　そんなことを考えながら彼を見つめていると、目が合ってしまった。

「あ、悪い。うまくて無言になっちまった」

「いえ」

　そのひと言で舞い上がる私は、単純だ。

「すみれも腹減ってるんだろ？　食え」

「はい」

　そう言われてフォークを握ったけれど、やけどをした場所が親指だったからか、うまく力が入らずテーブルに落としてしまった。

「痛むのか？」

「それほどでは……」

　もう心配はかけまいと思ったのに、彼の顔が曇ってしまう。そんな彼は、私のハンバーグをひと口大に切り、フォークに刺して、私の顔の前に出してくる。

「ほら、口開け」

「い、いいですから……」

　こんな恥ずかしいことできるわけがない。

「俺がヤケドさせたんだ。フォローくらいはする。ほら、あーん」

　押し切られて口を開けると、彼はハンバーグを口に放り込み、満足げに微笑んでいる。そして今度は私の席の隣に移動してきて、自分の食器も引き寄せた。

　いったいなにを始めるのかと思いきや……。

「えっ、なにして……」

「なにって、これなら食べさせてやれる」

　隣に座った彼は、自分が食べる合間に、ハンバーグを私の口に入れていく。

「自分で食べますから……」

「でも痛むだろ？　香川を呼ぶか、おとなしく口を開けるかどっちがいい？　ま、香川を呼んでも、処置されれば自分では食べられないだろうな。だから、あーん」

　そんな、強引すぎる……。

　でも、どうやら逃れられなくなった私は、仕方なく口を開いた。

「おいしいだろ？」

「私が作ったんですけど」

「そうだった」

　クスクス笑う彼は楽しそう。カミラの話をしているときとはまるで別人だ。

「あっ、やっちまった」

　でも、彼のフォークからデミグラスソースのついたハンバーグが転げ落ちてしまった。それが私のスカートの上に落ちてしまい、「ごめん」と彼が慌てている。

「気にしないでください。クリーニングに出しますから」

「それなら脱いで」

「はいっ？」

　今、『脱いで』と聞こえたような……。

「早く」

　本城さんは急かすだけでなく、私のスカートのウエストに手を伸ばすので、慌てて仰のけ反る。

「へ、変態！」

「副社長を変態呼ばわりするな。まぁ、否定はできないが」

　そこはぜひとも否定してほしかった。

「コンシェルジュに頼めばクリーニングに出してもらえる。早くしないとシミになるぞ」

「そんなこと言ったって、脱げません！」

　クリーニングに出してもらえるのはありがたいけれど、脱げって無茶でしょう？

「俺はいいぞ」

「私はよくないです」

　呆れ声で言うと「仕方ないなぁ」と彼は別の部屋に行ってしまった。

「これをはいておけ」

　戻ってきた彼の手には膝丈のスエットが握られている。

「でも……」

「もうコンシェルジュを呼んだから、早く」

　いつの間に？

　私は仕方なく浴室の脱衣所でスカートを脱ぎ、着替えた。

　膝丈だと思っていたのに、それは彼がはいた場合であって、どうやら私がはくと、すね辺りまである半端丈。足がすごく短く見えるけど、仕方がない。

　そのとき、チャイムの鳴る音が聞こえた。

「すみれ、スカート脱いだか？」

　どうやらコンシェルジュがもう来てくれたらしい。

「はい」

　――ガラッ。

「ちょっ……」

　いきなりドアを開けられて、頭がクラクラする。脱いだとは言ったけれど、スエットをはいたとは言っていない。はいていたから助かっただけだ。

「貸して」

「……はい」

　まったくマイペースの彼は、私からスカートを受け取り行ってしまった。

　上半身はシャツ姿。そして下半身はダボタボのスエットという、なんとも言えないダサい姿でリビングに戻ると、彼は私を見てクククと笑いをかみ殺している。

「なんですか？」

　あなたがこぼしたのよ？

「上着も貸してやる」

「いいです」

　断ったものの、彼はソファに置いてあったパーカーを私にかけてくれる。しかし、これも大きすぎる。

「すみれはちっちゃいな」

「本城さんが大きいんです」

　袖を通したのに、まったく手が出てこない。まくり上げようとしたら、彼が私のうしろから腕を取り、まくり始めた。

　さっきから、密着度が高い気がするんだけど……。

　恋愛上手とは言えない私は、こんなことでも胸がキュンと締めつけられてしまう。たとえ自称『変態』の副社長でも。

「これでよし。さて、食べよう」

　彼は私の手を引き、再び椅子に座らせた。そして何事もなかったかのように食事を続ける。

「すみれ、料理うまいな」

「ありがとうございます。ひとり暮らしなので」

「それならふたり暮らしする？」

「ふたり、と言いますと？」

　とてもイヤな予感がする。

「もちろん、俺とってこと」

「お断りします」

「冷たいなぁ」

　冷たいもなにも、私はそんなに軽い女じゃない。

　彼がなにを言いだすか身構えてしまい緊張感の漂う食事が済むと、本城さんは皿洗いまでしてくれた。仕事とは違いかなり危なっかしい手つきで、何度も皿を落としそうになったものの、なんとか一枚も割れずに済んだ。

「それでは、これで……」

　この姿で外に出るのはかなり恥ずかしい。でも、このままここにいるわけにはいかない。皿を洗い終わるのを待ってそう告げると、彼は慌てて飛んできて私の腕をつかむ。

「帰さない」

「帰ります」

「まだ唇チェックが済んでない」

　それは口紅のこと？　食事のあとどれくらい残っているかということだろう。

「じゃあ、どうぞ」

　少し顔を上げると、彼は私の顎に手をかけじっと見つめる。『どうぞ』なんて言ったけれど、これが口紅のチェックだとわかっていてもドキドキが止まらない。

「すみれは突然、大胆になる」

「えっ？　……あっ」

　素早く近づいてきた彼が、なんと私の唇に、キスをした。

　呆然と立ち尽くしていると、下唇を甘噛みして離れるという裏技まで使った彼は、私に熱い視線を送ってくる。

「柔らかかった」

　なに言ってるの、この人!?

「い、いい加減にしてください」

「なにがいい加減なんだ？」

「だって、好きでもないのにキスなんて！」

　私はあなたみたいに誰でもいいわけじゃないんだから！

　だけど彼は、怒りに震えている私から視線を逸らそうとはしない。

「俺は、意味のないキスなんてしない」

　どういう、こと？　頭が混乱してなにも考えられない。いや、考えたくない。

「もう、帰ります！」

　バッグを持ち玄関に向かうと、彼が追いかけてきてスッと私の前に立ちふさがった。

「その格好で帰るのか？」

「仕方ないでしょ」

　スカートはクリーニングだし、なにもはかずにというわけにはいかない。

「こんな夜に、そんな姿で放り出せない」

　そう言われるも、無視して彼の手をかいくぐり再び歩きだす。

「待てよ」

　なんなのよ。なんで、キスなんてするの？　大した恋愛経験もない私には、『冗談でした』なんて言われても、受け止めきれない。

「送る」

「いいです。病人は寝ててください」

　きっぱり言ったのに、本城さんの長い手が伸びてきてうしろからグイッと抱きしめられてしまった。

「離してください」

「すみれ、話を聞け」

「イヤ、離して！」

　大きな声で拒否すると、彼は力を緩めてくれた。

「イヤでも、お前のことを放り出せないんだ。お前になにかあったら……」

　気のせい？　本城さんの声が少し震えているように聞こえる。

「せめて送らせてくれ」

「……わかり、ました」

　それ以上拒めなかったのは、振り向いたときに彼が苦しそうな顔をしていたからだ。

　私の家まで三十分。車の中でひと言も話さなかった。

「ありがとうございました」

　マンションの前で停めてくれた彼にお礼を言って車を降りると、彼まで降りてきた。

「すみれ」

「……蒼井です」

　彼に『すみれ』と呼ばれることが、どうしてだか最近は少しうれしくなりつつあったのに、やっぱりイヤだ。そうやって懐に入り込むのが彼のやり方だったんじゃないかと思えて、悔しい。

「……蒼井。ヤケドは？」

「もう平気です」

　彼がすぐに冷やしてくれたから、ひどくもなってはいない。さっきより痛みも引き、動かせるようになってきた。

「そうか。よかった。蒼井、今日はありがとう。飯、すごくうまかった」

　なにを言われるのかと身構えたけれど、本城さんはそれだけ言うと少し離れた。

「いえ。あの……体、大切にしてください。本城さんが倒れたら、ドゥシャインの未来はなくなります」

　それは本音だった。私は、彼と一緒にたくさんの会議に出席して、現状以上を求めようとしない上層部の人たちに呆れていた。

　それは、現場で必死に働いていたときに抱いていた不満そのものだった。あの頃はどの美容部員も、いくら改善を求めても上が動いてくれなければ下の人間ではどうにもならないというジレンマを抱えていた。

　でも、本城さんは違った。リスクがあってもよくないと思ったことはためらいなく打ち切ったし、次々と新しい手を自ら提案して実現してきた。その分仕事は増え、こうして倒れるまで働き通しだったけれど、私は彼に前向きな未来を見せてもらった。

「蒼井……」

「私、ドゥシャインが好きなんです。だから……」

「わかった。俺が必ずドゥシャインは守ってみせる。でも、蒼井の力も必要だ」

　そう言ってくれるのは彼の優しさだ。ドジばかりしてろくなサポートもできていない私をかばってくれているに違いない。それでも、やっぱり私は……彼の隣で会社の未来を見たいと思う。

「ありがとうございます」

　私は深く一礼してから、マンションに入った。

　部屋に入り、カーテンの隙間から外を見ると、彼はまだ立ち尽くしている。しばらくして、一瞬夜空を見上げてから車に乗り込んだ。

　――プルルル。

　そのタイミングでスマホが鳴るのでバッグから取り出してみると、本城さんからのメールだった。

【おやすみ、すみれ】

「だから、蒼井だって言ってるじゃない……」

　ふいに、『俺は、意味のないキスなんてしない』と言ったときの彼の切なげな顔が頭をよぎる。

「もしかして……」

　私は無意識に自分の唇に触れていた。

　本城さん、もしかして私のこと……。

　一瞬そんな考えが浮かんだものの、即座に打ち消す。

　彼にとってのキスは、挨拶代わりのようなものなの。彼のペースに呑み込まれたら負けだ。

　自分にそう言い聞かせて、返事を打ち始める。

【おやすみなさい】

　ひと言だけのメールを送信すると、ベンツはようやく走りだした。

「チャラ男のバカ」

　スマホに向かってそう吐き出したけれど、本城さんに借りたブカブカのスエットが、どうしても優しい彼を思い出させる。

「はー、もう脱ご」

　ため息をひとつついてから大きすぎる洋服を着替えると、急に寂しくなってしまった。

　なんだかんだ言っても、彼と一緒の夕食は楽しかった。緊張しっぱなしだったけど、あんなにドキドキしたのは久しぶりだった。いや、初めてだったかもしれない。

　ヤケドをした親指がほんの少し赤らんでいるのを見ながら、思いを巡らせる。

　本城さんはいったいなにを考えているのだろう。いつもはチャラチャラしているくせして、ときどき見せる真剣な眼差しが、どうしても忘れられない。本当の彼は、真面目な人なんじゃないかと思えて仕方がない。東郷の真山さんもそんなことを言っていたし。いやいや、でも……やっぱり騙されているのかも。

　その日は混乱した気持ちを抱えたまま、眠りについた。




　月曜になり会社に行くと、本城さんは私より早く出勤して書類を片付けていた。

「おはようございます。すみません、すぐにお手伝いします」

　そう言いながら彼の横に行こうとすると、彼のほうが立って私に近づいてきた。

「大丈夫だったか？」

　私の右手を取り、ヤケドの痕を確認している。

「はい。本城さんは……」

「俺は平気だ。誰かに注意されたから、たっぷりと眠ったよ」

　それって……私の忠告を聞いてくれたということ？

　私が小さくうなずくと、彼は手を離してくれた。

「あの、洋服ありがとうございました。一応洗濯はしておきましたけど、これでよろしいですか？」

　彼の大きなスエットを入れた紙袋を差し出すと、「もちろん、大丈夫だ」と受け取り中を覗く。

「これは？」

「お借りしたお礼です。そんなものですみません」

　土日の休みに焼いたクッキーを忍ばせておいたのだ。

「いや、うれしいよ。ありがとう」

　彼は満面の笑みを浮かべた。

　まさか、あんなすごいタワーマンションに住み、高級外車に乗っている彼がクッキーくらいでこんなに喜んでくれるとは。

「すみれちゃんのスカートも仕上がってきてる」

「ですから、蒼井です！」

「あぁ、そうだった。スカートは家にあるから取りに来てくれる？」

　会社に持ってきてくれればいいのに。でも、クリーニングにまで出してくれたのだから、取りに行くくらいはしたほうがいいのかな……。

「わかりました。では本日の帰りに寄らせていただきます」

　私がそう言うと、彼は満足そうな顔をしてうなずいた。

　そして、「スケジュールを教えてくれ」と上司の顔に戻るので、私も手帳を開いた。

　朝からあった売り上げ報告の会議は、相変わらず実りのないものだった。なんの進展も感じられない会議で本城さんは重役たちに鋭い指摘をして、いったん副社長室に戻る。そしてパソコンを立ち上げ、メールチェックを始めた。

　次の予定までは少し時間がある。コーヒーを淹れるために副社長室を出ようとすると、彼が私を呼ぶ。

「蒼井、これから出かける」

「はい。ですが、まだ時間が……」

　次は、先週キャンセルしたドラッグストアチェーンの社長との面談に向かうはずだったけれど、一時間ほど早い。

「カミラがあのグロスの改良版を出すようだ」

「そうなんですか？」

　メールでその情報が入ったのだろうか。そんなこと、どの会議でも話題に上がらなかった。リサーチしているはずのマーケティングの会議でさえも。

「プロジェクトが進んでいるのはたしかだ。ただ、時期がわからない。リサーチに行く」

　それは本来、本城さんの仕事ではない。マーケに情報を流して調べてもらえば……と思ったものの、彼は自分で確かめないと気が済まない人だ。

「わかりました。すぐに車の手配を」

　また書類の決裁が終わらない……と思いつつ、内線で車を手配する。

　それからはバタバタだった。すぐに車を回してもらい、社内の廊下ですら走る。

　でも、私がついてきているかときどき振り向いて確認してくれる彼は、優しい人だ。

「東郷へ行ってくれ」

　どこにリサーチに行くのかと思いきや、あの東郷百貨店らしい。

　東郷に着くと店内には入らず、彼はスマホを出し電話をかけ始めた。

「悪い。少しだけよろしく」

　電話の相手は真山さんだろう。どうやら呼び出したみたいだ。

　表ではなく裏玄関へと向かうと、真山さんはすぐにやってきた。

「おぉ、悪いな。ちょっと小耳に挟んだんだけど――」

　それからふたりは私にも聞こえないような声でぼそぼそと会話を続けた。

「――わかった。ありがとう」

「あぁ、それと売場のことだけど……本格的に話し合いが始まった。今のところ、カミラとドゥシャインの一騎打ちといったところだ」

「あの口紅は、目処がついた。東郷の限定カラーもすでに手配してある」

「そうか。でもカミラの噂が本当だと、どう転ぶかな」

　真山さんは難しい顔をする。

「負けるつもりはない」

「あはは。お前らしい。それじゃ、また連絡する。蒼井さん、また」

「はい、失礼します」

　真山さんに頭を下げると、彼は忙しそうに走り去った。

「本城さん、カミラのグロスの件は……」

「真山の耳にもまだ入っていないようだ。ただ、カミラのトップがもうすぐ交代する。そのときに合わせた商品だろうな」

　そう言って、彼は眉根を寄せた。

「社長交代ということですか？」

　これも初耳だ。

「あぁ。それはもう前から決まっていたことだ。今の常務が社長に就任する」

　カミラの常務って、たしか本城さんと同じように御曹司だったような。歳も同じくらいだったはず。

「とにかく、そのタイミングで出すほど自信がある商品なんだろう。この前のグロスは、この商品を出すまでのただの時間稼ぎだ」

　彼は少し悔しそうに唇を噛みしめる。

　そのグロスに対抗心を燃やしていた彼は、単に転がされた、というところだろうか。

「大丈夫ですよ。負けたりしません。あの新しい口紅は、夜まで色が残っていました。それに、唇も荒れませんでした。あんな口紅、初めてでした」

　一日口紅を乗せた唇は、ひどく皮がむけてしまうことも多いけれど、あの日はそんなことはなかった。カミラには負けない。

「そうか。よし、商品開発部を信じよう」

「はい」

　それから彼は息を吹き返したかのように精力的に働いた。ドラッグストアチェーンでは、顔つなぎの挨拶だけでいいのに、細かな棚展開の話にまで及んだ。

「ご要望があれば美容部員を派遣して、デモンストレーションもできます」

　そして、最後にそう付け足し、得意先を出た。

「デモはいいですよね。実際にメイクをしてもらえると、気分が上がって財布も緩みます」

　東郷でも、メイクに使ったものを実際に購入してくれる人が続出した。

「東郷でまたやろうと思っている。モデルはすみれちゃんでよろしく」

　彼の調子が戻ってきた。

「蒼井です！」

　いつものように返すと、彼はクククと笑う。アクセル全開のときの彼は輝いている。

「モデルもイヤです。今度はちゃんと手配してから――」

「あのさぁ、整いすぎた顔のモデルは必要ない。すみれちゃんみたいな普通の子が変身するから、『もしかして私も？』って思うんだろ？」

「普通ですみませんね」

　彼の言うことはもっともだけど、おもしろくない。

　まったく感情を込めることなく謝ってみせると、「すみれちゃんは普通の子だけど、きれいだよ」とつぶやくので、一瞬息が止まる。

　いや、でも普通だけどきれいって、褒められているようなそうでないような……。とにかく、スッピンでモデルをやるのはもう勘弁してほしい。

　それから会社に帰り、商品開発部に顔を出して発破をかけたあと、やっと副社長室に戻った。

「はぁ、疲れた」

　ソファに倒れ込む彼は、いつものダラダラモード。でも、こういう息抜きは必要なのだろう。会議でも訪問先でも、彼は常に戦闘モード。少しくらい気を抜かなければ、また倒れてしまいそうだ。

「コーヒー、召し上がります？」

「いや、いい。それより、『お疲れさまです、慶太郎さん』が欲しいなぁ」

　また始まった。

「お疲れさまです、副社長」

「つれないなぁ、すみれちゃんは」

　あんなキスをされ、ぎくしゃくするかと思っていたけれど、意外と普通に過ごすことができて拍子抜けしている。

　それから彼は天井を見つめたまま物思いにふけっていた。いったいなにを考えているのかわからないが話しかけられない雰囲気になり、私はそっと部屋をあとにした。

　それから一時間。書類の山を持ち再び戻ると、彼はパソコンのキーボードを叩いていた。

「本城さん、決裁が溜まってます」

「どうでもいいのと必要なのと分けて？」

「もうしてあります」

　本当は、どうでもいい書類があってはならない。でも残念なことに、忙しい本城さんの決裁が必要なの？と思うような書類があるのは事実だった。

「さすがだね。それじゃ、目を通すからここに置いておいて」

「はい」

　私は書類を持っていきつつ、彼のパソコンを覗き込む。

「あれ、これって……」

「新しい口紅のパッケージ」

「もう発注してあるんですか？」

　まだ試作品の段階なのに、やることが早い。

「カミラの新製品にぶつけたい。社長就任を華々しくやらせてやるもんか」

　なんだか子供のケンカみたいだけど、新商品発表と社長就任が重なれば、たしかに話題はカミラがかっさらっていくだろう。でも、あえてそれにぶつけようとしているのは、賭けでもある。

「そういえば、カミラの馬ま淵ぶち常務の社長就任パーティへの招待状が届いているようです」

　さっき秘書室で大矢さんが言っていた。

「社長に？」

「はい」

「それ、俺が行く」

　彼は一瞬、会議のときのように鋭い目をした。

「はぁ、ですが……」

「社長には俺が話を通しておく。スケジュールを空けてくれ」

「わかりました」

　そういったパーティに呼ばれると必ずイヤそうな顔をするくせに、珍しい。いつもとは違う彼に驚きつつ、私は返事をした。

　その日の帰りは、約束通り彼の家に寄ることにした。でも、「腹減った」と連発する彼に根負けして、一緒に食事に行く羽目になってしまったのは、予定外だった。

「この前のハンバーグのお礼だ」と言う彼は、オシャレなイタリアンレストランに連れていってくれた。

　私ひとりでは絶対に来ないような落ち着きのあるレストランは、メニューを開くと見たことのない料理がいっぱい並んでいて、思わず閉じそうになる。

　これ、ものすごく高そうなんだけど……。

「嫌いなものはある？」

「いえ……。あっ、納豆」

　この雰囲気に緊張しすぎて、思わずとんでもないことを口走ってしまう。

「あはは。さすがに納豆は出てこないなぁ」

「そう、ですよね」

「じゃ、コースでいいな」

　彼はそう言うが、私は首をブンブン振った。

　だってこれ、ハンバーグいくつ分なの？

「嫌いなものはないんだろ？　それならいいじゃないか」

　結局彼は私の意見は却下して、注文を済ませてしまう。

「あ、あのっ……いつもこんなところで？」

「そんなわけないだろ。特別な日だけだ」

　でも、今日は別に〝特別な日〟というわけでもない。

「あの、なにか特別なことがありましたでしょうか？」

「お前とこうしてデートするのが初めてだから、その記念だ」

　はっ!?　デート？　いつからそんな設定になってるの？

「私、そんなつもりは……。それに、この前のアレは！」

「しーっ。目立ってるぞ」

　驚きすぎて大きな声が出てしまったので、彼にたしなめられてしまった。でも、私の頭はパンク寸前だった。

「まぁ、いいじゃないか。たまにはうんと贅ぜい沢たくをして、頑張っている自分へのご褒美だと思えばいい」

　でも、デートって！　それはかなり語弊がある。

　動揺を隠せず目をパチパチしていると、彼はクスッと笑みを漏らす。

「すみれって、本当に純粋なんだな」

「それ、バカにしてます？」

　からかわれたんだ。突然キスしたり、デートだと言ったり……いい加減にしてほしい。

　大きなため息をつくと、彼は私をまっすぐに見つめる。

「俺は、嘘は言ってない」

「えっ？」

　彼の言葉の意味を問いたかったのに、タイミングよく前菜が運ばれてきてチャンスを逃してしまった。

　それから緊張気味にナイフとフォークを持つと、彼が話しだした。

「小さい頃、俺もこういうレストランが苦手で。おとなしくしてなくちゃいけないし、マナーもよくわからないし……」

　彼が柔らかい笑みを見せるので、私の緊張も少しずつ収まっていく。

「俺が生まれてすぐに、両親が離婚して……」

「えっ！　そうだったんですか？」

　社長に奥さまがいないのは知っている。でも、死別だと聞いていた。

「あぁ、世間体を気にして死んだことになってるけど、生きてるよ。母親のいない家に家政婦とふたりにしておくのが忍びなかったのか、親父や親父の側近の人たちとこうしてレストランに来ることも多かった、でも味なんてちっともわからなかった」

　彼は苦笑している。

　たしかに、社長の仕事仲間と一緒に来ても、話が弾むわけがない。それどころか、将来の社長としての資質を観察されていたのかもしれないのだから、気が休まらなかっただろう。

　私は家族で外食をするのは楽しかった。こんなに立派なレストランではなかったけれど、父や母と『なににしよう』とワクワクしながらメニューを開いた。

「本城さん。今日は味わってください」

　私が彼の家族の代わりができるわけがないことはよくわかっている。でも、彼に〝味〟を取り戻してあげたい。

「あぁ、サンキュ。だからすみれが作ってくれたおかゆもハンバーグも、すごくうまかったんだ」

　不意にそんなことを言われて、ドキッとする。

　それを知っていたら、もっと気合を入れて作ったのに。

「すみれを傷つけたのなら、謝る。でも、俺はお前にだけは嘘はつかない」

　彼はなぜか曇った笑みを見せた。

　それじゃあ、あのキスは？　そう聞きたいのに、勇気がなくて聞けない。

「ほら、食うぞ。今日はうまい飯を堪能しろ」

「はい」

　それから本城さんは、メイクについていろいろ話してくれた。

　彼は大学卒業後の二年間、フランスの化粧品メーカーでメイクの勉強をしていたそうだ。いわゆる普通のメイクから舞台に上がるモデルのメイクまでひと通り学び、帰国後は、いち社員としてまったく別業界の会社に就職。そして満を持してドゥシャインにやってきたらしい。といっても、帰国後に就職した会社が気に入って、ドゥシャインに来るつもりはなかったのだとか。

「それなのに、やっぱりドゥシャインに来られたのはどうしてですか？」

「うーん、熱い社員に出会ったからだろうな」

「熱い？」

　どういうことだろう。

「ドゥシャインが好きすぎて泣きそうなくらい熱い社員がいたから」

　そうなんだ。でも、その気持ちはよくわかる。私もドゥシャインが大好きだから。

「素敵な人ですね」

「そうだろ？」

　彼はちょっと得意げな顔をしてみせた。

　最後のコーヒーまで堪能すると、お腹が満タンになった。

　結局、彼の黒いカードでありがたくごちそうになり、今度こそ彼の部屋に向かった。

　また強引に部屋に誘われたりしないかドギマギしたものの、彼は私を玄関で待たせて、すぐにスカートを持ってきてくれた。しかも、車で送ってくれるという。

　さっきお酒を飲まなかったのが、このためだとわかった。

「あの、本当に今日はありがとうございました」

「いや、俺も楽しかったから。それじゃ」

「はい、おやすみなさい」

　私も楽しかった。今まで知らなかった彼の苦労も知り、なんだか彼との距離がちょっとだけ近づいた。

　私って本当に単純だ。あのキスにひどく怒っていたのに、その気持ちもストンと落ち着いている。

「頑張ろ」

　留学してメイクを学ぶほどの努力家の彼が、ただの道楽息子ではないことがよくわかった。やっぱり、彼が作るドゥシャインの未来が見たい。それには、私も必死に働かないと。

　その日はちょっぴり幸せな気分のまま眠りについた。










キスしたくなる唇




　それから新商品の口紅は着々と商品化に向けて走りだし、先手先手で動く本城さんのおかげでパッケージも色もどんどん決まっていった。

　けれど、発売日の設定についての話し合いで、本城さんが頑なまでに、公になった二月発売予定のカミラのグロスとぶつけようとするので、反対意見が続出した。

　さすがに私も今回ばかりは心配だ。せっかく自信のある商品なのに、話題性だけでカミラに持っていかれる気がしたからだ。

　結局、その日の会議は物別れに終わってしまった。

　本城さんは副社長室に帰ると、ドンと壁を叩き、珍しくイライラしている。私が口出しすることではないとわかっているけれど、今の彼は冷静さを欠いている。

「本城さん、あの……どうしてそんなに焦るんですか？　らしくありません」

　彼はもっと綿密に計画を練って物事を進める人だ。しかし、今回はその計画がずさんに思えて仕方がない。まだ広告についてどうするかも決まっていないし、パッケージの微調整も工場の計画も中途半端だったからだ。

「蒼井は言われたことだけしておけばいい」

　彼にそんなことを言われたのは初めてで、なんだか脱力してしまった。

　私には彼のように物事を推し進める力なんてないし、もちろんその権利もない。でも、彼のそばで必死に支えてきたつもりだった。それに『蒼井の力も必要だ』と言ってくれていたのに、あれは嘘だったの？

「すみません。用があれば呼んでください。失礼します」

　落胆して秘書室に戻り、スケジュールの調整と手紙の開封作業などに追われていると、あっという間に終業時間を迎えた。

　あれから本城さんのことが気になりつつも、副社長室には行けないでいた。『言われたことだけしておけばいい』と彼に言われたことが、思いのほか私の心にダメージを与えていた。

　そのあと、彼に振り回されるおかげで溜まっていた雑務をしていると、時計は二十時半を指していた。

　副社長室に向かったが、物音ひとつ聞こえてこない。

　――トントントン。

「はい」

　ノックをすると、少し疲れたような声が返ってくる。

　ドアを開けた瞬間、床一面に散らばる書類が目に飛び込んできて驚いてしまった。片付け下手な人ではあるけれど、この部屋がこんなに散らかっていたことはない。

「どうされたんですか？」

　私は慌てて書類を拾って歩いた。

　でも、彼はなにも言わずにボーッとパソコンを見つめているだけ。

　半分くらいの書類を拾ったところで彼のところまで行くと、パソコンにはカミラの馬淵常務の情報が開かれていた。

「本城さん？」

　私が声をかけると、我に返った彼は、慌てた様子でパソコンの画面を閉じ、立ち上がる。

「大丈夫、ですか？」

　憔しょう悴すいしているような彼が心配でたまらない。

「蒼井」

「はい。……えっ？」

　一歩私に近づいた彼が私の肩に自分の頭を乗せるので、目をみはる。

「すまない。少しこうしてていいか？」

「……はい」

　この前から彼は変だ。ときどき見せるつらそうな顔が、私の心を揺さぶる。

　彼はしばらくそのまま動かなかった。まるでガソリンの切れた車みたいに、今は走れないのかもしれないと思うほど。

　でも、しばらくすると顔を上げ「サンキュ」と微笑んだので、ホッとした。

「すみれちゃん、ほら、アレもよろしく」

「アレ、と言いますと？」

　そもそも、その『すみれちゃん』をやめてほしい。

「慶太郎さん、お疲れ――」

「お断りします！」

　私がキッパリ断ると、彼は鼻で笑っている。

　このルーチンワーク必要？と思わなくもないけれど、彼が元気になった証のような気もして、黙っておいた。

「それにしても、こんな時間まで待っててくれたんだな」

「待っていたわけでは……」と言いつつ、口を濁す。本城さんの言う通り、彼が帰るまでは会社にいようと思っていたからだ。

「今日はもう帰ろう。すみれちゃん、飯食いに行かない？」

「けっこうです。それでは、私はお先に失礼します」

　くるっと彼に背を向け歩きだすと、不意に腕をつかまれて止められた。

「じゃあ俺も食べずに帰る。そうするとまた倒れるかもしれないぞ？」

「どうぞ、ご勝手に」

　もうその手には乗らない。

「待てよ。わかったよ。それじゃ素直に……すみれと飯が食いたい」

　なによ、それ……。

　ドクンと心臓が跳ねる。食事に誘われるくらいなんてことないはずなのに、ちょっと弱っているような彼が私との時間を求めてくれるのが、うれしい。

　さっき拒否されはしたけれど、秘書として少しは寄り添えているのかな、なんて思うのは思い上がりだろうか。

「そ、それじゃあ……」

　私がそう返事をすると、「よし行くぞ」とジャケットを羽織る。

「ダメです。この散らかった書類を全部片付けてからです！」

「厳しいなぁ、すみれちゃんは」

　彼はしぶしぶ書類を拾い始める。

　でも、部屋がこんなになるまで、いったいなにをしていたんだろう。

　私も拾いながらその内容を確認すると、書類のほとんどがカミラの商品や会社に関するデータで、驚いてしまった。

　こんなに情報を集めていたの？　でも、どうして散らばってるの？

　いろいろ気になってしまったけれど、今は聞くべきではない気がする。さっきの馬淵常務の写真といい、きっとなにか事情があるに違いない。

　そう思った私は、書類をまとめてデスクに置き、内容までは見なかったフリをしておいた。

　やはり今日も運転手を帰してしまっている彼は、私と一緒に最寄りの駅へと向かう。

「今日、ファンデ変えただろ？」

「はい。よくおわかりになりましたね」

　そんな指摘をされたのは初めてだ。

「そんなの当たり前だ。毎日すみれと一緒にいるんだぞ？」

　その、彼女みたいな言い方はやめてほしい。他の人が聞いていたら誤解されそうだ。

　でも、私はあえてなにも言わないでおいた。余計なことを言うと頭のいい彼に揚げ足を取られる。

「なんだ、冷たいな。冷たくて凍りそうだから、ふたりで抱き合って温まれるところに行く？」

　それって……ホテルのことですか？　なにも言わなくても、こうやって返ってくるなら、さっき突っ込んでおけばよかった。

　とはいえ、いつもの彼の調子が戻ってきて、思わず笑みがこぼれる。

「あれ？　その微笑みは『行く』って言ってる？」

「言ってません！　食事でしょ？」

　ちょっとムキになって言い返すと、彼はケラケラ笑った。

　サッと食べて帰るつもりだったのに、焼き鳥が食べたいと言いだした彼のおかげで、居酒屋に行くことになってしまった。でも、あの高級レストランよりリラックスできる。

　居酒屋のカウンターに並んで座ると、彼はジャケットを脱ぎ、ネクタイを緩める。

　男の人がグイッとネクタイを引っ張り緩めるところって、けっこう好きかも。

　そんなことを考えながらじっと見ていると「どうした？」と言われてしまい慌てる。

「いえ、なんでも」

「頭の中で脱がせたか？」

「そんなことしてません！」

「そうなんだ。俺はよくするけどな」

　えっ、誰を？

　絶句して彼の顔を見つめると「もちろん、すみれの」と言われてしまい、目が真ん丸になる。

「な、なにしてるんですか！」

「妄想は自由だろ？　法律を犯してないぞ」

「それはそうですけど……。なら、めちゃくちゃグラマラスにしておいてください」

　やけっぱちで言うと、彼はクククと笑いだした。

「えー、すみれって脱ぐとすごいの？」

「す、すごいんです！」

　こうなったらとことん乗ってしまおう。

「そうなのか。これから脱ぎに行こうか？」

「行きません！」

　なによ、結局またいつもの展開じゃない。

　でもあんな弱った彼を見たあとだからか、ちょっとホッとしている自分がいる。

「俺、けっこういい体してるぞ？」

「へー、そうですか」

「なんだよ、その棒読み」

　彼は日本酒をひと口、口にしながら肩を震わせる。

　すぐに目の前にやってきた焼き鳥からプーンと焦げたいい匂いがする。

「本城さんがこんなところで食事をされるなんて意外でした」

　早速、焼き鳥を口にした彼に言うと、「うまいな」とそれを飲み込み、口を開く。

「そういえば、あんまり来ないなぁ」

「やっぱり」

　彼は高級レストランが似合う。

「ひとり酒ってうまくないからな。ここで黙々とひとりで焼き鳥食べながら日本酒あおってたら、哀愁漂いすぎだろ？」

　そういう理由なの？

「哀愁って、考えすぎですよ。ひとりで来られる人もいます」

「でも、俺……ひとりで来るほど強くないから」

　本城さんのひと言にハッとする。『強くない』って、どういうこと？　精神的に、ということだよね。

「すみれ、そばにいてくれよ」

　彼が私の手を不意に握るので、驚きすぎて思考が停止する。

「な……」

『なにしてるんですか！』と怒ろうとしたのに、私を見つめる彼の目があまりに真剣で言えない。

「なぁ、すみれ」

　甘えたような声を出す彼に一瞬揺らいでしまったけれど、きっといつものようにからかわれているに違いない。

「お断りします！」

　スッと手を引いて言ったものの、恥ずかしくて彼の顔は見られなかった。

「なーんだ。いいところまで行ったのに」

　彼はとぼけたような顔をして、再び焼き鳥に手を伸ばす。

「もう！」

　やっぱり、からかっておもしろがってる。振り回されてばかりで悔しい。ドキドキしたんだから。

　羞恥心をごまかすために、日本酒を一気に喉に送った。あまりお酒に強くない私はちょっとむせてしまったけれど、飲まずにはいられない気分だった。

「これ食べたら帰ります」

　私は本城さんのおもちゃじゃない。ストレス解消に使わないでほしい。

「怒った？」

「はい」

　私は強く断言した。

　私だって怒るんだから。ううん、いつも怒ってるんだから！

「ごめん」

　すると彼があっさりと謝るので調子が狂う。

「そんな……今さら謝られたって」

　私にだって意地がある。簡単に許したくない。

「ごめん」

　すると彼はもう一度謝罪を口にして、再び私の手を握る。

　バクバクと心臓が暴れだしたのは、さっきの一気のせい？　それとも……。

「ホント、俺ってバカだな」

　彼はそう言いながら私をじっと見つめる。

　私は見つめられているのが恥ずかしくて顔を伏せた。

「ただ、すみれと一緒にうまい飯が食いたかったのに」

　今まであんなに横柄な態度だったのに、突然しょげるなんてずるい。突き放せなくなってしまう。

「た、食べてますよ」

「でも、これ食べたら帰っちまうんだろ？」

　今度はすがるような声。悔しいけど、やっぱり心が揺さぶられてしまう。

「わ、わかりました。お腹がいっぱいになるまではいます」

　結局、折れるのはいつも私。

「ありがと」

　それでも、彼がすごく優しい顔をして微笑むので、これでよかったかもしれないと思えてしまう。

　やっと私の手を離した彼は、もう一本焼き鳥を食べ始めた。

「ほら、もっと食え」

　他に頼んだ料理も次々と出てきて、私たちの前のテーブルはいっぱいになる。

　こんなに食べられるかな……。

　揚げ出し豆腐に手を出すと、「分けてくれ」と彼の箸も伸びてくる。

「あ、全部食べます？」

「いや、すみれと半分がいい」

　もう、ホントに……。いちいちドキドキするような発言はよしてほしい。

　いつも高級なものを食べていそうな彼だけど、意外にもどの料理も「うまいな」と手を付け食べ進む。

「お、これ最高」

　彼は軟骨の唐揚げを箸でつかみ、私の口の前に差し出した。

「ほら、あーん」

　あーん？　まさか、食べさせようとしているの？

「い、いいですよ」

「でもすみれ、さっきから箸がうまく使えてないぞ？」

　たしかに。もうすっかりヤケドはよくなっているはずなのに、箸でうまくつかめない。あの日本酒一気が効いてきたのか、ちょっと頭もフワフワしてきてしまった。

　でも、唐揚げくらいつかめるよ？

　そう意気込んで自分の箸で皿に残っていた唐揚げをつかもうとしたのに、油でツルンと滑ってしまい、皿の外に落ちてしまった。

「あはは。ほら見ろ。はい、あーん」

　私は仕方なく小さく口を開けた。その隙間から差し込まれた軟骨の唐揚げは、想像より味付けが濃く、スパイシーでなかなかの味だった。

「おいしい」

「だろ？」

　まるで自分が作ったかのようなドヤ顔をする彼は、空いたグラスを見てまた日本酒を頼んでくれた。

「あっ、私はもう……」

「送ってやるから、今日は飲め。お前、酔ってるところ、なんかかわいいし」

　今『かわいい』って言った？　本城さんにそんなことを言われるなんて、ちょっとうれしい、かも。いやいや、またからかわれて……。

　どうやら本格的に酔ってきたようだ。考えがまとまらない。

　それからも、ときどき彼に「あーん」してもらったけれど、少しずつ感覚がマヒしてきて、恥ずかしさもなくなった。

「すみれ、寝るな」

　追加で頼んでもらった日本酒をほんの少ししか飲んでいないのに、全身がホカホカとしてきて睡魔が襲ってくる。

「もう、食べられません」

「大丈夫だ。ほとんど片付いた」

「ホント、に？」

　でも自分で確認する気力もなく、閉じてくるまぶたを必死に持ち上げようとする。

「帰るか」

　すると彼は私を抱きかかえるようにして立ち上がり、店の入り口で会計を済ませると、外に出てタクシーを拾ってくれた。

「それじゃ、おやすみな……」

　ひとりで乗り込もうとすると、彼も一緒に乗り込んでくる。

「このままひとりで帰せると思ってるの？　連れて帰ってやるから、もう寝ろ」

　えっ、いいの？

　もう限界だった私は、彼の言うままに目を閉じた。

　それからどれくらい経ったのだろう。体がフワフワ揺れている気がしてうっすらと目を開けると、本城さんが私を抱き上げ歩いている。

「ん？」

「酔っぱらいは寝てていいぞ」

　なにか言わなくちゃと思うのに、どうやら完全に酔ってしまったらしく、頭が回らない。それにまだまだ眠くてたまらない私は、彼の言うままに再び目を閉じた。

　どうやら家まで連れ帰ってくれた彼は、私をベッドに寝かせて布団をかけてくれる。

　あー、洗濯物畳んでなかったかも。

　そんなことがふと頭をよぎったものの、どうしても睡魔には勝てず深い眠りに落ちていった。




「あれ……」

　カーテンが半開きだったせいでチラチラと降り注ぐ太陽の光が気になり目を覚ますと、見慣れない景色が目に飛び込んできた。それに……。

「な、なんで？」

　なんと、本城さんが私をうしろから抱えるようにして眠っている。

　ち、ちょっと……どういうこと？　もしかして、シちゃった？

　慌てて飛び起き自分の服装を確認すると、昨日の洋服のままで特に乱れているという様子はない。

「おはよ」

　私が動いたからか、本城さんも目を覚まし、体を起こす。

「おはよって……」

　辺りを見回すと、開きっぱなしになっているクローゼットに、スーツがズラッと並んでいるのに気がついた。

　ここ、彼の家だ。私の家に連れて帰ってくれたんじゃないの？

「酔っぱらいが『気持ち悪い』とか『頭痛い』とか騒ぐから、心配でひとりにできないだろ？」

　そう、だったのか。全然覚えてないや。でも！

「だからって、一緒に寝るって……」

「しょうがないだろ。ベッドはひとつしかないんだし。狭くなかっただろ？」

　ベッドはキングサイズ。だからふたりでも十分に眠れるけど……そういう問題じゃない！　しかも今、私のこと抱きしめてたよね？

　とはいえ、それはさすがに無意識だったのかもしれないと思ったけれど……。

「ひと肌ってホッとするだろ？　すみれの体、柔らかくて、俺もぐっすり眠れたから大丈夫」

　あぁっ、わかってて抱きしめてたんだ。

「本城さんの安眠に興味はありません！」

　もう、大失態だ。あんなに飲むんじゃなかった。

　思いきりへこんでいると、彼はじっと私の顔を覗き込む。

「な、なんですか？」

「昨日、メイク落とさなかったから、肌荒れてる」

「嘘……」

　慌てて両手で顔を覆うと、彼はベッドから出てどこかに行ってしまった。そして、すぐに戻ってきた彼の手には、ドゥシャインのメイク落としがあった。

「シャワー貸してやるから、メイク落としてこい。肌荒れは俺がメイクでごまかしてやる」

　そんなにひどい顔してるの？　鏡がなく自分の顔が確認できない。

　私は彼から顔を背けたまま部屋を飛び出した。洗面台でやっと顔を確認したけれど、多少ファンデがよれて口紅が落ちているくらいでホッとする。

「もっとひどいかと思った……」

　でも、よく考えたらもうスッピンは見られているのだから、これくらいどうってことはない。

　あんなに酔ったのにさほど体調は悪くない。彼のベッドで眠っていたことにびっくりしすぎて脳が覚醒したようだ。

　男の人の部屋でシャワーを借りるなんて……と思ったものの、汗をかいていて気持ちが悪い。それにやっぱりメイクは一度落としたい。

　そう思った私は、シャワーを借りることにした。

「あー、気持ちいい」

　とんでもなく広い浴室に驚きながら、ちょっと熱めのお湯を頭からかぶる。

　あっ、クセで髪まで濡ぬらしてしまった。

　もう仕方ない、とシャンプーとリンスも勝手に借りて、十五分くらいで浴室を出た。

　本城さんはいつの間にかタオルを持ってきてくれていた。それをありがたく使わせてもらい、洗面台にあったドライヤーまで借りてしまった。

「すみません、シャワーありがとうございました」

　髪は整えたものの、基礎化粧品を持っておらず、そのままスッピンでリビングを覗くと、彼がコーヒーを飲みながら新聞を読んでいた。

　彼の家のコーヒーメーカーは、コーヒー好きの彼らしく、豆から挽ひける立派すぎるタイプ。挽きたての豆はいい香りがする。

「すみれも飲むだろ？」

「はい、いただきます」

　彼は私の分をカップに注いでくれる。

「メイクするか」

「あっ、大丈夫です。あの、化粧水なんてお持ちでは……」

　さすがに持ってないだろうと思って聞いたものの、「ここ座れ」とリビングの椅子に私を座らせた彼は、大きなメイクボックスを持ってきて、化粧水を取り出した。

「基礎化粧品は基本だ。どれだけメイクがうまくできても崩れたら意味がない」

　彼はドゥシャインで一番売れている化粧水をコットンに含ませ、私の頬にあてる。

　化粧水まで持っているなんて、さすがというかなんというか……。

「あっ、お借りできれば自分でします」

「いいから。すみれは黙って見てろ」

　ちょっと威圧的に言われてしまったが、たしかに勉強になりそうだ。今はカウンターに立つことはないものの、いつ部署が変わるかわからないし。

　そう思った私は、おとなしく彼に従うことにした。

　彼はたっぷりすぎるほど化粧水を付けたあと、両手で私の頬を包み込む。こうして浸透させているのだとわかっていても、その優しい触れ方にドキドキしてしまう。

　それから乳液、そして下地と進んでいくけれど、至近距離で彼の息づかいを感じていると、緊張で倒れそうだった。

　彼は、いつものチャラい姿を微み塵じんにも感じさせず、実に真剣。素早く手を動かしながらじっと私を見つめる眼差しが熱くてたまらない。

　本当にメイクが好きなんだ……。副社長としての彼も、ちょっとだらしがないことを除けば、十分に会社を背負っていくだけの器があると感じる。でも、こうしてメイクを施しているときの彼は生き生きとしていて、本当はこういう仕事がしたいのではないかと思えてしまう。

「そんなに？」

　私が突然声を上げたのは、ハイライトをくっきりすぎるほど入れたからだ。

「あぁ、顔を立体的に見せるには、このくらいやったほうがいい」

　たしかに、光と影をうまく取り入れることがメイクのコツではあるけれど、ここまでくっきりと入れたことはなかった。

　鼻筋には白。顎や頬の下には濃い茶色。目の下もコンシーラーでクマを隠して、パウダーファンデで仕上げると、なるほど彼の言う通り、立体的な顔が出来上がった。

「すごい……」

「すみれは目が大きいから、アイメイクをさほど濃くしないほうがナチュラルでいい」

　そう言いながらシャドウやアイラインを入れていく。といっても、さっきの大胆さを思うと意外なほど薄く、細くだった。

　チークやアイブロウも済ませ、残るは唇。彼は唇の輪郭をペンシルで描き、今度はオレンジ系の口紅をブラシで乗せていく。そして最後に、パール感の強いグロスを指で唇に乗せた。

「キス、したくなる」

「えっ……」

　まだ指が唇に触れたままささやかれ、鼓動が激しくなるのを止められない。

「俺はすみれに振り回されてばかりだ」

　そう続けた彼にますます驚いてしまい、目を見開いた。

「わ、私はなにも……」

　思わずうつむくと、彼はそれを許さんとばかりに私の顎に手をかけ、持ち上げる。

「そうだな。そばにいるだけだ。でも、やっぱり振り回されているんだよ」

　彼はもう一度唇に触れる。

　彼のちょっと艶めかしい視線から逃れられなくなった私は、息をするのも忘れていた。

「お前だけは、俺の味方でいてくれないか」

　そういえば、前にもそんなことを言われた。

「わ、私は本城さんの味方です。本城さん、適当だから誤解されてばかりだけど、ちゃんと会社のことを考えてるし……」

「あはは、ひどい物言いだな」

　彼はクスクス笑いだし、ようやく手を離してくれる。

「だって、書類の決裁は遅いし、突然会議もすっぽかすし……でも、そうしている意味があるのは知ってます」

　書類も会議も、他に優先してやるべきことがあるから、後回しにしているだけだ。

「そっか。サンキュ。それなら聞く。あの口紅の発表、遅らせたほうがいいと思うか？」

　今度はいつになく真剣な目を私に向ける。

　私は迷いに迷い、でも、嘘はつきたくなくて小さくうなずいた。

「じゃあ、遅らせる」

「本城さん、あのっ……」

　こんなただのいち秘書の言うことで決定していいの？　たとえ私がそう言ったからって、その通りにしなくていいのに。

　私が焦ると、彼はふと表情を緩めて私の頭に手を置いた。

「今の俺には冷静さが欠けている。それなら、一番信頼できる人の言うことに従いたい」

　自分でもおかしいとわかってるんだ。でも！

「いえ、一番信頼できるなんて……他にいっぱいいらっしゃいます」

「誰？」

「えっと……」

『誰』と聞かれて即座に答えられない。

　上層部の皆は本城さんのことを快く思っていないし、社長は完全に中立の立場だ。ということは、信頼できる彼の味方って……もしかしていない？

「あっ、商品開発部の皆さんとか……」

　私が苦しまぎれに言うと、彼は苦笑する。

「たしかに俺はアイツらを信頼している。でも、一番はお前だ」

　ただの秘書を、そんなふうに思ってくれているの？

　彼の発言に胸の奥がギューッと締めつけられるような感覚に襲われる。

「で、でも、そんなに重要なことを私の意見で決めるなんてやめてください」

「大丈夫だ。すみれがドゥシャインのことを愛していることはよくわかっている。そんな社員が社のためにならないことを提案したりしない」

「そうですけど」

　だとしても、この判断が正しいかどうかわからないし、失敗しても責任をとれない。

「すみれは俺の仕事をずっとそばで見てきただろ。俺の気持ちを一番わかってるはずだ。だから俺がしたいと思うことにはずっと力を貸してくれていた。それでも止めるということは、やっぱり今の俺は間違っている」

　たしかに、本城さんが倒れたときの会議も、うまくいかなかったとはいえ彼の意見をなんとかして通したいと思ったし、彼が欲しいという資料は必死になって集めた。それに、彼の思いつきでスケジュールがめちゃくちゃになっても、彼を信じていたので、ため息をつきながら調整をした。

「私、あの口紅はヒットすると信じています。だからこそ、万全の態勢で世に出してほしいんです」

「そうだな。俺もあの口紅は勝負できる商品だと思ってる。俺のくだらない意地でダメにしていい商品じゃないよな」

　彼はなにかを吹っ切ったようなすがすがしい顔をしている。

　でも、意地って？　もしかして、カミラの馬淵常務と関係がある？

　書類の散らばった副社長室の光景が頭をよぎった。

「本城さん、あの――」

「やっぱりすみれは俺のそばにいろ」

　馬淵常務のことを聞こうとしたのに、彼に遮られてしまった。

　しかし、そんな彼の言葉に胸の高鳴りがピークに達する。秘書としてそばにいろということなんだろうけど、まるで恋人としてと言われたような錯覚に陥ったからだ。

「まずい。遅刻するぞ」

　彼は壁の時計に視線を送り、使った道具を片付けだした。

「えっ」

　ハッとして時計を見たけれど、まだ七時。会社の始業時間には十分、間に合う。

「着替えないと朝帰りがバレる。家まで送ってやるから」

　朝帰りって……。まぁ、朝帰るのだから間違ってはいないけど。

　彼はいつものように運転手つきの車で出社するものだとばかり思っていたが、どうやら昨日のうちに断っておいてくれたようだ。本当はあの仰々しい通勤もやめたいらしいけど、そうすると運転手の仕事がなくなると考えて受け入れていることを知って驚いた。

　地下駐車場に行くと、ピカピカの白のベンツがお出迎えしてくれる。もう乗せてもらったことがあるのに緊張して背筋が伸びる。汚してはいけないと少し足を浮かせていると、それに気づいた彼がクククと笑いだした。

「なにしてるんだ？」

「だって汚れますから」

「そんなこといちいち気にするな。それよりその靴、気に入ってるみたいだな」

　今履いているのは、彼が買ってくれたパンプス。もう二度と履くまいと思ったこともあったけれど、一度ぴったりのものを履いてしまうと他のパンプスが履けない。それほど歩きやすく、疲れない靴だった。

「はい。すごく快適で、立ち仕事も楽になりました」

「そうか。それならもう一足買ってやるぞ」

「け、けっこうです」

　これ以上貸しを作りたくはない。

「遠慮深い女だな」

　彼はそう言うとアクセルを踏んだ。

　私の家までは車で三十分。その間、彼にメイクのコツをいろいろと伝授してもらっていると、あっという間に到着した。

「ありがとうございました。それでは、後ほど」

　着替えて会社に向かえば、十分間に合う。

「なんで同じ場所に行くのに、『後ほど』なんだ？」

　私は一瞬意味がわからなくて、その質問に首を傾げた。

「えっ、まさか一緒に出勤しようとしてます？」

「当たり前だろ。なに言ってるんだ」

「いや、それはまずいかと……」

　そもそも服が同じだと朝帰りがバレるからと、こうして送ってもらったのに、一緒に出勤したら意味がない。

「安心しろ。会社の近くで降ろしてやる」

　……うーん、それならいいか。

「わかりました。少し待っていただけますか？」

　私は本城さんにそう言い残して、三階の自分の部屋に駆け込んだ。

　まだ七時半を少し回ったところ。電車は乗り継ぎが不便で会社まで四十分かかるが、車なら二十分といったところだろうか。我が社の始業時間は九時。いつも八時半には出勤しているけれど、たまにはぎりぎりでもいいかな……。

　私がそう考えたのは、まだ朝食を食べていないからだ。といっても、お腹が減っているわけではなく、本城さんに食べさせてあげたかった。

　手早く着替えを済ませ、すぐに本城さんの携帯に電話をかけた。

『もしもし、どうした？』

「あの、簡単なものでよければ朝食いかがですか？」

『いいねぇ。腹が減っていたところだ』

「それじゃあ、三〇三まで上がってきてください」

　男の人を部屋に誘うなんて大胆かしら？と思ったものの、もう一緒のベッドで寝るという失態をしてしまったので、今さらのような気もする。

　飲んだあとだし……と思い、にゅう麺を作ることにした。

　――ピンポーン。

　それからほどなくして、チャイムが鳴った。

「狭いですけど、どうぞ」

　あんなに広い部屋を見たあとだから気後れするが、彼の部屋と比べちゃいけない。ひとり暮らしのＯＬの部屋なんてこんなものだと自分を納得させ、彼を部屋に上げる。

「きれいにしてるんだな」

　彼がキョロキョロと至る所に視線を飛ばすので慌てる。

「あんまり見ないでください。そこ、座っててください」

　小さなふたり掛けのソファに彼を誘導して、早速調理にかかる。急なのであまり具になるようなものがなく、タマゴと梅を入れて仕上げる予定だ。

「すみれは昔から料理をよくしてたのか？」

　テーブルに置いてあった新聞に手を伸ばしながら、彼が尋ねてくる。

「就職してひとり暮らしを始めてからですよ。カウンターの仕事って、けっこう体力がいるんです。それに、顔色が悪いとメイクも映えません。だから健康には注意するようになって、自然と自炊が増えました」

　もちろん、経済的な事情もある。

「すみれは本当に好きなんだな」

　新聞を読むものだとばかり思っていた彼が、いつの間にかすぐうしろまでやってきて私の耳元でささやくので、卵を落としそうになる。

「俺も好きだよ」

　さらに肩に手を置かれそう言われた瞬間、完全に思考が停止した。

「えっ……」

　好きって……私のことを？　まさか、そんな……。

「俺も好きだ。ドゥシャインが、大好きだ」

「は……」

　恥ずかしすぎる勘違いをして、顔から火を噴きそうになる。

「あれ、すみれ、顔が赤いぞ？　チーク乗せすぎたか？」

「そ、そんなことありません。火を使ってるから熱いんです。もう座っててください」

　お願いだから私の心をかき回さないで。彼は雲の上の人なんだから、好きになったって報われないのに。……好きに？　私、今、なんてことを考えたの？　好きなわけがないでしょ？　チャラ男だよ？　落ち着け、私。恋愛経験が少なすぎて、彼の行動に惑わされているだけなんだから。

「で、できました」

　あぁっ、動揺しすぎて声が裏返ってしまった。

「お、うまそうだな。俺、梅、好きなんだ」

「それはよかった。どうぞ」

　小さいテーブルに向かい合って座り、ふたりでにゅう麺をすする。

「おいしい」と言って全部食べてくれた彼は、再び私を車に乗せ、会社に向かった。

　ちゃんと会社の近くの裏通りで降ろしてくれたので、朝帰り疑惑は避けられそうだ。

　まず秘書室に顔を出すと、大矢さんが私を呼んだ。

「今日の蒼井、メイクが違うな」

　彼は目ざとい。でも本城さんにメイクしてもらったことはバレたら困る。

「あっ、ちょっと勉強中で」

「そうか。なかなかいいぞ。それより……」

　大矢さんの眉間にシワが寄る。

「あの口紅の件だが、なんとか副社長を説得できないか？　まぁ、他の役員が副社長のワンマンぶりが気に食わなくて意地になって反対することもあるが、あの口紅に関しては準備不足としか思えないし……」

「大丈夫です。延期にされるおつもりです」

　私が言うと大矢さんが目を丸くする。

「本当か？」

「はい。本城さんは賢い方です。ドゥシャインを愛するばかり焦ってしまったこと、お気づきになられましたよ」

　今朝のやり取りは、もちろん秘密。でも、私にああやって尋ねたということは、彼の中でも間違っているかもしれないという認識があった証拠だ。

「はぁ、よかった。早速役員たちの耳に入れてくる。」

「はい」

　大矢さんが秘書室から出ていくと、私もコーヒーを用意して副社長室に向かった。

「失礼します」

　部屋に入ると本城さんは電話をしていた。

　デスクにコーヒーを置き、整理しようと書類の山に手を出すと、すぐに電話は終わった。

「あの、どこにおかけだったんですか？」

　チラッと聞こえた話では、あの口紅の話をしているようだったけど……。

「商品開発部だ。発売を延期するから、荒れにくさをさらに追求してほしいと依頼した」

　どこまでも真面目な人だ。あの口紅の荒れにくさは、私自身の唇でも検証したけれど、自信を持っていいほどなのに。

「それは、いちユーザーとしてうれしい限りです」

　心からそう思う。それにカチカチに凝り固まっていた彼の心が少し緩んできたように思えて、自然と白い歯がこぼれた。

「久しぶりだな」

「なにがですか？」

「蒼井がそんなにうれしそうに笑うの」

　そう、だっけ？　でも、口紅の発売をごり押ししている彼のことを心配していたので、それが顔に表れていたかもしれない。

「そういえば、カミラの馬淵常務の社長就任パーティ、社長にＯＫをもらったから俺が行く。蒼井も同伴してくれ」

「私も行くんですか!?」

　あまり華やかな世界は得意じゃない。

「そりゃそうだろ。すみれちゃんは俺の秘書なんだから」

「ですから、蒼井でお願いします！」

　そう注意しつつも、今までは軽くあしらえていたのに、『すみれ』と下の名前で呼ばれると、勝手に鼓動が速まる。それは朝、『キス、したくなる』だの『好きだ』だの、ちょっと誤解してしまうようなことを言われたからに違いない。

「会場の隅に立っていればいいですよね」

　新商品発売記念パーティなどには出席したことがある。そのときと同じように隅に立って、彼が必要なときだけサポートすればいいと思った。

「いや、今回は俺がエスコートする」

「エスコート!?」

　いったい、どういうこと？

「すみれちゃんのドレスは俺の好みで選んでおく。メイクも俺がしてやる」

「ち、ちょっと待ってください。目立つのはイヤです」

　それじゃあ秘書としてじゃなく、本来なら奥さまが果たす役割をすることになってしまう。

　ただでさえ、このイケメン王子の隣を歩いていると、視線を浴びる。『あー、残念な女を連れてる』と思われているんじゃないかといつもヒヤヒヤなのに、エスコートしてもらうなんてとんでもない。

「しょうがないだろ。俺、勝手に目立っちまうし」

「本城さんはいいじゃないですか。私は遠慮させていただきます。どうしても女性を同伴しなければいけないということでしたら、コンパニオンを頼むとか……」

　とにかく、彼の隣に立っていても見劣りしないような美しい女性でないと。

「そこの秘書、上司の言うことを聞けるな」

　彼は突然、威圧的になり、眉をキリリと上げる。

　あれ……これってもしかして、命令？

「そんな……業務外です！」

「いや、ライバル社のパーティに乗り込むんだから、業務内だ」

　そう言われると、言い返せない。たしかにこれはドゥシャインに出された招待なのだから、本城さんも私用ではない。

「はぁ……苦手なんです」

「苦手克服のチャンスだ」

　ものは言いようだ。思いきりへこんで肩を落とすと、彼は立ち上がり不意に私の腰を抱く。

「俺がとびきりきれいにしてやる。ドゥシャインの広告として同伴してくれ」

　そう耳元でささやかれ、腰が砕けそうになった。

「広告なんて……逆効果です」

「今日のお前はそのままＣＭに出してもいいくらいだぞ」

　大矢さんは褒めてくれたけど……ＣＭは言いすぎだ。いつもよりちょっとマシになったくらいだもの。

「あとは女の色気を纏えば完璧だ」

「色気がなくて、すみません」

　またバカにされてる、と思ったけれど……。

「すみれは色気がないと思い込んでいるが、十分持ち合わせているぞ。それを引き出すのは、男の仕事だ」

　彼が腰に回した手に力を込め、グイッと私を引き寄せて顔を覗き込むので、ハッと息を呑む。

「ほら、この唇。とびきり官能的だ」

「な、なに言ってるんですか！　セクハラですよ、セクハラ！」

　慌てて彼から離れたのに、バクバクと暴れだした心臓はちっとも冷静さを取り戻してくれない。

「それはまずいな。すみれちゃん、今のは内緒にしておいて？」

　またいつもの調子に戻った彼に、ふて腐れた顔をして厚い書類の束を差し出す。

「仕事してください！」

「怖いな、すみれちゃんは」

「蒼井です！」

　私は彼に書類をつきつけ、いったん副社長室を出た。どうにもドキドキが止まらなかったからだ。

「もう……」

　彼は『すみれに振り回されてばかりだ』なんて言っていたけれど、振り回されているのは間違いなく私のほうだ。

「はー、仕事仕事！」

　自分にカツを入れ、秘書室に戻った。




　それから、あの口紅に関する会議が何度となく行われた。

　商品開発部の若い社員は、本城さんに言われた通り、いまだ改良を重ねている。

　そのたびに上がってくる試作品を、なぜか私に試す本城さんは、『持ちを確認したい』と私をよく食事に誘うようになった。

　食べたあとの至近距離での口紅チェックはいつまで経っても慣れることなく、視線を合わせられない。というのも、色の持ちだけでなく、彼は『うるおい度チェック』と称して、いちいち私の唇に触れてくるからだ。

　でも、その甲か斐いもあってか、あきらかに商品はよくなっていった。

「それでは、この商品の販売を正式に決定します。データにある通り、色落ちも少なく、それでいて唇の水分量は一定に保てる。色の開発も頑張ってもらっただけのことはあり、今までにない深みが出ていると思う」

　本城さんは生き生きとした様子で、重役に告げる。

　東郷百貨店の真山さんとの約束通り、限定カラーもすでに用意されている。

　彼と一緒に用意した資料は膨大で、商品開発部に出してもらった商品自体のデータはもとより、カミラを含む他社の製品との比較や売り上げ予測など、完璧に仕上げてあった。

　非の打ちどころのない資料は、いつもは文句をぶつけてくる役員たちを黙らせた。

「今年はこれで勝負をかける」

　毎年いくつもの商品が開発され、商品化されていく。その中で定番として残るものは決して多くはないけれど、この口紅は絶対に残ると私も思う。

　自信にみなぎる彼を見て、発売延期を提案してよかったと感じた。あのまま突っ走っていたら不安材料だらけで失敗していたかもしれない。

　他の重役たちは、文句はつけられなかったとはいえ、本城さんがこうして主導権を握る姿は気に入らないらしい。仏頂面で会議室を出ていく。

　でも、商品開発部のフロアに発売決定を自ら伝えに行った本城さんは、皆から割れんばかりの拍手をもらっていた。

「ありがとうございます。僕らの努力が実りました」

　飯田さんが本城さんに握手を求めると、彼は「ここにいる皆の快挙だよ」と褒めることを忘れない。

「僕たち、それぞれ専攻してきた分野は違いますけど、皆自分の知識と開発力には自信を持っています。でも今までは、リスク回避のために既存商品に少しずつ手を加える程度にしろと部長に指示されて……思う存分の力を発揮できませんでした」

　そうだったのか……。もしかしたら本城さんはそれを知っていたのかもしれない。

「でも今回、自分たちの知識を生かした商品を作らせていただけで、僕たちの開発者魂に火がつきました」

　飯田さんは満面の笑みだ。

「いや、こちらこそ、まだまだ可能性はあるんだと教えられた。これからのドゥシャインの未来は、ここにいる皆の力なくしてはありえない。これからもどうかよろしく」

　本城さんが深く頭を下げるので、驚いてしまった。役員たちが部下にこんなことをしているのを見たことがない。

　彼は本当に感謝しているんだと思う。だから私も彼の一歩うしろで、同じように頭を下げた。

「やめてくださいよ！　僕たちも本城さんのような人に出会えて幸せなんです」

　飯田さんがそう言いきると、周りから再び拍手が湧き起こった。

　やっぱりドゥシャインはいい会社だ。ますます好きになった。










偽婚約者は、ただ手をつないで




　新しい口紅の発売が正式に一カ月後に決まった二月初旬。カミラの馬淵常務の社長就任パーティが行われることになった。

　何度も勘弁してほしいと申し入れたものの同伴を断りきれず、残業扱いでついていくはめになった。

　パーティは十八時からで、十六時には準備のためにと言われ、本城さんと一緒に会社を出た。そして向かったのは、彼のマンションだった。

「あぁ、どうしよう……」

「往生際が悪いぞ」

　運転手に一時間後に迎えに来るように告げた彼は、腰が引けている私の手を引き部屋まで行く。そして、リビングの椅子に私を座らせ、メイクが始まった。

「すみれ、最近肌がきれいだ」

「ありがとうございます」

　今日の同伴を断ることに全力を注いでいたものの、どこかで本城さんが許してくれるわけがないとも思っていて、野菜中心の生活を心がけ睡眠もできるだけ取った。敵地に乗り込むのに、残念なメイクでは困るからだ。

　彼はメイクを落とすと、化粧水をつけて両手で頬を包み込んでくれる。

　前に置かれた大きな鏡にその様子が映し出されると、なんだか照れくさくて見ていられなくなった。

「今日はいつもより華やかなメイクにするから」

「はい」

　今日もしっかりとシェーディングとハイライトを入れてからリキッドファンデーションを乗せていく。

　そしてベースメイクができると、次はアイメイク。パールの入ったピンク系のシャドウをグラデーションにして重ね、アイラインはいつもより太めにくっきりと。マスカラはきちんと下地も使い、フサフサに。眉もきれいに整えて、チークも少し濃く入れたら、最後に口紅だ。

　彼はメイクボックスではなく、スーツのジャケットから口紅を取り出した。

「それ……」

「ひと足早めにお披露目だ。もちろん、聞かれてもなにかは言わないが」

　それは、発売の決まったあの口紅だった。発色もよく、うるおいも十分なこの口紅は、グロスを乗せたような艶も期待できる。

　リップブラシで丁寧に塗ってもらったものの、私の口元をじっと見つめる彼にドキドキしてしまう。それは、彼にキスされたときの感覚を体が覚えているからだ。

「別人みたい……」

　メイクが終わって鏡を覗き込むと、いつもとは違う自分がいた。

「よし。次は髪だ」

　髪形はてっきりこのままで行くのかと思っていた。

「ヘアアレンジもできるんですか？」

「俺を誰だと思ってる」

　彼が自信満々に言うので思わず吹き出してしまった。一時はどうしたのかと思うほど沈んでいたこともあったけれど、これでこそ彼だ。

　彼はコテでどんどん私の髪を巻いていく。巻いて終わりかと思いきや、三つ編みや編み込みや……なんだかよくわからないテクニックを駆使して、あっという間にアップにしてくれた。

　ところどころ残された後れ毛は、きちんと計算し尽くしてあるかのようなバランスで散りばめられ、まるで本物のような造花のバラをあしらうと、このまま花嫁にでもなれそうだった。

「本城さん、本当にすごいです」

「感心している場合じゃない。時間がないぞ。次は着替えだ」

　そういえば、ドレスは用意すると言われていたので、なんの準備もない。

「ほら、こっち」

　彼に手を引かれ寝室に向かうと、ワンショルダーのオーガンジーのドレスがかけられていた。

　淡いピンクのそのドレスは、肩には大きなバラのモチーフ。そして上半身には大小さまざまなビジューが縫い付けられていて、遠くから見てもキラキラと光を放っている。

　床に届きそうな長さのスカートはたっぷりと布が使われていて、ふんわりと広がる。

「こんな……」

　私は言葉を失くしてしまった。こんなにゴージャスなドレスが用意されているなんて、ちっとも思っていなかった。

「うしろが編み上げになっている。俺が締めてやるからとりあえず着ろ」

　彼はそう言い残して出ていってしまう。

　こんなドレス、着こなせる自信がない。でも、他に選択肢はない。私はスーツを脱ぎ、そのドレスを身に纏った。

　サイズはぴったりだけど、やはりうしろのリボンを結んでもらわないと。

「本城さん」

　ドアを閉めたまま彼を呼ぶと、「着たか？」と声がする。

「はい」

　私が返事をするとすぐにブラックスーツに着替えた彼が入ってきて、私の姿をじっと見つめてから背中に回り込み、リボンを結び始めた。

「苦しくないか？」

「はい」

　背中もけっこう開いていて恥ずかしい。

「ほら、できた」

「ありがとうございます」

　お礼を言って振り向こうとすると、うしろから突然抱きしめられ、思考が停止する。

「すみれ」

「……は、はい」

「きれいだよ」

　耳元にかかる彼の吐息に、息が止まりそうだった。

「緊張、してる？」

「……はい」

　もう『はい』しか言えない。

「こんなにきれいなすみれを、他の男に見せたくないな」

　どういうつもりでそんなことを言っているの？

　なにも言い返せないでいると、彼は手の力を緩め、私の前に回り込んできた。

「俺から、離れないでくれ」

「本城さん……」

　それは秘書として、ということ？

　彼の視線があまりにまっすぐで目を逸らせないでいると、彼のスマホが鳴った。

「――わかった。すぐに行く」

　どうやら運転手かららしい。

「行こうか」

「はい」

　彼があまりに自然に私の手を握りエスコートしてくれるので、恋人にでもなった気分だ。

　玄関に行くと、ドレスと同じ淡いピンクのパンプスまで用意されていた。

「靴まで……すみません」

　中敷きを見て、以前買ってもらったブランドのものだとわかり、唖然とする。

　今日のために、こんなにそろえてもらって申し訳ない。「気にするな」と言われても、庶民だから気になってしまう。

　私がパンプスを履くと、彼は今度は私の手を自分の腕につかまらせた。あくまで副社長とその秘書という関係なのに、これでは本当に恋人同士だ。

　おどおどする私とは対照的に彼は余裕たっぷりで、こうして女性をエスコートすることに慣れていそうだ。御曹司として期待されてきた彼なら、プライベートでもさまざまなパーティに出席してきただろうし、こうしたこともあったのかもしれない。

　だけど、いったい誰をエスコートしてきたのだろうかと考えると、胸が痛いのはどうしてだろう。

　再び車に乗り込み、パーティの会場である『ホテル・アルカンシエル』という大きなホテルに到着した。車が玄関に横付けされると、すぐにドアマンがドアを開けてくれる。

　いつもはドアを開ける側だから、こんな扱いをされたのは初めてで、余計に緊張してしまう。顔をこわばらせていると、すぐに本城さんが手を差し出してくれた。

「大丈夫だ。すみれは誰にも負けないほどきれいだぞ」

　そんな彼の言葉は、私を束の間のシンデレラにしてくれる。

「ありがとうございます」

　彼を信じて数時間だけ夢を見ていよう。

「ドゥシャインの本城さまですね。本日はお越しいただきありがとうございます。こちらへ」

　迎えてくれたのは、どうやらカミラの社員のようだ。

　その男性についていくと、大きな宴会場に案内される。

　一歩足を踏み入れると、もうすでにたくさんの人が集まっていて、場違いなところに来てしまった、と一瞬で後悔した。

　だって……こんなに華やかな世界、私には一生縁がないんだもの。以前秘書として同行したパーティとはわけが違う。

　女性は誰もが華やかなドレスを身に纏い、首元や手先を飾る装飾品もいくらするんだろう？と思ってしまうようなゴージャスさ。私より年上の女性が多いのは、ここにいるのがそれぞれの会社の上層部の人たちの同伴者だからだろう。

　でも、二十代の若い女性もちらほらといる。

　彼女たちとは比較的年齢が近いはずなのに、私とは比べ物にならないくらいの色気を放っている。それに、化粧品会社のパーティにふさわしく、どの人もモデルのような美しさだった。しかも、こうした場に慣れている様子で落ち着いていて、はにかみながら他の人に相あい槌づちを打っている様子は、とびきり上品に見える。

　私には、とうてい無理……。

　足が止まってしまうと、本城さんは首を傾げる。

「どうした？」

「あの、やっぱり私……」

　秘書として隅にいればいいのなら、この会場に難なく踏み込める。でも……彼の同伴者としては、どうしても気が引ける。

「大丈夫だ。俺のそばにいるだけでいい。行くぞ」

　彼は私の腰に手を回して励ますように力を込め、そのまま歩きだした。

　立食パーティのようで、出席者それぞれが交友を温め合っている姿が見える。

「本城さんじゃないですか。社長がいらっしゃるかと思いました」

　白髪の混ざるメガネをかけた男の人が寄ってきて、本城さんに声をかけた。

　この人はたしか……『ウイル化粧品』の社長だ。初めて会ったけれど、一応ライバル社の社長の顔くらいは覚えている。

　ウイル化粧品はプチプラ化粧品で有名な会社で、ドゥシャインとは価格帯が違うものを扱っている。しかし、若い層を中心にグーンと売り上げを伸ばしていて、我が社にとっても脅威だ。

「お久しぶりです。社長は少し風邪気味でして、私が」

　彼はサラッと嘘をつく。

「そうなんですか。ドゥシャインさん、絶好調ですね。我が社も頑張らねば」

「ありがとうございます」

「えっと……奥さま、ですか？」

　社長は私に視線を向ける。

「いえ、結婚はまだ。追々しようとは思っておりますが」

　私は本城さんに恥をかかせてはいけないと、にっこり微笑み小さく頭を下げた。

　でも、でもね！　追々、結婚しようなんて、社長の風邪と同じくらい軽い感じで嘘ついて大丈夫？

「それはそれは」

「すみません。彼女、緊張気味でして、少し失礼します」

「あぁっ、それではまたあとで」

　本城さんはまともに息が吸えなくなっている私に気づいて、社長から離れてくれた。そして、ウエイターからジュースをもらって私に渡し、会場の端の方に足を進める。

「まだ始まったばかりだぞ」

「すみません……」

　あなたがとんでもない嘘をつくからよ！

「いや、俺も苦手だから気持ちはわかるよ」

　苦手なの？　そんなふうにはちっとも見えないけど……。いや、そんなことより！

「さっきのは――」

「本城さん、お久しぶりです」

『結婚』なんて口にしたことを追及しようとしたものの、別の人に話しかけられ、聞けなかった。まだ副社長とはいえ、彼は有名なようだ。こちらから行かなくても挨拶に来る人が絶えない。

「それでは皆様、お時間となりましたので、カミラ化粧品株式会社、社長就任パーティを始めさせていただきます」

　数人と挨拶を交わしたところで司会進行の人が出てきて、会場がシーンと静まりかえる。

「では、新社長となります馬淵よりひと言申し上げます」

　そして馬淵新社長が登壇した。

「皆様、本日はお忙しい中、お越しいただきありがとうございます」

　馬淵社長の挨拶が始まると、本城さんは彼をじっと見つめて視線を逸らさない。しかも、その視線が鋭く感じるのは気のせいだろうか。

「――それでは、時間の許す限り、ご歓談いただければと思います」

　挨拶が終わると、割れんばかりの拍手が起こる。ここには、カミラのライバル社の上層部の人たちも多数出席しているものの、皆、笑顔だ。ドゥシャインを含めて、カミラは目の上のたんこぶという会社が多いはずなのに、これが大人なのだろう。

　でも、本城さんだけは仏頂面のまま、少しも笑顔を見せない。

　彼の様子が気になりながらじっと見つめていると、なんと挨拶を済ませたばかりの馬淵社長がこちらに向かって歩いてきた。

　馬淵社長は、凛り々りしい眉が印象的。短めの髪はワックスできちんと立たせてあり、化粧品会社の顔としてふさわしいオシャレさが漂っている。目は二重で大きく、どこかで見たことがあるような……と思ったら、どことなく本城さんに似ていた。

　彼は、私たちの前で足を止める。本城さんに会いに来たらしい。

「社長がお越しになるとばかり思っておりましたが、副社長でしたか」

「社長が来るまでもありません」

　なんだかケンカ腰なふたりの会話にドキドキしてしまう。

「そうですか。こちらは？」

　馬淵社長は私に視線を送った。

「婚約者です」

　えっ！　さっきからなに言ってるの？

「ほぉ、そうですか。母も知っているんでしょうか？」

　母って？　どうして馬淵社長のお母さまの話題が出てくるの？

「もう関係ありません」

「あはは。これは厳しい」

　なにがなんだかわからず、必死に作っている笑顔が徐々に引きつってきてしまう。

「あとで新商品のお披露目もありますので、どうぞ最後まで――」

「負けるつもりはありません」

　馬淵社長の言葉を遮りピシャリと言い放った本城さんは、見たことがないほど視線を尖らせている。

「そう、ですか。我が社としても勝負をかけた商品ですので、望むところです。それでは」

　苦笑いを浮かべた馬淵社長は、小さく頭を下げ去っていった。

　完全にケンカだ。静かに、だけどバチバチと火の粉が散っていた。

　馬淵社長さんはライバル社のトップではあるけれど、こんなパーティの場所でもあからさまに敵意をむき出しにする本城さんに首を傾げる。

　彼は自己主張をはっきりとするタイプではある。でも、そんなに子供じゃないと思っていたのに……。それに！

「本城さん、婚約者って……」

　小声でつぶやくと「気にするな」とかわされてしまった。

　気にならないわけがないでしょ！

「さ、せっかくだから飯でも食うか」

　こっちは緊張でそれどころではないのに、彼はいたってマイペース。皿にいくつかの料理を取ってきて、私に渡してくれた。

「本城さんは食べないんですか？」

「俺は……」

　彼はそう言いながら、誰かを目で追っている。馬淵社長かと思ったけれど、そうではないようだ。

「本城さん、どうかされました？」

「いや……」

　私が指摘すると彼は視線を皿に戻し、ローストビーフを口にした。

「あれっ、東郷百貨店の社長がいらしてますね」

「ホントだな。情報をつかんだか」

　化粧品フロアの大改装についてはまだ正式に発表されていない。それを知っていて呼んだのか、大得意先だから呼んだのかわからないが、カミラほどの会社なら、彼の言う通り、前者な気がする。

　東郷の社長を目で追っていると、やがて上品なマダムのところへ行き、談笑を始めた。

「あの方は、誰でしょう？」

　必死に覚えた他社や取引先の上層部の中にはいなかったような……。

「馬淵の母親だ。あまり表には出てこないが、カミラの女帝と言われている」

『女帝』って、なんかすごい。あ、そういえば私を婚約者だなんて嘘をついたとき、『母も知っているんでしょうか？』と馬淵社長が言っていたけど、あの人のことなんだ。でも、どうして？

「本城さん、あの……本城さんも馬淵社長のお母さまをよくご存じなんですか？」

　何気なく単純な質問をぶつけただけだったのに……。

「あぁ。俺の死んだことになっている母親だからね」

「へぇー。……えっ!!」

　彼があまりに普通の顔をして言うのでサラリと流しそうになった。でも今、とんでもないことを言ったような。馬淵社長と目元が似ていると思ったけれど、もしかして兄弟？

「あっ、えっ、あの……」

「すみれ、口が開きっぱなしだぞ」

　そんなこと言ったって、顎が外れるくらいでは済まないほどの驚くべき話を聞いたんだから、仕方ないじゃない。

「馬淵社長とご兄弟ということですか？」

「遺伝子的には異父兄弟。俺が兄で、アイツが弟。でも、関係ない」

　これまた重要なことを平然として言ってのけた彼は、今度はロブスターを口に入れた。

『関係ない』って言うけど……一番気にしているのは本城さんじゃないの？　だからカミラに対抗心を燃やし、突っ走っていたんじゃ……。

「これはあんまりうまくない」

　ロブスターは気に入らなかったらしく、別の料理を取りに行ってしまう彼を呆然と見つめていた。

　馬淵社長と本城さんはたしか二歳くらいしか違わないはず。ということは……お母さまは本城さんを産んですぐに別の男の人の元に走ったということ？　それじゃあ彼は、親子の触れ合いなるものも、ほとんどしてないの？

「なに深刻な顔してる」

　すぐに戻ってきた彼の皿には、私の好きなケーキも乗っている。

「それください」

　甘いものを食べて落ち着かないと、脳がうまく働かない。

「あはは。いいぞ」

　小さめのケーキは、桃のムース。味は濃厚なのにさっぱりした口当たりで、この大きさなら十個くらいは食べられそうだ。ケーキをゴクンと飲み込み、心を落ち着けてから再び口を開く。

「お母さま、本城さんを連れていかれなかったということですか？」

「俺はドゥシャインの跡取りだからな」

　そんな。だって、まだ乳飲み子だった頃の話でしょ？　跡取りがどうとかなんて、大人の勝手じゃない。

　なんだか沸々と怒りが湧いてきて、顔が険しくなってしまう。

「だからカミラが嫌いなんですね」

「お前……ここでその発言はまずいぞ」と言いつつ、彼はクスクス笑いだした。

「まぁ、嫌いだからいいか。いつか潰そうと思ってる」

　この話が本当なら、馬淵前社長も憎しみの対象だ。どんな理由があったかはわからないけど、本城さんから母親を奪った罪は重い。

　それにしても、周りの人たちが別の話に夢中でよかった。私たち、とんでもない話をしてる。でも、だったら……やっぱりあの口紅をぶつけさせてあげるべきだったのだろうか。

　一瞬そんなことが頭をよぎり、胸が痛んだ。

「私、余計なことをしたんでしょうか……」

「アレのことか？　それなら後悔はしてない。心配するな」

　彼がそう言ってくれたので、ホッとした。

　それからは再びいろんな人との挨拶が始まった。

　本城さんは顔が広く、どの人ともすぐに話を弾ませる。こういう場は苦手だなんて言っていたくせして、そんなふうにはまったく見えなかった。

　彼を見ていると、秘書として働き始めてまだ日が浅いとはいえ、自分の未熟さにため息が出る。私は隣で笑っていることしかできないもの。

「おきれいな方ですね。奥さまですか？」

　それがお世辞なのはわかっている。でもそのたびに「婚約者です」と本城さんが紹介するので、冷や汗タラタラだった。

「本城さん、まずいですって！」

　何度たしなめても、「いいじゃないか」としか返ってこない。でもすぐに次の人との話が始まるので、微妙な笑みを浮かべて頭を下げるので精いっぱいだった。

「来てたのね」

　うしろから女の人に声をかけられ振り向くと、カミラの女帝こと、本城さんのお母さまが立っていた。

　彼より幾分か下がった目尻。それでもすらっと通った鼻やシャープな顎は似ている。肩の辺りで切りそろえられた真っ黒なストレートの髪は、艶々だった。

「はい。招待されましたので。まぁ、されたのは社長ですが」

　彼は冷たく言い放つ。

「業界二位の会社に招待状を出さないわけにはいかないでしょう？」

「外面がよろしいようで。招待なんてよくできたものだ」

　本城さんが感情を表に出すので、『お願いだから抑えて』と心の中でつぶやきながら、彼の腕をグイッと引いた。

「婚約者の方を連れてきていると聞いたのですが、もしかして……」

　お母さまは、本城さんの一歩うしろに立っている私に視線を送ってくる。その視線が刺々しく感じられてしまい、伏し目がちになってしまう。

　まるで、『こんな子じゃダメね』と言われているかのようだった。

「はい。私は幸せですのでご心配なく」

　私の気持ちが通じたのか、彼は笑みを浮かべながら言った。きっとその笑顔の仮面の裏では怒っているのだろうけど。

「どちらのご令嬢かしら？」

「彼女は私の秘書です」

「秘書？」

　お母さまは驚きを隠すことなく目を真ん丸にして、私を見つめる。

「あなたも地位ある立場なんだから、しっかり見極めないとダメよ」

　お母さまの言葉に愕然とする。

　それ、ひどくない？　たしかに私は、容姿も中身も本城さんの婚約者なんて務まる器ではない。でも、初対面の人にそんなことを言われたくない。

　悔しくて唇を噛みしめると、本城さんは私の腰に手を回し、力を込めた。そして、顔の表情をまったくなくした彼は、お母さまをじっと見ている。

「彼女は私にはもったいないほどの女性だ。謝っていただきたい」

　彼は鋭い視線を向けたまま、声を震わせる。

「ただの忠告よ。イヤだわ、そんなに怒らなくても」

　一方でお母さまは余裕の笑みを浮かべる。

「あなたの見極めが正しくなかったと、私が証明してみせます」

　次に放った本城さんの言葉にハッとする。

　見極めって……ドゥシャインを捨ててカミラを取ったということ？

「誤解しないで。私はあなたの心配をしているの」

「私に一度も会いに来なかったくせに、今さらですか。けっこうです。他人に心配されるほど落ちぶれてはいません」

　実母なのに『他人』と言いきった彼から、怒りのオーラが溢れ出ている。

　すると、お母さまは首を振る。

「会いに行かなかったわけじゃないの。会わせてもらえなかったのよ」

「それだけのことをしたのですから、当然でしょう？」

　どこまで行っても話は平行線をたどるだけ。

　私は、私の腰に回された彼の手をそっと握った。

　こんなことで怒りが収まるはずもない。でも、怒りで満ちた彼より、未来に向かって走っている彼が見たい。

「失礼します」

　少し落ち着きを取り戻した彼は、自分から離れてくれた。そして私の手をギュッと握り、そのまま会場を出てしまう。

　会場を出てもなお、彼の足は止まらない。小走りにならなければついていけないほどの勢いで、私の手を引く。

　やがてロビーが見えてきたところで彼はやっと立ち止まった。

「すみれ、すまない。みっともないところを見せた」

「そんなことはいいんです。本城さんのことが心配です」

「俺は大丈夫だ。サンキュ」

　彼はそう言うけれど、ちっとも大丈夫には見えない。いつになく苦しげな表情をして、声にも張りがない。

「本城さん。いつも強くなくても大丈夫ですよ」

「すみれ……」

「完璧じゃなくたって、いいじゃないですか」

　私が言うと、彼は私の手を引き再び歩き始める。どこへ行くのかと思いきや、人通りのない階段の踊り場に向かい、不意に私を抱き寄せた。

「本城さん……」

「やっぱりすみれは俺を惑わせる」

「そんなこと……」

　惑わせているつもりなんて少しもない。でも、彼の心が休まるのならどんなことでもしたい。

「少し、このままでいてくれないか」

「……はい」

　本当はつらくてたまらないのだろう。自分を捨てた母親が、ライバル社、しかもドゥシャインより大きな会社の女帝として君臨し、しかも弟が社長に就任。順風満帆な人生を歩んでいる彼らを見て、悔しくないわけがない。そうでなければ、あんなに躍起になって発売を早めようとはしなかっただろう。

　彼はカミラを『いつか潰そうと思ってる』と言ったけれど、おそらく本音だ。

　本城さんは私を抱きしめたまま震えていた。彼がときどき見せる本当の顔は、私の心を大きく揺さぶる。

　それからどれくらい経ったのだろう。彼の呼吸が落ちついてきたのがわかった。

「すみれ、ありがとう」

「いえ」

　彼はバツの悪そうな顔をするが、完璧な人なんていないのだから、そんな必要なんてない。

「帰るか」

「はい」

　まだパーティは続いている。本当なら最後までいるべきだろうけど、本城さんはもう十分すぎるほど我慢したのだから、帰ったとしてもとがめられる筋合いはない。

　すぐに運転手に連絡を入れると、玄関にお迎えの車がやってきた。

　ホテルのドアマンに見送られ車に乗り込むと、張りつめていた気持ちがやっと少し緩んだ。

「俺の家まで頼む。彼女は俺が送る」

「わかりました」

　そんなことしてくれなくていいのに……と思ったものの、着替えた服は彼の家に置いたままだった。

「ケーキ、もっと食いたかっただろ」

「あはは、どうしてバレたんですか？　あと十個くらいはいけました」

「十はすごいな」

　やっと彼が笑った。

　彼の心の傷は簡単には癒えないだろう。いや、この業界にいる限りカミラを見て見ぬふりはできない。もしかしたら傷はいっそう深くなる。

　でも、今日こうして乗り込んでいった彼は、逃げるつもりはない気がした。

　彼のマンションで車を降り運転手に挨拶をしたあと、私たちは早速部屋に向かった。

　玄関に入った瞬間、彼は再び私を抱きしめる。

「本当にすまなかった」

「謝るなんて、本城さんらしくありません」

　謝ってほしくない。悪いのは彼じゃない。それに弱い部分があるのも、悪くない。

「そっか。それじゃ、アレよろしく」

「アレ？」

「ほら、慶太郎さん、お疲れ――」

「調子に乗らない！」

　でもよかった。これでこそ彼だ。いや、チャラいのはイヤだけど……。

　クククと笑う彼と一緒に部屋に上がり、着替えようとしたけれど、なんだかもったいない。メイクも髪もドレスも、せめて写真に収めておきたい。

「本城さん、せっかくなので、記念に写真を撮っていただけませんか？」

「あぁ、いいよ」

　彼にスマホを渡すと、全身の姿や髪形をアップした姿など、数枚撮ってくれた。

「ありがとうございます」

　近づいてきた彼からスマホを受け取ろうとすると、突然腰を抱かれて驚いた。

「もう一枚いるだろ」

　彼はインカメラに切り替え、私と一緒にファインダーに収まろうとしている。

「ほら、笑わないとブサイクに映るぞ」

「えっ、イヤです」

　そう言った瞬間、シャッター音がする。

「あぁっ、まだ笑顔作ってないのに」

　そして、またシャッター音。

「早くしないとブサイクの写真が溜まるぞ」

　そう急かされ慌てて笑顔を作ると、もう一度シャッター音。

　ようやくまともな写真が撮れたと思っていると、腰に回された手に力を込められ、彼と向き合わされた。

「な、なんですか？」

　こんなに至近距離で見つめられると、息が止まりそうになる。

「この口紅のキャッチフレーズ、決めた」

「キャッチフレーズ？」

　そういうことは宣伝部あたりが決めるんじゃないの？

「そう。キスしたくなる唇だ」

　本城さんは、まるでうるおいチェックのときのように私の唇に指で触れる。

「ちゃんと色も残ってる。それに……キス、したい」

「えっ……」

　彼はすこぶる真剣な顔をして、そのまま私を壁に追い詰め、両手を拘束して壁に押しつけた。

「すみれ」

　目の前で彼の唇が、私の名前の形を作る。そして、ゆっくり近づいてくるので頭が真っ白になって動けなくなってしまった。

　キス、される……。そう思った瞬間、反射的に目を閉じた。

　すると彼の鼻が私の鼻にぶつかり、熱い吐息が唇にかかる。しかし、唇が触れることはない。

　少し気配が遠ざかったのでゆっくり目を開けると、苦しげな顔をした彼が私をまっすぐに見つめていた。

「まだ、ダメだ」

　そう言った彼は、私から離れ、拘束していた手を解放してくれた。

『まだ、ダメ』ってどういう意味？　彼がなにを考えているのかさっぱりわからない。

「着替えるか？　シャワーも使っていいぞ」

「シャワーはいいです。着替えたら帰ります」

　こんなことをされたら彼の顔を見られない。いまだバクバクと激しい鼓動が、私の頬を真っ赤に染める。

「今日は一緒にいてくれないか？　ひとりでいたくない」

「本城さん……」

『いつも強くなくても大丈夫』と言ったのは私だし、そこに嘘はないけど、『一緒にいて』って……。

「なにもしない。ただ、手をつないでいてほしい」

「手を？」

　そんな子供みたいなこと……と思ったものの、彼は心からそうしたいんだと感じた。

　もしかしたら、お母さまにしてもらえなかったことを、無意識に私に求めているのかもしれない。本当にひと肌が恋しいのだろう。

「わかり、ました。それなら、シャワーをお借りします」

　今は彼を放っておけない。それに今日は金曜だ。明日は会社も休みだから、朝に急がなくていい。そう自分に言い訳をした。

　バスルームに入り、いい香りのするシャンプーを借りてモコモコに泡立てながら、彼に整えてもらった髪の整髪料を丁寧に落としていく。

　本当はこのままでいたいくらいだった。それくらい彼は私を魅力的にしてくれた。私は束の間のシンデレラだった。

　私はさっき彼に触れられた唇に自分で触れてみる。

「頑張ろ」

　新商品の口紅について、私のできることなんてない。でも、本城さんの支えにはなれるかもしれない。彼がこんなにムキになってカミラに向かっていく理由がわかった今、私は彼の成功を構成するひとつのピースになりたい。

「キスしたくなる唇、か……」

　キスされると思ってパニックになったけれど、私、そんなにイヤじゃなかった。前に不意打ちでキスされたときは、相当腹が立ったのに。

　パーティでも、婚約者だなんて言われてオロオロしたものの、心のどこかでそれをうれしいと思っていた。本当にそうだったらいいのにと、多分……思っていた。

「好きになっても、報われないよ？　チャラ男なんだからね」

　鏡に映る自分に釘をさしたけど、モヤモヤした気持ちは晴れなかった。

　私がシャワーから出ると、スウェットが置かれていた。本当に気が利く。

「お先にありがとうございました。あの、服もありがとうございます」

「あはは、やっぱり大きすぎるな」

　リビングにいた彼は、何度も裾を折り曲げた私を見て笑ったあと、入れ替わりに浴室に向かった。

　ありがたいことに、テーブルの上には基礎化粧品が揃そろえられている。

　彼にしてもらったように両手で頬を包み込み浸透させながら肌を整えていると、すぐに彼が出てきた。髪から滴る水滴を見て、なんだか緊張してしまう。

　一度キッチンに行った彼が近づいてきて、「ほら」と私にミネラルウォーターを差し出した。これまた、気が利く。

「ありがとうございます」

「今日は疲れただろう？」

　そりぁ、慣れないパーティなんかに行って疲れたけれど、本城さんのほうがもっと疲れたのではないだろうか。社長に行かせなかったのは、おそらく彼の優しさだ。

　彼の家庭環境を考えると、こんな招待は突っぱねてもよかったはずなのに、ビジネスが絡んでくるとそう簡単にもいかない。しかも、お母さまは亡くなったことになっているのだから、断る理由も見つからない。

「本城さんこそ」

「俺か……」

　彼はそう言うと、ミネラルウォーターをごくごく喉に送る。目の前で動く大きな喉仏が男を感じさせ、ドキッとしてしまう。

「すみれがいてくれたから、大丈夫だ」

　ペットボトルを片手に持ち、私をじっと見つめる彼は、ほんの少しだけ口角を上げてみせた。

「私は、なにもしてません」

「隣にいてくれただろ？」

　それはそうだけど……。

「寝るか」

　本城さんは、私の腕を引き寝室に向かう。

　一緒にいることを選択したものの、やっぱり緊張する。この前は酔って記憶がない状態だったけれど、今日は違う。はっきりと自分の意思でここにいる。

「あっ、やっぱりソファで寝ようかな」

　これから帰るのは無理だとしても、一緒のベッドというのはやっぱり……。

　思いきり腰が引けていると、彼はそれを許さんとばかりに私の腰を抱いた。

「さっき了承したよな」

「そうですけど……」

「これはすみれの仕事だ」

　どう考えても、仕事じゃないでしょ？

「そんな仕事、聞いたことありません！」

「俺は副社長だぞ？　言うことをきけ」

　権力を振りかざして指図するなんて、普段はしたことがないくせして。いや、今日は副社長命令で連れていかれたか……。

「ここは会社じゃありません！」

「もう黙れよ。キスするぞ」

　え……それは困る。

　ピタッと反論を止めると、彼はおかしそうに笑いだした。

「ホントにすみれは、わかりやすい」

　抵抗虚しく寝室に連れ込まれ、ベッドに寝かされてしまった。

「お前がイヤなら抱かないから心配するな」

「イヤとかいう問題じゃないでしょ。恋人じゃないんですよ？」

　隣に体を滑り込ませてきた彼に反論すると、「恋人じゃなくてもセックスするヤツはいるぞ？」と言われて固まる。

「まぁ、真面目なすみれには縁のない話だな」

「そんな縁、いりません！」

　私は緊張を隠すために、わざと大声を張り上げてみせたけど、彼にはお見通しだったようで……。

「すみれは拗すねたフリがうまい」

　たしかに拗ねているのは、〝フリ〟だ。本当は動揺している。

「いいから、ほら。手を出せ」

　彼は布団の中で私の手を握った。

「これでいい。サンキュ、すみれ」

　先に礼を言うなんてずるい。イヤだとは言えなくなってしまった。

「明日はゆっくり寝ていればいいからな」

「本城さんこそ」

　私が言うと、彼は返事をする代わりに、握った手に力を込め、そして目を閉じた。

　おそらく疲れきっているのだろう。しばらくすると彼の寝息が聞こえてきた。

　でも私は、彼の手から伝わるぬくもりにドキドキしすぎて、眠れそうにない。こっそり彼の寝顔を見ていると、ちょっとセンチメンタルな気分になる。

　本城さんもいろんなものを乗り越えてきているんだな……。チャラい男を演じているのも、自分の中にある暗闇を隠すためのような気がしてきた。まぁ、振り回されるのは困るけど。

　ここは正念場かもしれない。新しい口紅は、彼も胸を張って勝負できる商品だと言っている。ここで勝たなければ、カミラには勝てない。絶対に東郷百貨店の一番いいブースはドゥシャインがいただく。

　自分ではなにもできないくせして、そんな気持ちだけは高まった。

　それから目を閉じると、いつの間にか眠っていた。




　翌朝目覚めると、驚いてしまった。なぜなら、手をつないでいたものの、少し離れて眠ったはずの彼の顔が、くっつきそうなほど近くにあったからだ。しかも、私の方を向いている彼のまつげはうらやましいほど長く、しばらく見惚れてしまった。

　じっと彼の顔を見つめていると、彼の目がゆっくり開いた。見ていたと知られるのが恥ずかしくて目を逸らしたけれど、どうやら間に合わなかったらしい。

「なに見てる？」

「……なにも」

　とぼけたフリをして言うと、彼は突然起き上がり、私に覆いかぶさってきて顔の横に手をつくので慌てふためく。

「あれ、嘘なんてつくんだ」

「嘘、じゃないです……」

　と言いつつ、声が小さくなっていく。

「俺に嘘ついたらお仕置きね」

「お仕置きって？」

「そうだな、キスにするか」

　彼はサラリと口にして、顔を近づけてくる。

「ち、ちょっと！」

　思いきり顔を背けると、彼の唇が頬に触れた。

「なんだよ。口がいいんだけど」

「なに言ってるんですか！」

　彼の唇が触れた頬が熱い。私、今、顔が真っ赤に染まっている自信がある。

　いたたまれなくなってうつ伏せになると、彼が私の髪をそっとよけ、露わになった首筋に唇を押しつけるので体がビクッと震えてしまう。

「すみれが悪い。我慢してるのに、こんなに色っぽいお前が」

　我慢って、なにを？　色っぽいって、どこが？

　本城さんの言葉がまったく呑み込めないくらいテンパってしまう。完全に思考が停止してなにも言えないでいると、彼はやっとベッドから下りてくれた。

「すみれ、朝飯どうする？　食いに行くか？」

　私はこれまでにないほど心臓をバクバクと言わせているのに、彼はいたって平然としている。これが恋愛経験の差なのだろうか。

「作りましょうか？」

「あー、でもなにもない」

　彼はそう言いながらリビングに行ってしまった。

「はぁ」

　ドアが閉まると、大きなため息が漏れてしまった。もう、本当に彼に振り回されてばかりだ。

　布団の中でもぞもぞと着替えを済ませリビングを覗くと、彼がコーヒーを淹れていた。冷蔵庫は空っぽでも、コーヒーだけは欠かせないようだ。

「いい香りですね」

「うん。この匂いがないと、一日が始まらない」

　彼は、「うーん」と大きな伸びをしている。Ｔシャツにスエット姿の彼は、スーツ姿のときと違ってリラックスして見える。

　すぐに入ったコーヒーを私がカップに注ぐと、キッチンまでやってきて受け取ってくれる。

　隣に立つ彼がスーツ姿ではないからか、妙に照れてしまって目を逸らした。

「休みの日までスーツっていうのもな。あとで買いに行くか」

「いえ、私は帰りますので大丈夫です」

　帰って着替えるだけの話だ。

「帰さないって言ったら？」

　私はコーヒーカップを持ったまま、あんぐり口を開けて呆然としてしまう。

　それなのに彼は私から離れて椅子に座り、優雅にコーヒーを飲み始めた。

　えっ、空耳？　酔ってないはずだけど……。そうだ、幻聴だ。疲れが出ちゃったんだ。

「いただきます」

　気を取り直して彼の向かいに座り、コーヒーを口にした。けれど、いい豆のはずなのに、味がよくわからない。

「とりあえず朝飯を食って、すみれの洋服を買いに行って……それからどこか行きたいところある？」

　あれっ、やっぱりさっきのは幻聴じゃなかったの？

「あ、あの……」

「帰さないから」

「どうしてですか？」

　真面目に質問したのに、彼はクスクス笑いだした。

「そんなもん、帰したくないからに決まってる」

　だから、どうして帰したくないのよ！

　頬や首筋に触れた彼の唇の柔らかさを思い出してしまう私は、まるでデートの誘いのような提案に戸惑う。だけどその一方で、彼と過ごせることがうれしいとも思っている。『チャラ男だよ』と自分に何度言い聞かせても、そうではない彼の顔がチラチラと頭をよぎって、私の心を占領してくる。

「つべこべ言わずに付き合え。どうせ暇だろ？」

「どうせって、すみませんね！」

　たしかに暇だ。なんの予定もない。

「それじゃ決定。コーヒーを飲んだらメイクしてやる」

　ちょっと怒っていたはずなのに、そのひと言で舞い上がる。彼のメイクは私を幸せにする。

　それから彼は、スッピン風のナチュラルなメイクを施してくれた。

「今日は顔色がいいな。昨日、よく眠れただろ？」

　彼にそう言われて、ハッとする。緊張してガチガチだったはずなのに、たしかにぐっすり眠れた。

「そ、そんなことは……」

「俺は眠れたよ。すみれのおかげで、ぐっすりだった」

　彼がメイク道具を片付ける手を止め、私をじっと見つめながら言うので、思わず顔を伏せる。

　ホントに？　ただ、手をつないで寝ただけだよ？

　あんなことがあった昨日は、心穏やかではなかったはずだ。でも、彼がそう言ってくれるなら、泊まった甲斐はあったのかもしれない。

「さ、腹減ったぞ。近くにベーカリーショップがある。焼きたてのパンなんてどう？」

「いいですね」

　彼と一緒に過ごすことに戸惑いを覚えていたのに、いつの間にか彼のペースにまんまと呑み込まれている。

　だって、こんなにきれいにしてもらったら、出かけたくなってしまうじゃない。

　それから彼の車に乗せてもらい、出発した。

　彼は、シンプルなＶネックのセーターに、ジーンズは細身のきれいなライン。それにカジュアルな感じのトレンチコートを合わせていて、とびきりオシャレだ。いつものピッタリサイズのスーツもなかなかだけど、イケメンはなにを着ても様になる。

「なににする？」

　近所のベーカリーショップは、酵母の香りがプーンと漂っていて、空腹を誘う。

　彼は相当お腹が減っていたようで、いくつものパンを選んでいる。

　昨日は、高級なものを少しずつ口にはできたけど、お腹いっぱいになる前に出てきてしまったから、それもうなずけた。

「なにがいいかなー。あっ、アップルパイ！」

「好きなのか？」

「はい。よく食べますよ」

　彼とこうやってパンを選んでいる間も、デートみたいで照れてしまう。

「ほら、これもうまいぞ」

　彼は私にキッシュを取ってくれた。

「本城さんは、まだ食べるんですか？」

　もう四つも選んでいるのに、まだ手を伸ばしている。

「腹減ったからなぁ。すみれと一緒だと食欲もわく」

　彼はちょくちょく私が困るようなことを言う。困る、というのはもちろん、なんと返していいのかわからない、ということだ。

　でも、彼がそう言ってくれるのは素直にうれしい。

　私たちは紅茶も頼み、席に着いた。

「さぁ、食うか」

「はい、いただきます」

　まずは、彼が勧めてくれたキッシュから。

「ベーコンがいい味出してる！」

「そうだろ？　俺もよく食うぞ」

　彼も大きな口で、玄米パンで作ったハムのサンドウィッチを食べ始めた。

「アップルパイも食べてみよう」

　キッシュを全部食べ終わり、次にアップルパイを手にしてパクッとひと口。

「あー、これおいしいです。砂糖の甘さ控えめで、リンゴの酸味がちゃんと残ってる！」

　いろんなパン屋のアップルパイを食べてきたけれど、これは格別だった。

　思わず声を上げる私に、俺はにっこり笑って「アップルパイは食ったことなかったなぁ」とつぶやいた。

「今度食べてみてください。絶対おすすめです」

「今度なんて待てない。ひと口くれ」

　そう言った彼は私の手を握り、アップルパイを自分の口に持っていって、私の食べたところをかじる。

　なに、この自然な感じ。恋人が戯れているみたいじゃない。

　愕然として言葉をなくしていると、「あ、食ったから怒った？」と、とぼけた口調。

「お、怒りませんよ」

　びっくりしただけ。いや、恥ずかしいだけ。

「それじゃ、代わりにこれやる」

　彼はレモンクリームのたっぷり入ったパイを私に差し出した。

「もう、お腹いっぱいですから……」

　本当はお腹じゃなくて、胸がいっぱいなんだけど。

「これで？　もっと食わないとガリガリになるぞ」

　大丈夫。ひとりのときはちゃんと食べてますから。

「あはは、ガリガリになりたいくらいです」

　笑ってごまかしたものの、目は合わせられなかった。

　ベーカリーショップを出ると、彼はなにも言うことなく車を走らせ、セレクトショップの前で車を停めた。

　本当に私の服を買うの？　でも、この店は高そうだ。

　ピカピカに磨かれているショウウインドウ越しに見える客は、こぞって高級ブランドのバッグを持ち、身なりもきれいにしている人ばかりだった。

「あの、私……そんなにお金ないです」

　私は正直に伝えた。入ってから恥をかくよりましだ。

「そんなことは気にしなくていい。昨日付き合ってくれたお礼だ」

　買ってくれるってこと？

「いえいえ、私なんてフォアグラを食べただけですから」

　しかも、あの靴もドレスも彼が用意してくれた。

「フォアグラか……。あれはなかなかうまかったな。昨日はすみれがいてくれたから、爆発しなかったんだぞ、俺」

　そうだったの？　たしかに怒りをこらえてほしいと、彼の腕は引いたけど。

　彼はためらう私の手を握り、少し強引に店の中に入ってしまった。

「本城さま、いらっしゃいませ」

　彼は名前まで呼ばれている。どうやら常連らしい。

「この前のドレス、よかったです。彼女によく似合いました」

　それじゃあ、あのドレスはここで？

「あぁっ、おっしゃっていた雰囲気そのものの彼女さんですね。お優しそうで」

『おっしゃっていた』って、私のことなんて言ったの？

　気になったものの、なんとなくこの場では聞けない。

「今日は彼女に洋服を。そうだな……」

　彼は早速服を手に取りだした。

「これはどうだ？」

　彼が私に当ててみたのは、膝丈のタフタの黒いスカート。生地がしっかりしているのでふんわり広がってゴージャスに見える。

「これ、よく出るんですよ。このスカートですと、こちらのアイボリーのニットなんていかがですか？」

　店員も勧め上手だ。こういう接客も勉強になる。

「いや、こっちだ」

　彼は店員の提案したタートルネックのニットではなく、ポートネックの淡いピンクのニットを選んだ。私の意見は……聞くつもりはないらしい。

「そうですね。こちらでもお似合いかと」

　それからコートまで選んでくれて、至れり尽くせりといったところだ。

　それらを店員に渡した彼は、私の耳元に口を寄せる。なんだろうと思ったら……。

「すみれのこの首筋を隠すなんて、ナンセンスだ」

「は……」

　だから、タートルネックはノーだったの？

　途端に首筋にキスされことを意識してしまい、その部分がカーッと熱くなってくる。

「それでは、こちらでお願いいたします」

　すぐに店員が電卓を持って戻ってきた。

　そこに表示されていた値段に目を丸くする。なぜなら、十五万近い数字が並んでいたからだ。

「ここで着替えますので、タグを外していただけますか？」

「かしこまりました」

「本城さん……」

　小声で彼の名を呼び、腕を引っ張る。

「なんだ」

「なんだって、さすがにこんなに買っていただくわけには……」

　そっか。コートまで選んだから値段が飛び上がったんだ。

「昨日のお礼だからって言ってるだろ」

　あのお礼にしては高すぎる。この調子では、ドレスもいくらしたのかわからない。

「でも……」

「すみれはそれだけ俺に貢献してるってことだ」

「貢献って……」

　なんだか耳が痛い。もっと必死に働いて、大矢さんのように〝右腕〟と言ってもらえるくらいにはなりたい。

「ほら、着替えてこい」

　彼は素知らぬ顔で私を促した。

　店員について試着室に入り、着替えを済ませる。

　このニットは肌触りも最高で、それなりの値段のものだとわかる。スカートのボリュームが思っていたよりもあったものの、すごくかわいい。コートはアイボリーホワイトのステンカラーという飽きないデザインで、これなら会社にも着ていけそうだ。

　コートは手に持ち試着室を出ると、本城さんが待ち構えていて、小さくうなずいた。

　合格、もらえた？

　そういえば、今日はパーティ用に買ってもらったあのピンクのパンプスを履いている。この色に合わせてニットを選んだんだ……。彼のセンスのよさに頭が下がる。

「寒いから羽織れ」

「はい」

　私の手からコートをスッと奪った彼が着せてくれるので、ドギマギしてしまう。お嬢さまにでもなった気分だ。

「ありがとうございました」

　たっぷり買ってもらい店を出たあと、車に乗るのかと思いきや、そのまま歩くと言う。しかも、彼はさりげなく私の手を握った。これじゃあ、本当にデートみたいだ。

　スタイル抜群で、おまけに顔も整っている彼にはたくさんの視線が降り注ぐ。

　いくらきれいにメイクしてもらい、上質な洋服を買ってもらっても、こんなイケメン御曹司の彼の横を歩くのは気が引ける。なんだか申し訳なくなってうつむくと、「すみれ」と彼が私を呼んだ。

「お前、チラチラ見られてる」

「それは本城さんです」

「バカだな。男が俺を見てどうする。しまったな。サングラスでもさせればよかった」

　サングラス？　どうして？

　不思議に思いながら彼を見上げると、「すみれがかわいすぎるんだよ」とちょっと照れた顔をして口にするので、目が点になる。

「なに言ってるんですか？　本城さん、視力悪くなってません？」

　そろそろメガネがいるんじゃ……と本気で心配になる。

　昨日のパーティもきれいな女性だらけだったし、どの人の立ち居振る舞いも完璧だった。富裕層の人たちには絶対に勝てないと思い知らされた気分だった。だからこそ、そんな中で育ってきた人の言葉とは思えない。

「昨日の女たちを気にしてるのか？」

「あっ、いえ……」

　思いきり心の中を覗かれている……。

「たしかにきれいな女性ばかりだったな。化粧品会社のパーティだ。当然それに合わせてエステにも行くだろうし、プロにヘアメイクも頼んでいるだろう。中にはプチ整形してる人もいるぞ」

「整形まで？」

「最近よくあるだろ。注射でヒアルロン酸入れたりとか……」

　それは聞いたことがあるけれど、私の周りでやっている人はいない。

「はい。でも、そこまでして来ているんですね」

「そんなこと必要ないけどな。女性の美しさは内面からもにじみ出てくるものだ。二十代と五十代を比べたら、二十代の肌のほうが美しいに決まっているけど、五十代の人でも本当に美しいと思う人はいる。もちろん肌の手入れはきちんとしているが、それ以上に歳相応の貫かん禄ろくだったり教養だったり……そういうものを身に纏っている人は美しい」

　たしかに昨日も、そう思えるマダムがいた。

「そうですね。私も頑張らなくちゃ」

　いつか本城さんにそう言ってもらえるように、自分を磨こう。

「すみれは十分頑張ってるよ」

「えっ？」

　今、褒めてもらえたの？

　必死に走り回っていることには違いないけど、あとで考えるといらなかった仕事もたくさんあるし、こんなに仕事のできる上司がそばにいると、自分のふがいなさばかりが目についてしまう。

　でも、一番近くにいる人に褒めてもらえたのだから、このまま頑張ろう。いや、もう少し要領よくならなければ……。

　いろんなことを考えていると、彼がクククと笑いだした。

「仕事のこと考えてるのか？　その真面目なところは評価するけど、今はデートだぞ？」

「……はい。すみません」

　思わず謝ってしまったけど、今『デート』と聞こえたような……。

「あの、本城さん？」

「なんだ。文句がありそうだな」

「文句というか……」

　暇だからついてこいってことだったんじゃないの？

「俺がつまらん女のために時間を使うわけないだろ。ほら、このほうがデートっぽい」

　彼が私の手を自分の腕につかまらせるから、私は目をパチクリして固まってしまった。

　彼は『デート』と言うけれど、付き合っているわけじゃない。彼の彼女が私、なんてことはありえない。だってドゥシャインの御曹司だよ？　デートって、付き合ってなくても男女がこうして一緒に時間を過ごせば、そう言うんだっけ？

　もうなにがなんだかわからない。

「すみれ、余計なことは考えずに楽しむぞ。ほら、あの店に入ろう」

　戸惑う私を連れて、彼はいくつかの店を覗きだした。

　彼が入ったのは文具店。万年筆のインクが欲しかったらしい。

「インクって、こんなに種類があるんですね」

　彼は数色のインクをカゴに入れた。

「あぁ。書く紙の色に合わせて選ぶのも楽しいし、気分によっても使い分ける。今はほとんどパソコンで書いて印刷か、メールだからな。たまに手書きしたときくらいは遊びたいだろ？」

　そういえば、彼は訪問先へのお礼状を自分でしたためることも多い。デスクワークの嫌いな彼が、唯一真面目に取り組む事務仕事だ。

「私も使ってみようかな」

「いいぞ、万年筆。すみれにもおすすめ」

　彼はそう言いながら、いくつかの万年筆を手にした。

「いいですね。でも、けっこうお高い」

「自分への投資は大切だ。理想の自分になってからこれを買う、じゃなくて、理想の自分になるために買うと、やる気も出る」

　なるほど。この万年筆に見合う自分になってから、じゃなくて、それを目標に頑張るということか。本城さん、なかなかいいことを言う。

「ま、最初はこの辺りか。俺もこのくらいから始めたぞ」

　彼が私に差し出したのは、二万円弱の万年筆。

「これ買います」

　思いがけない出費だったけれど、いいお金の使い方をしたように思う。

　それから私たちは、たくさんのお店に入り、あれこれ見てはときどき買い物をした。

　彼とデートなんて緊張すると思っていたのに、楽しくてたまらない。いつの間にか、自分から彼の腕を握っていた。

　それに気づいて手を離すと、今度は彼が私の手を握る。

「離れるなよ」

　そんなふうに言われたら、ドキドキしてしまう。苦しくなるほど鼓動が速まるのを感じた私は、落ち着くために一度大きく息を吸い込んだ。

　今日は昨日のお礼をしてもらっているだけ。勘違いしちゃダメ。

　何度も自分に釘をさしても、もう心の中で膨らんでいく気持ちを否定できなくなっていた。

　私、彼のこと……好き、かも。ううん。好き。

　あんなにチャラくてだらしがなくて……と思っていたのに、彼の本当の姿は違う。少々部屋は散らかり気味だけど、それは忙しいからだし、軽い発言はするけれど、本当はすこぶる真面目な人だ。

　むしろ、あのとんでもない発言の数々は、彼が自分の気持ちを奮い立たせるためにわざと言っていたんじゃないかとさえ思う。笑っていれば、つらい顔は隠せるもの。

　……でも、あのキスは？　『お前だけだ。俺の味方は』と苦々しくつぶやいたあの日、彼はどうして私にキスなんてしたんだろう。その一方で、昨日は私を追い詰めながらも、キスしなかった。なんなんだろう。彼の心の中がちっとも読めなくて苦しい。

　もやもやとした気持ちを抱えつつも、それから二時間ほど歩き回って、疲れたところで昼食にした。

　彼が連れていってくれたのは、上品な料亭。その店構えからして高級店だったけれど、ランチは意外にもリーズナブル。ふたりで頼んだ海鮮ちらしずしは、ＯＬの私もたまの贅沢ならと思える値段だった。

「昨日の飯が濃かったから、こういうものが食べたくて」

　彼はリラックスした様子で箸を口に運ぶ。

「すごくおいしいです。いくらがプチプチと口の中で弾けてます」

「すみれは本当にうまそうに食うな」

「あっ、すみません」

　もっと上品に澄ました顔をして食べなくちゃいけなかった。彼にメイクもしてもらい、服装まで整えてもらったのに、これじゃあ台無しだ。

　反省したものの、「違う、違う」と彼は笑う。

「いい意味だ。すみれと一緒だと飯がうまくなる」

「それならよかったです」

　食べ終わると、彼がすぐに支払いを済ませてくれた。

「ごちそうさまでした。なんだかおごっていただいてばかりで……」

「そんなこと気にしてるのか？　それならまた飯を作ってくれればいい。それでお返しな」

　私が作った料理を気に入ってくれたらしい。といっても、大したものを作った覚えはない。でも、また彼の家に行ってもいいということだろうか。

　もしかしたらただの社交辞令かもしれないのに、舞い上がってしまう。

　ダメだ。完全に彼のことが好きになってしまっている……。だけど本城さんは、私とは別世界の人。昨日のパーティを見たでしょう？

　自分を何度いましめても、こんなに近い距離にいると意識してしまい、胸の高鳴りは抑えきれない。

「そうだな、ビーフシチューなんてどうだ？　あ、鍋もいい」

　彼は勝手にメニューを考えだした。その顔が本当に楽しそうで、もしかして彼も私と一緒に過ごすことを喜んでくれているんじゃないかと、期待してしまう。

　それからまた歩きだした彼に手を引かれてついていくと、都会の真ん中に突如現れた神社に入っていく。ビルの谷間にあるその神社はとても小さく、朱色の剥げかかった鳥居があるものの、ひっそりとしていた。

「新商品ヒットのお願いだ」

　そうか……。でも、彼も神頼みなんてするんだ。ちょっと意外。

　真剣な顔をして手を合わせる彼の隣で、私も手を合わせた。

『どうかドゥシャインの未来が明るいものでありますように』

　口紅だけじゃなく、この先ずっと。

　そんなにお願いするのは欲張りかな。でも、きっと本城さんがドゥシャインを導いてくれる。神様にはそれを見守っていてほしい。

「よし、行くか」

　長い願い事を終えた彼は、再び私の手を取った。

　車まで戻ると、私の家まで送ってくれた。

「本当にいろいろありがとうございました」

　金曜に着の身着のまま彼の家まで行っただけなのに、シンデレラにして帰してもらった。

「すみれ」

　運転席の窓を開けた彼は、私の名を口にして、少し顔をしかめる。

　どうしたの？

「……いや、なんでもない。来週も忙しいから、腹出して寝るなよ」

「子供じゃありません！」

「それじゃあな」

　彼は白い歯を見せたあと、車を発進させた。

　私は彼の車が角を曲がるまで、胸を引き裂かれるような寂しさを感じながらじっと見つめていた。

　家に帰ると早速、万年筆と一緒に購入した、猫の肉球の絵がついた付箋に字を書いてみる。

【好きです】

　この付箋を本城さんに渡す書類に付けられたら……。

　ありえないことを妄想して、苦笑してしまった。

　それから日曜の夜まで、自分でもどうしたんだろうと思うほど気が抜けてしまった。

　仕事の疲れはもちろんあったけれど、そんなのはいつものことだ。どうやら本城さんと過ごした時間が楽しすぎて、今まで時間をどう使っていたのか思い出せなくなってしまったらしい。

　結局なにをするでもなく、休日は終わってしまった。










突然の離別宣言




　月曜からはまた忙しくなった。

　新商品はもう出来上がり、生産ラインも整いつつある。これからプロモーション活動や、生産数などの詰めの話し合いが行われる。まだまだやることは山積みだった。

「はぁ、また会議？」

　神社で真剣に手を合わせていた人と同じ人物とは思えない。朝から工場に行き、自ら商品のチェックまでするという熱意を見せたのに、会議となるとまるで駄々っ子だ。

　まぁ、気持ちもわからないではない。会議に出てくる重役たちは皆、なんでもいいから本城さんをつぶしたいという気満々で、会社のことなんて二の次だから。

「仕方ないですよね、本城さんだって、あの口紅を売りたいでしょう？　そんなやる気のないことを言ってると、肉球つけますよ？」

「はっ、それは勘弁」

　肉球の付箋をチラつかせると、彼はやっと立ち上がり、会議に向かった。

　私の胸ポケットには、あの万年筆。次の万年筆に早くステップアップできるように、私も頑張ろう。

　気持ちを新たに、本城さんのあとに続いた。

　その日の会議は大荒れとなった。

「ですから副社長、この数は無謀です」

　営業部の部長が声を荒らげる。それは、提出された予想販売数を本城さんが二倍近くに書きかえたからだ。

　営業部からの提案書には、今までの口紅の初回出荷量と変わりない数字が書き込まれていたので、勝負をかけるこの商品について上乗せは当然だと思っていた。でも、まさか二倍にするとは私も驚いた。

「私はこれにかけると何度もお話したはずです」

「ですが、失敗したらどうされるんですか？」

　営業部の部長の発言に、数人が同調するようにうなずいている。

「失敗しません」

　そう本城さんが言いきるので、どよめきが起こる。

「私はこの日曜にさまざまなカウンターを覗いてきました。カミラの新しいグロスの動向も聞いてきましたが、前回の失敗のせいか動きは鈍い」

　まさか、あのデートの次の日も働いていたなんて知らなかった。

　私は、なにも考えずにダラダラ過ごしていたことを反省した。

「カミラの市場を奪うチャンスです。広告費も二倍にします。すでに宣伝部にもそう伝えてありますよね」

　本城さんの言葉に、宣伝部の部長がうなずいて立ち上がる。

「ＣＭにも力を入れます。副社長の申しつけで、ＣＭを打つ時間帯と売り上げの関係について広告代理店と協議を重ねている最中でして、一番効果的なタイミングを狙ってＣＭをどんどん打ちたいと思います」

　これは宣伝部の部長を本城さんが粘り強く説得した結果だ。今までどおりでいいという部長に、広告代理店から取り寄せた費用対効果の資料を見せて、やる気を出させたのだ。

「無論、工場にも、決して欠品はしないようにと申し入れてあります。それと、よく出そうな色は多めに在庫を抱える覚悟で生産するように、とも」

　本城さんが具体的な数字の書かれた資料を重役たちに回すと、しかめっ面をする人もいる。

「それと、今回は実演販売のようなことをしたいと思います。私の伝つ手てを使い、すでに数人のメイクアップアーチストに打診してあります。売り上げ上位のカウンターで、メイクのデモンストレーションを行います。次の資料は、とあるカウンターで試しにデモをしてみたときの売り上げの推移です」

　それは、東郷百貨店でデモをしたときの売り上げ資料だ。あの日は、最終的に全カウンターで歴代最高益を叩きだした。

　次々と新しい提案を繰り広げる彼に、誰も反論しなくなった。いや、反論できないのだ。本城さんに文句をつけていた人は、なんらかの根拠があってではなく、ただ彼の揚げ足を取っていただけなのだから、綿密な計画を示されると黙るしかなくなる。

　そうして会議は終了した。

「本城さん、すみませんでした」

　副社長室に戻る途中の廊下で、私は口を開いた。

「なにが？」

「ダラダラしてばかりだと思ってて。まさか日曜もカウンターに足を運ばれていたとは……」

　私が言うと、彼はクスッと笑う。

「蒼井、正直すぎるぞ？」

「でも、ダラダラは改めてほしいですから」

「はぁ。厳しいね、すみれちゃんは」

「蒼井です！」

　だから、それがいけないんだってば。……でも、会議での本城さんは生き生きとしていた。カミラのパーティに行って、吹っ切れたのだろうか。いや、やる気に火がついたのかもしれない。

　とはいえ、走りすぎな彼は、突然スイッチがオフになる。

「本城さん、コーヒー……」

　彼が疲れた頃にコーヒーを持っていくと、副社長室のソファで書類を抱えたまま眠っている。

　会社で昼寝なんて本当は許されないが、連日の会議のせいで通常業務が滞っている彼は、終業時間後に書類の山を片付け、休日にはああして売場の視察にまで行っている。そのため、おそらく限界を超えているのだ。

「少し眠らせてあげよう」

　私はジャケットを脱いで彼にかけ、いったん副社長室を出た。

　秘書室に戻ると、大矢さんに呼ばれた。

「蒼井、耳に入ったか？」

「なにがでしょう？」

「副社長の社長就任だよ」

　それは初耳だ。いつかそうなるとは思っていたけれど、まだまだ社長も元気だし、先の話だと思っていた。

「いえ、知りませんでした」

「そうか。社長は六十五歳になられる。一般社員なら定年だ。それで、これを機に社長の椅子を副社長に譲ろうと考えていらっしゃる。だが……副社長には敵が多い」

「そう、ですね」

　大矢さんの言う通りだ。最近になって、宣伝部部長のように本城さんの情熱に気づきだした人たちは、あからさまに反対することはなくなってきた。でも、まだまだ目の上のたんこぶ扱いされている。

「社長には、もう少し時期を見られては？と進言したんだが……」

「副社長なら、絶対に大丈夫です。たしかに敵だらけですけど、今回の口紅が成功すれば、誰もなにも言えません」

　この口紅に関しては、完全に本城さんが陣頭指揮を執っている。だからこれをヒットさせれば……。

「副社長は自由すぎて我々も困るが……実績を着実に積み重ねてきているのは認めざるを得ない」

　大矢さんはそう言いながらため息をつく。

「副社長はドゥシャインが大好きなんです。たしかにちょっと強引なところもありますが、それもすべてドゥシャインのことを考えていらっしゃるからです。私は、副社長にどこまでもついていきたいと思っています」

　本城さんなら、私にドゥシャインの輝く未来を見せてくれる。そう信じている。

「蒼井は強くなったな」

　大矢さんはふと表情を緩める。

「えっ、そうですか？」

「あぁ、こんなにハキハキ意見を言うヤツじゃなかったぞ」

　もしそうだとしたら、本城さんが私を変えてくれた。

　会議で発言を叩かれなにも言えなくなっていた私が、もう一度自分の気持ちを主張できるようになったのは、どれだけ敵がいようとも自分で道を切り開いていく彼を見ていたからだ。私も負けられない、と。

「ま、俺たち秘書は、ついていきたいと思う上司がいるのは幸せなことだ」

「はい」

　最初は大矢さんも本城さんの掟破りな言動に苦々しい顔をしていたものの、私が積極的に本城さんのしていることを大矢さんに報告していたら、少しずつ彼を認めてくれるようになった。おそらく大矢さんも、今は本城さんに期待しているひとりのはずだ。

　それから十五分ほどしてもう一度副社長室を覗くと、本城さんはすでに起きていてパソコンの前に座っていた。

「蒼井、ありがとな」

「なにがでしょう？」

「これ、いい匂いがした」

　彼が私のジャケットを手に持ち、匂いを嗅ぐフリをする。

「ちょっと……セクハラです！」

　私は慌ててジャケットをひったくった。

「セクハラじゃない、褒めてるんだ。お前の匂いがすると、深く眠れる」

「仕事中です。深く眠らないでください」

「あぁ、そうだった」

　とぼけた口調の彼は、すぐにパソコンの画面に視線を落としたけれど、私は動揺していた。『深く眠れる』が、まるで手をつないで眠ったときのことを言われているような錯覚に陥ったからだ。

「あの、社長就任のお話があるとか」

　恥ずかしくて落ち着かない私は話を変えた。

「あぁ、聞いたのか。親父がそろそろどうか、って。おそらくカミラのことも意識してるんだろうな」

　馬淵新社長になり、これからカミラがどう動いていくのか、今のところは様子見だ。でも、社長就任記念と大々的に銘打って発売したグロスが苦戦しているというのは、私たちとしても予想外だった。

　たしかにいくら綿密に販売計画を練ったところで、世に出してみなければわからないこともある。どう転ぶかは神のみぞ知る。それは、私がヒット間違いなしと確信しているドゥシャインの新しい口紅も同じだ。

「本城さん、社長に就任されますよね」

「どうだろうな。俺がその器だと思うか？」

　彼はすこぶる真剣な視線を私に向ける。

「もちろんです。本城さんなら、私の大好きなドゥシャインの未来をお任せできます」

「あはは。それじゃ、頑張るか」

　彼はそう言って書類に手を伸ばしたものの、急ぎの書類が別にある。

「あっ、こっちから先にお願いします」

「あー、これ面倒だから嫌いなんだ」

　彼はあからさまに顔をしかめる。

「仕事に好きも嫌いもありません！」

　世話が焼けることもあるけれど、彼とこうやって働いていたい。

　私はイヤがる彼の前に、書類を突き出した。




　そして、いよいよ発売情報解禁の日がやってきた。宣伝部がＣＭに起用したモデルと共に会見を開き、ＣＭも一斉にスタート。今日から予約受付も始まる。

　本城さん提案のデモンストレーションの日程も同時に発表され、あまりに多い問い合わせに、コールセンターの電話回線がパンクした。

「本城さん、電話回線がパンクしたみたいです」

「パンクしたのにうれしそうにするな」

「だって……」

　たしかにパンクはよくないことだけど、それだけ反響が大きかったということだ。

「これからだぞ。気を抜くな」

　本城さんはキリッと眉を上げる。

「わかってます」

　最初は飛びつきがよくても、カミラの失敗したグロスのように売り上げが止まってしまうこともある。でも、この商品はそうはならないという自信が私たちにはあった。

「東郷の真山から電話があった。来月、販売ブースの面積と場所の決定の会議があるそうだ。カミラより発売が遅れているうちは、それまでにそれ相応の売り上げを確保しなければならない」

「はい」

　発売を遅らせた分、巻き返す必要がある。

「真山にアポを入れた。これから向かう。車の手配を」

「は？　会議は……」

「そんなのあったっけ？」

　彼はとぼけるけれど、もちろん知っていたはずだ。しかも、その内容がただの先月の実績報告だということも。

「もー。また大矢さんに叱られます」

「頼むよ、すみれちゃん」

「はぁ……わかりました」

　私は仕方なく車を手配し、大矢さんに頭を下げた。

　とはいえ、東郷の真山さんとの面会は実りあるものとなった。これからの展望を伝え、東郷の広告にも注目商品として口紅を大きく載せてもらえることになった。

　東郷百貨店のために用意した限定カラーは予約が殺到し、午前中だけで三日分の予定数をクリアしている。しかも在庫を十分に確保してあるので、まだまだ予約を取ることができる。本城さんの戦略が大当たりしていた。

「俺は一応、中立の立場だから、あんまり言えないが……」

　真山さんはそう前置きしてから話し始めた。

「この調子なら、一番いい場所を取れるかもな」

「取れるかも、じゃなく取るから」

　自信がみなぎった表情で本城さんが言うと、真山さんは苦笑しながらも「頑張れよ」と応援してくれた。

　それから発売までの間は目が回るほど忙しく、本城さんも率先して得意先に足を運び、棚の確保や販売のお願いに奔走した。

　でも本城さんだけではない。予約数がみるみるうちに膨れ上がってくると、今まで彼に反抗的だった営業部の部長も、自ら重要な得意先に行くようになったらしい。

　真剣に作った商品が世に認められていくことは楽しいものだと、わかってくれたのではないだろうか。




　発売日当日は、門出を祝うかのように晴れ渡っていた。

　三月下旬、冷たかった風がやみ、暖かくなってきた日曜の今日は、各地でデモンストレーションが一斉に行われる。

　そんな中、私もなぜかまたモデルをすることになり、東郷百貨店を訪れていた。もちろん、メイクをするのは本城さんだ。

　大勢の前にスッピンをさらすのは今でもイヤだ。でも、こんなに必死になっている本城さんを前にして、断ることができなかった。

「はー」

　とはいえ、大きなため息は出てしまう。

「さっきから何回ため息ついてるんだ」

「そんなこと言ったって、聞いてませんよ？」

　この前のようにカウンターで、付近にいるお客さま相手にするのだと思っていた。それなのに、問い合わせが殺到したらしく、真山さんが急きゅう遽きょステージを設けてくれ、すさまじい数のお客さまの前でメイクされることになってしまったのだ。

「ドゥシャインのためだ」

　そう言われると弱いけど、他の会場は皆プロのモデルなのに、どうして重要な拠点のここは私なの？

「俺がキスしたくなる唇にしてやる」

　すでにスッピンになった私の顔を覗き込む彼が、唇を指で触れるので、途端に鼓動がうるさくなる。

　キスしたくなる唇になったら、あなたはキス……してくれるの？　本気のキス、を。

「お待たせしました。ドゥシャイン化粧品の大型新商品――」

　司会の女性が話し始めると、本城さんの顔つきが変わった。

「すみれ。これが成功したら……」

　彼はなにかを口にしたけれど、会場の大きな拍手でかき消されてしまい聞こえない。

「えっ!?　成功したら、なんですか？」

「いや、行くぞ」

　私を『すみれ』と呼んだ彼は、腰を抱きエスコートしてくれる。そして、私に一瞬、笑顔を送った。

　予定時間の十一時。正面玄関を入ってすぐの催し物会場は、メイクに興味があってわざわざ来店した人はもちろんのこと、たまたま買い物に来て立ち寄ったであろう家族連れまでいて、もうすでに満員だった。

　何度もため息は出るけれど、今さら逃げるわけにもいかない。ドゥシャインのためになるのならと覚悟を決め、用意された椅子に座った。

「本日は、キスしたくなる唇、をコンセプトにした口紅の販売を記念いたしまして、皆様に簡単にできるメイクのコツをお伝えします。会場にいらっしゃっている男性の方は、素敵なパートナーにぜひ教えてあげてくださいね」

　男性にも足を止めてもらうのは、おそらくプレゼントしてもらうためだろう。巧みな話術から始まった本城さんのメイク講座は、ひとつテクニックを披露するたびにどよめきが起こるほどだった。

　会場の前方真ん中付近に、以前デモをしたときにたくさん買ってくれた、大きな体のお客さまがいらっしゃるのを見つけた。本城さんのファンになった早乙女さまだ。

　リピーターはとても大切。早乙女さまもあのときのデモが気に入ってまた来てくれたのだとしたらうれしい。

「今日は、唇に視線を集めたいので、アイメイクは控えめにします。デートのときにお試しになるのもいいですよね」

　本城さんがそんなことを言うので、ドギマギしてしまう。ふたりで過ごしたあの日を思い出してしまったからだ。

「それでは最後に口紅です。発売したてほやほやのこの口紅は、発色のよさはもちろんのこと、保湿力が大変優秀です。つけてみましょう」

　そして彼は私の顔をじっと見つめる。

　その熱い眼差しだけで、上気してしまう。

　リップブラシで丁寧に口紅をつけ「キスしたくなる唇の完成です」と彼が宣言すると会場からたくさんの拍手をもらってしまった。

　本城さんのメイク講座は大成功だった。今日のために大量に用意した在庫がどんどんはけていく。特に、私に使った東郷限定カラーは、予想をはるかに上回るペースで売れ続け、ついに在庫を切らしてしまうほどだった。

　当初会社に帰る予定だった私たちは、そのままカウンターを手伝うことになった。さっきのデモンストレーションで本城ファンがまた増えたようで、いつまで経っても彼が解放されなかったからだ。

　彼にメイクのコツを細かく聞いてくる客もいれば、メイクをせがむ客もいる。それら一つひとつの要望を丁寧に叶かなえていく彼は、販売員の鏡のようだった。

　結局、十七時半まで解放してもらえず、働き続けた。

　その甲斐もあってか、口紅の在庫は限定カラー以外の色ですら、もうほとんど底をついてしまうほど。そしてそれ以外にも、デモで使った化粧品が飛ぶように売れ、ドゥシャインのカウンターはちょっとしたお祭り騒ぎだった。

　なんとか東郷百貨店を脱出すると、本城さんはすぐにどこかに電話し始めた。

「蒼井、積み上げが甘かったようだ」

　電話を切った彼が眉根を寄せてつぶやくので、ドキッとする。

　それって……目標が高すぎたってこと？　東郷はこんなに売れたのに……。

　肩を落とすと、彼がクスクス笑い始めた。

「どうして笑ってるんですか？」

「売れすぎて工場の在庫まで尽きそうだってさ。残業を頼まないとな」

「えっ、そっち？」

　思わず大きな声が出てしまった。

「そう、そっち」

　彼は満面の笑みで言うと、私の髪をクシャッと撫でる。

　はぁ、よかった……。カミラとの対決は負けるわけにはいかないもの。特に今回は。

　十八時を過ぎた頃、たしかな手ごたえを感じて会社に戻り秘書室に顔を出すと、大矢さんが飛んできた。大切な発売日の今日は、幹部関係者は休日出勤をしている。

「蒼井！」

「はい、どうかされましたか？」

　心なしか焦った様子の彼に驚き、なにかやらかしたのでは？と不安になる。

「クレームが……」

　大矢さんのそのひと言で凍りついた。

　売れたものの、カミラのグロスのようになにかよくない点があったのだろうか。商品開発部があんなに何度も試してみて発売のＧＯサインを出したのに。

「買えないっていうクレームが……」

　続いた彼の言葉に、ヘナヘナと座り込む。緊張が解け、腰が抜けてしまった。

「大丈夫か？」

　すると彼は私を抱えて、椅子に座らせてくれた。

「はい、すみません」

「本城さん、よく頑張ったな」

「……はい」

　胸がいっぱいで、もうそれしか言えない。

　これで、社内でも本城さんを認める人が増えるだろう。ドゥシャインの未来が開けていくような気がした。

「蒼井も、あの本城さんをよく支えてきたよ」

『あの』を強調する大矢さんに私は首を振った。

　型破りな本城さんと一緒に仕事をするのは、たしかに大変なこともあった。でも、彼はちゃんと考えて行動していたし、自分の意見をしっかり持って、それを主張していただけ。私がどうこうしたわけじゃない。

「社長も大変喜んでいらっしゃる。これで決まりだな」

『決まり』というのは、おそらく本城さんの社長就任の話だ。

　彼はそのためにこの商品の発売に躍起になっていたわけではない。でも、今回の件で十分すぎるほどの手腕を発揮したし、そのフットワークのよさも皆が認めるところだ。彼は社長にふさわしい。

「そうですね」

　私がうなずくと、「疲れただろ？　今日はもう帰れ」と気遣ってもらえた。

「はい。お先に失礼します」

　私は大矢さんのお言葉に甘え、明日のスケジュールだけ確認して帰ることにした。

　本城さんが買ってくれたパンプスのおかげで、一日走り回ったわりには足の疲れはひどくない。それでも心がヘトヘトだった。今日までずっと緊張の連続だったからだ。

　一緒に帰社した本城さんのことが気になり、副社長室を覗きに行くと、彼はソファで眠っていた。疲れ果てたのだろう。

「本城さん」

　声をかけたものの、少しも反応がない。

「風邪ひきますよ」

　今度は肩に手を置き、少しだけ揺さぶってみた。すると、やっとうっすら目を開けた彼は、私を確認して再び目を閉じてしまう。

「すみれちゃん、もうちょっと寝かせて」

「もー」と言いつつ、こんなになるまで頑張ってきた彼のことが誇らしい。私は仕方なく、少しだけ待つことにした。

　とはいえ、私もまぶたが下りてくる。彼の向かいのソファに座り、目を閉じた。

　それからどれくらい経ったのか、額になにか柔らかいものが触れた気がして目を開けると、目の前に本城さんの顔があって面食らった。

「キス、したくなる」

「はいっ!?」

　もしかしてキスされた？　さっきの柔らかい感触は本城さんの唇？

　慌てて額を押さえると、「おっ、唇は空いてる」と言われ、唇も手で押さえた。

「なっ、なにしてるんですか！」

「なにって、愛情表現」

　もう、この軽さをなんとかしてほしい。

「愛情の安売りはしないでください」

「安くないけど？　めちゃくちゃ高いぞ」

　彼はそう言いながらクスクス笑う。

「待っててくれたのか？」

「上司が会社にいるのに、帰れません。今、何時ですか？」

　いや、そんなこともないけど……必死に走り回った彼を残して帰ることができなかった。

「それはすまん。もう二十時半だ」

　適当なところで彼を起こして帰ろうと思っていたのに、ちょっと寝すぎてしまった。

「飯食って帰るか」

「食事はいいです。帰ります」

「今日はすみれと乾杯したい気分なんだ」

　その言い方はずるい。断れないじゃない。

「わかり、ました。ちょっとだけ」

「ほら、行くぞ。どこがいいかな……」

　部屋を出た彼は、私の腰に手を当て、先にエレベーターに乗せてくれる。さり気ないスマートな計らいに、胸がドクンと跳ねる。

　やはり運転手を帰してある彼は、駅前まで歩きタクシーを捕まえた。

　そして向かったのは、オシャレなバル。向き合って座り、彼はモヒート、私はカシスオレンジを注文し、お肉の盛り合わせやサラダなど、いくつか頼んだ。

「それじゃ、お疲れ」

「お疲れさまでした」

　グラスをカチンと合わせる。ふたりだけのちょっとした打ち上げだ。

「ここの肉、柔らかいぞ」

　彼は私に牛ヒレ肉の炭火焼を勧めてくれる。塩とこしょうだけというシンプルな味付けだけど、肉の脂の甘さが口いっぱいに広がって、大満足のひと品だった。

「おいしーい。それにすごく柔らかい」

「気に入ってよかった」

　彼は私を見つめて目を細め、自分も肉を口に運ぶ。

「すみれのおかげでここまで来られた」

「よしてください。私はなにも……」

「いや、本当に感謝している」

　珍しく真面目な顔の彼に、首を振る。

「本城さんが頑張られたんですよ。私は本城さんについてきただけです」

　私は彼にお小言を言うくらいで、大したことはできなかった。

「すみれがついてきてくれたから、頑張れたんだよ」

　彼はモヒートを口にしながらしみじみとした様子でつぶやいた。

　なんだかここに来てからの本城さんはいつものチャラさがなくて、調子が狂う。

「親父に、これが成功したら社長交代だと言われた」

「それじゃ……」

　確実にこの商品はヒットする。社長就任は間違いない。

　彼はうなずいたけれど、なぜか苦しげな表情を見せる。そして……。

「社長に就任したら、秘書は大矢さんにお願いする」

　眉根を寄せながら彼はそうつぶやいた。

　その言葉に呆然とする。

　たしかに私では社長秘書は力不足だ。ずっと社長についてきた大矢さんが適任なのもわかる。でも……『もういらない』と言われたような気持ちになってしまい、一気に気持ちが沈む。

「そう、ですよね。もちろんです。頑張ってください」

　それでも必死に笑顔を作り、カシスオレンジをゴクンと喉に送った。

「すみれ……」

「このお肉、本当においしいですね。早く食べないと全部食べちゃいますよ？」

　泣いてしまいそうだった私は、不自然なくらいテンションを上げた。そして、お肉をパクパク口に運び、彼とは目を合わせないようにする。今は心を覗かれたくない。

　それから彼はなにも言わなかった。ただ困ったような顔をして、ときどきモヒートを口にするだけ。

　成功のお祝いなのに、なぜか沈んだ空気が漂い息苦しい。

「本城さん、今日は特別に〝あーん〟してあげます」

　だから私はわざとふざけた。

「おぉ、すみれの〝あーん〟は貴重だ」

　すると彼も少し表情を緩め、口を開く。

「はい、お肉……は私が食べます」

　彼の口に入る直前で手を引き、自分の口に放り込む。

「お前、騙したな」

「あはは」

　彼はムキになって私の手をつかみ、お肉をフォークで刺して自分の口に入れる。

「そんなの〝あーん〟じゃないですからね」

「すみれがやらないからだろ」

　こんなことで本気で怒っている彼がおかしい。でも勝手に瞳が潤んできてしまい、慌てて顔をそむけた。

「すみれ？」

「本城さんがあんまり笑わせるから、涙まで出ちゃうじゃないですか」

　私はとっさにそう取り繕った。もちろん、この涙は笑いすぎたからじゃない。つらいからだ。

「ふふふ」と笑ってみせたけれど、彼は少しも笑わない。それどころか、顔をしかめて私をじっと見つめる。

「少しだけ、待ってほしい」

「なに言ってるんですか？」

　待つって、なにを？

「すまない。俺のワガママだ」

「だから、なに言ってるんです？　酔いました？　帰りましょうか」

　このままでは私も悪いお酒になってしまいそうだ。まだ自分がなにを言っているのか自覚できているうちに帰りたい。

　私が立ち上がりバッグを持つと、彼が支払いを済ませてくれる。少しも酔っている様子はない。

　再びタクシーを捕まえた彼は、私の家まで送ってくれるようだ。

　タクシーの中で私たちはなにも話さなかった。

　今日はお祝いのはずだったのに、私がつまらないことで傷ついたのが悪い。そう、これはつまらないこと。人事異動なんて普通にあるし、そもそもカウンター業務だった私が副社長の秘書になれたのが奇跡だった。

　またカウンターに戻るのもいいかな。他の役員につきたいとは思わない。それなら本城さんのように現場で飛び回っていたほうがいい。

　そんなことを考えていると、あっという間に私の家に着いた。

「今日はごちそうさまでした」

　わざわざ降りてくれた彼に頭を下げると、彼は小さく首を振り、切なげな視線を私に向ける。

「必ず迎えに行く」

「えっ？」

「早く家に入れ。おやすみ」

『迎えに行く』って、どういうこと？

　私はその言葉の真意を聞きたかったけれど、彼の言葉に促されるままマンションのエントランスに入る。すると、私が見えなくなったのを確認してから再びタクシーに乗り込んだ彼は、去っていった。

　物陰からその様子を見つめていた私は、溢れてくる涙をぬぐいながら自分の部屋に向かう。

「なに考えてるのかわかんないよ……。そばにいてくれって言ったじゃない」

　玄関のドアが閉まった途端、泣き崩れてしまった。










愛して。そして、愛させて




　新製品の口紅は、恐るべき売り上げを叩き出した。あれほど在庫を抱えていたのに、欠品スレスレで動いている。ＳＮＳでも評判になり、ＣＭのような効果も生まれている。すべてがよい方向に進んでいた。

「本城さん、昨日の正式な売り上げです」

　実質、もういらないと言われてしまった私だけど、せめていい秘書だったと思い出してもらえるように最後まで頑張ろうと決めた。

「すみれちゃん、コーヒー淹れて」

「蒼井でお願いします！」

　いつものチャラさは変わりない。

　コーヒーを淹れて持っていくと、彼は売り上げデータを手に呆然としている。

「本城さん、どうかされました？」

　デスクにコーヒーを置きながら尋ねると、「東郷での売り上げ、見たか？」と聞き返された。

「いえ。まだ細かいところは……」

　とにかく大成功だと一刻も早く彼に伝えたくて気がせいていたので、カウンター別のチェックはまだしていない。本城さんがさっき渡したばかりのデータを私に差し出すので、それを受け取り、目を落とす。

「これ……」

「蒼井が体張った甲斐があったな」

　東郷百貨店の売り上げが全国一位で、しかも、断トツだった。

「いえ、本城さんのお力です……」

　私はモデルになっただけ。

　これだけ売り上げれば、東郷百貨店のカミラとの売場争いも勝ったようなもの。本城さんの複雑な家庭環境を知った今、カミラとの戦いを制したことは、感動以外のなにものでもない。

「おめでとうございます」

　副社長としては、幹部が自ら売場に立つような異色の存在だけど、彼の手腕は評価されるべきだ。そんな人の下で働けて、私は幸せだった。もう私はここを去る身。あとはどこかで彼の躍進を応援しよう。

「おめでとうございますって……他人事みたいだな」

　彼は立ち上がり、私に近づいてくる。

「この成功は、すみれがいてくれたからだ」

　それならどうして……そばに置いてくれないの？　いや、さすがにそれは無茶か。会社のトップを支えられるほどの力は、私にはない。わかっているのに、彼と離れるのがつらい。

「すみれ」

　そんなに優しい声で私の名前を口にしないで。

　必死にこらえている涙が、溢れそうになってしまい顔をそむける。

「本城さんが頑張ってこられたのを知っているので、胸がいっぱいで……」

　それは嘘ではない。今までのよくない体制を改めようと、会議で必死にひとり奮闘してきた彼。『親の七光り』と陰口を叩かれながらも、そうではないことを自らの手で証明してみせ、今では賛同してくれる人も増えた。

「だから……」

　彼はそこまで言うと、私の肩に手を置き、柔らかい笑みを向けてくれる。

「すみれがいたからだ。すみれが俺を奮い立たせてくれた。お前に出会わなければ、俺はここにはいなかった」

　当初、ドゥシャインに来るつもりではなかったことは、以前聞いた。でも、私との出会いがどうして関係しているの？　私は突然、売場から呼ばれただけだ。

「そう言っていただけて、光栄です」

　今さら深く聞いても仕方がないと、私は必死に笑顔を作った。しかし本当は、彼の秘書という役割を終えることの寂しさで胸がパンク寸前だった。

　でも、それは隠しておこう。彼の秘書という役割が終わっても、私はこの会社が好きだ。本城さんがトップで引っ張ってくれるなら、もっともっと素敵な会社になるだろう。私はその片隅で働ければいい。

「うん。あっ、すみれちゃん、この書類の決裁やっといて？」

　本城さんは今までの真剣な眼差しがなんだったかと思うほどの変わりっぷりで、デスクの上の山になった書類に視線を送る。

「これは本城さんの仕事です！」

「冷たいなぁ」

　がっくり肩を落としてみせた彼だけど、その瞳が一瞬曇った気がした。

　そのとき、デスクの上に置いてあった本城さんのスマホが震えた。

「もしもし」

　電話に出た彼は、途端に精せい悍かんな顔つきに変わる。

「――本当か？　明日、必ず行く。――わかった。いろいろありがとな」

　彼がしおらしくお礼を口にしているところなんて、珍しい。電話はすぐに終わった。

「明日の十時、東郷百貨店に行く。他のスケジュールはキャンセルしてくれ」

　もしかして、今の電話は真山さん？

「わかりました。その時間は社内での会議でしたので、大丈夫かと。あの……」

「明日、化粧品フロアのメーカーを集め、売場面積と場所の決定が言い渡されるようだ。おそらく営業にはもう連絡が入っているが……カミラは直々に馬淵が来るらしく、うまくひっくり返されないように俺も来いと」

『ひっくり返されないように』ということは……。

「あ……」

「蒼井、口は閉じろ」

「すみません……」

　彼に指摘され、あんぐりと開いた口を閉じると、「やったよ」と彼は口角を上げた。

　一番いい場所を確保できたんだ。

「面積もカミラと同じになるそうだ。今までは負けていたからな」

　東郷の化粧品フロアは、カミラが一番玄関に近い場所で、面積もドゥシャインの一・五倍はあった。長年こうだったのだから、今回の決定は画期的だ。

「おめでとうございます」

「だから、他人事じゃないんだぞ。蒼井も貢献したんだ」

　そう言ってもらえるとうれしい。

「明日は、大矢さんに一緒に行ってもらう。大矢さんに伝えておいてくれ」

　本城さんのひと言に頭が真っ白になり、高揚した気持ちが一気に地に落ちる。

『お前はもう不要だ』とはっきり言われたかのようだ。いや、言われたか……。

「わかり、ました」

　目を伏せて口にすると、彼はコーヒーカップを手に取る。

　私は傷つきながら、副社長室をあとにした。

　大矢さんに明日のことを伝えると、「わかった」と言いながら首を傾げる。

「なんの心変わりなんだろうな……」

「心変わり？」

「本城さん、社長に就任するなら、秘書は蒼井でと社長に直訴してたんだぞ。社長は業務について詳しい俺を推してくれていたんだけど、副社長は頑なに首を縦に振らなかった。蒼井がいたからこそ今の成功があるってな」

　そう、だったの？　でも、彼は大矢さんに任せるとはっきり私に告げた。

「本城さんが蒼井を頼りにしているのは見ていてわかったし、最初は振り回されていると思っていた蒼井も、実は本城さんを操れているんじゃないかと思えてきたところだったから、それもいいかもしれないと思っていたんだが……」

「操ってなんて……」

　私は今でも振り回されている。本城さんのひと言ひと言で、激しく気持ちが上下するほどに。

「とにかく、明日の件は了解した。蒼井は社長のサポートに回ってくれ。その時間は会議だけだから、問題ないはずだ」

「わかりました」

　私は大矢さんから必要な資料を受け取った。

　それにしても、本城さんが私を引き続き秘書にと思ってくれていたなんて……。そのあと私はなにかしてしまったんだろうか。

　本城さんが心変わりするくらいの重大な失敗をしたという記憶はない。でも、彼に拒否された今、秘書を続けられることはもうない。

　私は少しずつ気持ちの整理を始めた。




「いやぁ、本城さんは見事だったよ」

　翌日、東郷百貨店から帰ってきた大矢さんが感嘆のため息を漏らしている。

「どうかされました？」

「うん。カミラの馬淵社長が、東郷の決定にごねてね。今までの貢献度から見て、カミラが一番いい場所であるべきだと主張したんだけど……最近の伸び率や商品構成の分析から、ドゥシャインに分があると、堂々と主張してみせた」

　それは想定内だ。昨日あのあと、ごねられることを想定して本城さんと資料を作った。

「本城さんは完璧に仕事をこなされる方です」

　念入りに下調べをして、必要ないかもしれない資料までそろえておく。それが本城さんの強さ。会議をすっぽかしたりするので、いい加減だと思われているけれど、彼なりに優先順位をつけ、必要な仕事からこなしているのだと思う。

　それを説明しないので誤解されるけど……。大矢さんがわかってくれたなら、安心だ。

「そうだな。でも本城さん、蒼井のお手柄だと言ってたぞ」

「私の？」

　私は資料作りを手伝っただけ。今までの売り上げ上昇幅をカミラと比べたり、そこから推定される今後の売上高のグラフを作成したり、リピーターの数の多さもしっかりと主張する資料を作成した。でも、それらはすべて彼の指示だ。

「そう。あっ、社長が呼んでる。行ってくる」

　大矢さんは話の途中で内線が鳴ったのに気づき、行ってしまった。

「コーヒー、持ってくか……」

　馬淵社長と対決したあとだから、疲れているに違いない。

　コーヒーと秘書室にあったマカロンを持って副社長室に行くと、本城さんはソファに座り目を閉じていた。

　もしかして、寝てる？

「蒼井か」

「はい。お疲れさまでした。大成功だったようで……」

　私がテーブルにコーヒーを置くと、彼は目を開けすぐにカップを手にした。

「マカロンか。疲れには甘いものってことだな」

　なんとなく彼にマカロンは似合わないけど、たしか甘いものが好きだと言っていたし、たまには糖分を取って頭を休めてほしい。

「その通りです。昨日、遅くまでお仕事されていたんじゃないですか？」

　私は二十時半で家に帰された。そのときに彼も一緒に帰ったが、バッグの中にＵＳＢと資料を突っ込んだのを見てしまった。本来なら大切な情報は持ち帰り禁止だけど、昨日の今日で時間がなかったのだろう。

「ぐーすか寝たさ」

　彼は努力を見せたがらない。スマートでかっこいいかもしれないけれど、それをわかっている人がもっと必要だと思う。そうでなければ、また倒れる。

「寝たわりには顔色が悪いです」

「それは蒼井もだろ？」

「私は寝ましたよ？」

　そうは言いつつも、昨晩は眠れなかった。今まで本城さんと一緒にしてきた仕事が楽しくてたまらなかったと気づいてしまったからだ。どれだけ他の人からバカにされようと、信念を持って突き進む彼の手伝いができていたことは、私の誇りだった、と。

「俺の目は節穴じゃない」

「それなら私の目もです」

　あなたがこっそり努力していることくらい、お見通しなんだから。

「蒼井のそういうところが……」

　彼はそこまで言うと、マカロンを口に放り込んだ。

「なんでしょう？」

「好きなのかもな」

「え……」

　なに、言ってるの？

　彼の発言に驚き目を白黒させていると、彼はクスクス笑う。

「表面に惑わされず、その奥にあるものを見ようとする姿勢。それに何度も助けられたよ。蒼井が顔をしかめる会議は、だいたい間違った方向に進んでた」

　びっくりした。秘書として、の話なんだ……。

「本城さんだって、しかめっ面してたじゃないですか」

「そうだな。それじゃ似た者同士ってヤツだ。気が合うな。体の相性もいいかもしれないぞ」

「はっ！　なに言ってるんですか！　セクハラです！」

　突然なにを言いだすの？

　自分の顔が真っ赤に染まっている自信があり、私は部屋を出ようとした。

「俺を、信じてくれないか？」

　すると、彼は唐突にそんなことを言いだした。

　今までの会話とのつながりがわからない。ドアの前で振り返ると、本城さんはなぜか眉をひそめる。

「なに言ってるんですか？　信じてなければもう辞めてます」

　こんな敵だらけの本城さんと一緒に戦うのは、けっこう大変だったんだから。でも、彼ならドゥシャインを守ってくれると感じたから、今までついてきた。

「すみれちゃんは俺のことが好きなんだなぁ」

「調子に乗らないでください！」

　私はそう言い残して部屋を出たけれど、ドアを閉めた瞬間、激しく暴れ始めた鼓動に気づいて、胸に手を当てた。

　私は、秘書として彼の隣にいたいの？　それとも……。

　湧き上がってくる疑問にハッとしながら、お盆をギュッと抱きしめた。

　東郷百貨店の売場が正式に発表されると、社内にも本城さんを認める人が増え始めた。あんなに敵だらけだったのに、彼は自分の力で信用をつかんだのだ。

　彼はもちろん、縁の下の力持ちがいることはきちんと理解していて、商品開発部の飯田さんたちを連れて、また飲みに行くらしい。おそらく、彼らの情熱への感謝の気持ちだろう。

「それじゃ、蒼井も帰れ」

「はい。お疲れさまでした」

　私もその飲み会に誘ってもらったものの、私がいないほうが腹を割った話ができるのではないかと遠慮した。

　本城さんが退社してすぐ、私も会社を出た。そして、いつもの駅が見えてきた頃、「蒼井さん、ですよね」と話しかけられ振り向くと、なんとそこにはカミラの馬淵社長が立っていた。

「あっ、はい」

　慌てて返事をしたものの、どうして私の名前を知っているんだろう。

「突然すみません。少しお話ししたいのですが……」

　どうして、私と？

「えっと、あの……」

　戸惑っていると、馬淵社長さんは「聞いています？」と再び口を開く。

「なにをですか？」

「私が弟だということです」

「あ……」

　声が漏れてしまったからか、聞いていると判断したらしい彼は小さくうなずき、近くに停めてあるアウディを指差した。

「よろしければ、食事でもしながら」

　車に乗れということだろう。でも私は話すことなんてないし、第一ライバル社のトップと一緒に食事なんて、緊張以外のなにものでもない。

「いえ、そんな……」

　こんなことなら、本城さんと一緒に行けばよかった。

「弟として、兄の婚約者がどんな方なのかを知っておきたいのです。兄は私のことが嫌いかもしれないですが、私は心配しているんですよ」

　実に物腰柔らかな馬淵社長は、パーティのときとは少し印象が違う。やり手の社長という風格より、優しさが前面に出ていた。

　ホント、なのかな……。本城さんは馬淵社長のことを目の敵にしているし、お母さまのこともひどく恨んでいる様子だった。でも、馬淵社長にはそんな感情はないのだろうか。……というか、そもそも婚約者じゃないんだけど。

「あの、彼に聞いてからでないと」

　本城さんのことを『彼』と言ったのは、婚約者ではないことがバレてはいけないかもしれないと思ったからだ。もしかしたら本城さんは、馬淵社長とお母さまの前で幸せを装いたかったのではないか。と。

「そうですか。それなら私が許可を取りましょう」

「え、あの……」

　私が戸惑っていると馬淵社長はスマホを取り出し、電話をかけ始めた。

　電話番号を知っているんだ……と思ったけれど、会社用の携帯なら知っていてもおかしくはない。

「馬淵です。先日はどうも。婚約者の方を少しお借りしたいのですが。母も心配していますので」

　兄弟だというのに、他人のような言い回し。でも交流はないようだし、なによりライバル同士なのだから当然かもしれない。

「例のお店で食事をするだけです。もちろん、帰りは送り届けますので。それでは」

　えっ、本城さん、了承したの？

「許可は取りましたよ。それでは行きましょう」

　そう言われてはもう断れない。私は仕方なく車に乗った。

　馬淵社長の車は、有名なホテルの駐車場に滑り込んだ。

「あの……」

「レストランを予約してあります。行きましょう」

　さすがは大企業のトップ。女性の扱いも慣れた様子で、車を降りるとサッと助手席に回ってきて、私をエスコートしてくれる。そして、そのままエレベーターで最上階まで行き、とても雰囲気のいいフレンチレストランに入った。

　どこから見ても高級店で、ますます緊張が高まってしまう。

「急にすみません。異父兄弟とはいえ、慶太郎は兄であることに変わりありませんので、家族として婚約者の方にきちんと挨拶をしておきたくて」

　彼は目を細め微笑む。

「そう、ですか。こちらこそ、ご挨拶にも伺わず申し訳ありません」

　本城さん、どうしておけばいいの？　婚約者のフリは続けたけれど、嘘なんてすぐにバレるのに。

「蒼井さんは、兄の秘書だとお聞きしたのですが、本当ですか？」

「はい。本城さんがドゥシャインにいらっしゃってからは、秘書をさせていただいております」

　私が言うと、馬淵社長は首を傾げる。

「婚約までしているのに『本城さん』と呼んでいらっしゃるのですか？」

　しまった。そんなことまで気が回らなかった。

「あっ、いえ。馬淵社長を前にして、仕事と混乱してしまいまして……」

「あはは。そうですか」

　馬淵社長は高らかに笑うが、私は冷や汗タラタラだ。

　運ばれてきた前菜は、見た目も美しく盛りつけられていたけれど、食べる気が湧かない。ただひたすら緊張して、馬淵社長が話すのを待った。

「そんなに硬くならなくても大丈夫です。どうぞ」

　彼に促されフォークを取った。けれど、手が震えてしまう。

「秘書の前はカウンターにいらっしゃったとお聞きしましたが、秘書に抜ばっ擢てきしたのは、やはり兄の指示でしょうか？」

　そんなことまで調査済みなの？

「えっ？　はい」

　どうしてかわからないけど、本城さんが私を指名したとは聞いている。

「兄もまだ甘いですね。こんなド素人に幹部の秘書をやらせるなんて」

　突然態度を冷たく、そして横柄に豹ひょう変へんさせた馬淵社長に驚き、唖然としてしまう。

　本城さんのことが心配で、会いに来たんじゃないの？

「私が力不足なのは認めます。でも、慶太郎さんを悪く言わないでください。彼はドゥシャインの未来を誰よりも考え、行動して――」

「そんなの当たり前でしょう？」

　私の言葉を遮った馬淵社長は、余裕の笑みを浮かべる。

　本城さんは彼がこういう人だと知っていて、私との食事を許可したの？

「そう、ですか。そうかもしれませんね。ですが、当たり前のことができなければ会社は守れません」

　フォークを置いてキッパリ言うと、馬淵社長は笑いだした。

「なかなか肝の座ったお嬢さんだ。まぁ、蒼井さんもドゥシャインの社長夫人という椅子が手に入るのですから、せいぜい頑張ってください」

　なんて失礼な人なんだろう。

「でも、私が引きずりおろしてやりますよ。兄もあなたも」

　そう言われた瞬間、私の中のなにかがブチッと切れた。

　だけど今は、落ち着かなくちゃ。余計な失言をしたら、揚げ足を取られるかもしれない。

「そうやって私たちに火をつければ、ムキになって向かってくると思ったんですか？　慶太郎さんの強みは、念入りな市場調査や丁寧な地盤固めといった地味な努力の積み重ねです。馬淵社長にどれだけ煽られても、それを忘れて突っ走ったりはしません」

　あの口紅を慌てて発売していたら、おそらくここまでの成功は収められなかっただろう。

「一応、秘書っぽいことも言えるんですね。安心しましたよ」

「あの、なんのために私をここに連れてこられたのですか？　馬淵社長は慶太郎さんのことを心配しているとおっしゃっていましたけど、そうは思えません」

　これではケンカを売られているだけだ。

　必死に冷静を装って言うと、彼はホタテのテリーヌにフォークを入れた。

「優秀な秘書なら、こんなことに引っかかったりしないでしょうにね……」

「え!?」

　なに言ってるの？

　ニヤリと笑った馬淵社長は私ではなく、私の肩越しになにかを見つめている。

「お前、すみれになにをした」

　うしろから聞こえてきたのは、本城さんの低い声。

　どうして本城さんがここに？

「なにもしてませんよ。ですよね、優秀な秘書の、蒼井さん」

　馬淵社長はうすら笑いを浮かべ、牛肉を口に運んだ。

「俺が交渉のテーブルにつかなかったからだろ？」

　私の隣までやってきた本城さんは、鋭い目で馬淵社長を威嚇する。

　まさか、本城さんを引っ張り出すために私は使われたの？　そんな……。

「まぁまぁ、座ってくださいよ。こちらとしても、なにも無条件で要求を呑んでほしいとは言ってない。他は譲ると言っているんですよ？」

　馬淵社長は冷めた表情で淡々と語る。

「断ったはずだ。すみれ、帰ろう」

　本城さんが私の手を取り立たせると、馬淵社長の目がギロリと動いた。

「まさか、兄さんがこの程度の女と婚約するとは、驚きましたよ」

「なにっ！」

　その言葉に激高した本城さんが、声を荒らげる。

「だってそうでしょう？　大企業の社長になろうという人が、こんな女……。あっ、昔、母親に捨てられたから、早く家庭が欲しくて焦りましたか？」

「ふざけるな！」

　本城さんは怒りに満ちた目を馬淵社長に向け、胸倉をつかんだ。

　馬淵社長、わざと怒らせてる……。

「慶太郎さん、ダメ」

　私は慌ててふたりの間に割って入る。

「すみれ、どけ」

「ダメ。これは罠わなです」

「お客さま、どうされましたか？」

　するとすぐにウエイターも飛んできて、本城さんはやっと手を離す。でも、怒りは収まることなく、鋭い眼光は馬淵社長を捉えたままだった。

「申し訳ありません。ご迷惑をおかけしました」

　本城さんは声を震わせながらも、ウエイターに頭を下げる。

　彼が冷静になってくれたことにホッと胸を撫でおろしながら、一方で怒りが沸々と湧いてくる。

「残念ですが、慶太郎さんの勝ちを確信しました。慶太郎さんはこんなにくだらない駆け引きをしたりしません」

　もう我慢できなかった。ここでわざと本城さんを怒らせ、殴らせるつもりだったと気づいたからだ。そうすれば大おお事ごとになって、ビジネスにも支障が出る。馬淵社長は間違いなくそれを狙っていた。

「すみれ……」

「ドゥシャインは、カミラには負けません」

　私がはっきり言いきると、本城さんは再び馬淵社長をにらみつけた。

「今後、すみれに近づいたら、容赦なく潰してやる」

　本城さんはそう言い残し、私の手を引いて店を出た。

　彼と一緒にエレベーターに乗ると、自分の浅はかさに呆れて深く頭を下げる。

「ごめんなさい」

　やっぱり私は秘書失格だ。まさか、本城さんを引っ張り出すために使われていたなんて、少しも疑わなかった。

「どうして謝る？」

「私が、馬淵社長についてきたから……。だから、本城さんが……」

　あんな屈辱的な言葉を並べられ、怒りも呑み込むしかなかった。全部、私のせいだ。

「アイツにうまいことを言われただけだろ？　すみれのせいなんかじゃない」

　彼はそう言ってくれるけれど、近い将来会社のトップに立つ人の秘書なら、そういうことも含めて警戒するべきだった。

「いえ、申し訳ありませんでした」

　私には謝ることしかできない。馬淵社長の言う通り、無能な秘書だ。あまりのふがいなさに声が震え、瞳が潤む。

「もう謝るな」

　すると本城さんは私の腕を引き、抱きしめてくれる。

「すみれが無事なら、それでいいんだ」

「本城さん……」

　彼の腕の中は温かかった。ひどく叱られても仕方がないのに、彼は私を責めなかった。

　エレベーターはすぐに一階に到着した。そのままホテルの外に出るのかと思いきや、彼は私の腕をつかみフロントまで行く。

「部屋、空いてませんか？」

「あいにく本日はツインもダブルも満室でして……スイートならご用意できるのですが」

　フロント係がカタカタとパソコンを操作して、申し訳なさそうに言う。

「それではスイートで」

　こんな一流ホテルのスイートって……。しかも、私も一緒に連れていくつもり？

　私は小さく首を振ったけれど、彼は構わず鍵を受け取り、今度は別のエレベーターに乗った。こっちは客室専用のようだ。

「ごめんなさい。帰ります」

　自分の安易な行動のせいで、本城さんまで傷つけてしまったことに胸が痛み、どうしても笑えない。帰ると告げたのに、彼は私の手をつかんだまま離してくれない。

「帰る余裕なんてない」

　それだけ言った彼は、エレベーターが三十階に着くのと同時に私の手を引き、部屋に押し込んだ。

「すみれ」

　彼は部屋に入った瞬間、私を壊れそうなほどの強い力で抱きしめる。

「私がバカでした。本城さんまで傷つけてしまいました」

「俺のことなんかいい。俺のせいですみれが傷つくなんて、耐えられない」

　違う。本城さんのせいなんかじゃない。私がもっとしっかりしていれば、婚約者のフリも上手にできたはずだ。いや、もっと洞察力があれば、そもそもここにいなかったはずだ。

　私は必死に首を振った。

「クソッ。仕事で遠ざけておけば手を出せないと思ったのに、俺が甘かった」

「えっ……!?」

　それじゃあ、秘書を大矢さんに交代すると言ったのは、そのせい？

「すみれ」

　再び私の名前を口にした彼は、やっと腕の力を緩め、私の顔を覗き込む。

「ごめんなさい。私、秘書として行動が浅はかでした。ライバル会社なのだから、もっと警戒すべきでした」

「いや、すみれに落ち度はない。馬淵が腹黒いんだ」

　彼は眉根を寄せる。

　あぁ、私はこんなに優しい彼のことが好きなんだ。だからこそ……。

「……それにもう、婚約者のフリは荷が重いです」

　正確には、〝荷が重い〟ではなく〝つらい〟だ。

「フリじゃない」

「えっ？」

「すみれ以上に大切な人はいない」

　彼はそこまで言うと、私の頬を両手で包み込み、まっすぐな視線を送る。

「俺は本気で、お前と結婚したい」

　待って。なに言ってるの？

「あっ、あの……」

「ずっと前から好きだと言っていたつもりだが」

「でも……」

　それは……からかってたんじゃないの？

「すみれは、俺が嫌いか？」

　切なげな瞳を私に向ける彼は、私の額に額を当てる。

　近すぎる距離にバクバクと心臓が大きく打ち始めるのを感じる。

　ちょっとチャラいところをイヤだと思っていたのに、見えないところで努力を重ねる彼からいつの間にか目が離せなくなっていた。会議で堂々と意見を述べる姿も、反対勢力に屈しない強さも……私の心をとらえて離さなかった。

　彼に秘書から外すと言われて、どれだけ苦しかったか。それは仕事を認められなかった悔しさだけだと思っていたけれど、本当は……彼のそばで一緒にドゥシャインの未来を見ていたかったから。

　いつの間にか、彼のことしか見えなくなっていたんだ。

　私はたまらず小さく首を振った。

「それは、俺を受け入れてくれると思ってもいい？」

　そう言われても返事ができない。彼を窮地に立たせてしまうような私が、これから会社を背負う彼の隣にいてもいいのだろうかと戸惑ってしまう。

「すみれ。俺はお前が好きなんだ。一年半前、初めて会ったあの日からずっと」

「一年半？」

　私が彼の秘書になったのは一年前なのに。

「工場を中国に移す計画を、すみれが止めただろ？」

「えっ！　どうして知ってるんですか？」

　カウンター業務をしていた頃の会議のときの話だ。あれっ、もしかして……。

「俺が最終的に判断を下したからな」

　あの茶髪の人は、彼だったんだ。どうりで秘書になって初めて彼に対面したとき、どこかで会った気がすると思った。でも、あのときの出来事がトラウマになっていて、思い出さないようにしてきたから、彼と茶髪の男を結びつけようともしなかった。

「すみれ、口が開いてる」

「あっ……」

　彼にそう指摘され、恥ずかしくなってうつむくと、本城さんは私を再び抱き寄せる。

「すみれが俺に火をつけたんだ。俺はあのとき、親父のあとを継ぐつもりはなかったんだ。それでもどうしてもって引っ張り出されたから、わざとだらしない格好をしていった。こんなヤツいらないって思わせたかったというか……」

　そうだったんだ。無精ひげもそういうこと？

「でも、すみれが必死に叫んでいるのを聞いて、この子とならドゥシャインの未来を作っていけると確信して、心変わりした。だから秘書にも抜擢した」

　そんな……。ただ私はドゥシャインが大好きだっただけで、未来を作るなんて大それたことを考えていたわけじゃない。

「わ、私はなにも……」

「それから一緒にいて、ますますお前のことが好きになった。すみれは俺の人生を変えたんだよ。口紅が成功して社長に就任したら、お前に改めて気持ちを伝えるつもりだった」

　もしかして、だから？　カミラのパーティに行った日、『まだ、ダメだ』と私にキスをしなかったのは、それでなの？

　それまでは強引にキスしたくせに、どうしてあの日はしなかったの？と思ったけれど、もしかして必ず成功してみせるという意思表示だったのかもしれない。そして、それから私を迎えに来るという強い決意だったのかも。

「すみれ、愛してる」

　本城さんのそのひと言に、胸がいっぱいになる。

「本城さん……」

　私だって、彼のことが……好きでたまらない。彼から、離れたくない。

　再び強く抱き寄せてくれた彼の腕の中で、ジャケットを握りしめ、ぬくもりを貪る。

「俺の周りには敵がいっぱいだ。馬淵のようなヤツもいる。でも、もうすみれを泣かせたりしない。俺が必ず守る。だから……俺を受け入れてくれ」

　会議ではあんなに自信満々の彼の声が少し震えているかのように感じる。

「でも、私なんかじゃ……」

　馬淵さんの言う通り『この程度の女』であることは否定できない。良家のお嬢様でもなければ、エリートでもない。会社のトップに立つ彼にふさわしいかと言われれば、ノーだ。

「すみれじゃないと、ダメなんだ」

　再び体を離した彼は、私をまっすぐに見つめる。

「好き、なんだ」

　もう、無理だ。こんなに強く求められて、気持ちを抑えることなんてできない。

「私も、好き。本城さんが、好き」

　そう漏らすと、彼は「すみれ」と優しい声でつぶやいてから、唇を重ねた。

　どれくらい時間が経ったのだろう。柔らかくて温かい彼の唇が離れていくと、恥ずかしくて顔を伏せる。すると……。

「お前が、欲しい」

　彼が私の耳元でささやく。しかも、ゾクッとするような色気のある声で。

「えっ……」

　思いかげない急展開に、頭が真っ白になってしまう。

「すみれがイヤなことはしない。イヤなら途中で突き飛ばせ」

『突き飛ばせ』って……。

　この雰囲気にそぐわない言葉が、私の緊張を和らげる。

　でもきっと、彼なら優しくしてくれる。そう思った私は小さくうなずいた。

　彼はサッと私を抱き上げ、部屋の中へと進む。

　さすがはスイートルーム。彼の部屋と同じくらい広いリビングには大きな革張りのソファが置かれている。そこを素通りして奥の部屋まで行くと、広いベッドルームがあった。

　本城さんは部屋の真ん中に置かれているキングサイズのベッドに私を下ろしたかと思うと、ジャケットを脱ぎ捨て、ネクタイを緩める。

　そういえば、今日は飯田さんたちと飲み会をしていたはずじゃ……。

「あの、飲み会は？」

「飲み会は、いつでもできる。すみれとの初めては、今しかない」

　そんなことを言われると、息ができないほどに呼吸が速まってしまう。

「怖いか？」

　彼が心配そうに私を見下ろすので、首を振る。

　あなたがいてくれるのだから、怖くなんてない。

「俺は少し怖い」

「本城さんが？」

「あぁ、すみれが手に入るなんて、夢だったらどうしようって」

　彼のそんな言葉にクスッと笑ってしまった。でも、それは私も同じ。これが全部夢だったら、悲しい。

「夢じゃ、ないです……」

「そうか。だったら、確認していい？」

　彼はそう言うと、顔を近づけてきて唇を重ねた。

「ん……」

　そのまま唇がこじ開けられ、彼の舌が入ってくる。こんなに深いキスは、初めてだった。思わず体に力が入ってしまい彼の腕を強く握りしめると、彼は指を絡めて私の手を握ってくれる。

「夢じゃない」

「はい」

「すみれ、ずっと大切にする」

「……はい」

　本城さんの優しい言葉に胸がいっぱいになり、勝手に涙が流れていく。

　すると、それに気づいた彼は目尻の涙にキスを落とした。

「すみれ、さっきみたいに俺の名前を呼んで？」

「えっ？　いえっ……」

　そういえば、馬淵社長にたきつけられて『慶太郎さん』なんて呼んでしまったけれど、あれは勢いだったというかなんというか……。面と向かっては恥ずかしい。

「なぁ、呼んでくれよ」

　それでも彼は許してくれない。目を細めて私を見下ろしながら頬を優しく撫でる。

「け、慶太郎さん……」

　根負けして彼の名を口にすると、彼は照れたように微笑み「うれし」とつぶやく。

　そして……彼の大きな手と熱い唇が私の素肌を滑り出すと、深いため息と甘い声が出そうになって、口を押さえた。

「ダメだ。ちゃんと声を聞かせて」

「イヤッ」

　そんな恥ずかしいことは無理だ。

　首を振り拒否したものの、「すみれ」と優しい声で名前を呼ばれると、心がトロトロに溶かされてしまう。

「すみれの甘い声が聞きたい。ダメ？」

　なんでこんなときに、甘えた声なんて……。

「恥ずかしがらなくていい。俺もこんなにドキドキしてる」

　彼は私の手を握りしめ、あらわになった自分の胸に触れさせた。

「わかる？　すみれに欲情してるんだよ？」

　彼のまっすぐな視線は、私に魔法をかける。

　私はこの人に愛されている。

　それからは夢中だった。彼から与えられる愛撫に悶もだえ、息をすることも忘れそうになる。

　だけど彼は、決して無理強いをしようとはしない。私が戸惑うたび優しいキスを繰り返し、少しずつ体を開いてくれた。

「あぁっ」

　彼とひとつになったとき、つらくて痛くて……そしてうれしくて声を上げると、彼は艶めかしい視線を私に向ける。

「すみれ、温かいよ」

「慶太郎さん……」

　私、本当に慶太郎さんに抱かれてるんだ。

　もっともっと彼の存在を感じたくて首にしがみつくと、彼は私を強く抱きしめたまま動かなくなった。

「幸せだ。すみれが腕の中にいる」

　彼は額に優しいキスを落とす。

「私も……」

　ついさっき、どん底な気分を味わったのに、慶太郎さんは私に幸せを運んできてくれた。

　そのあとも、彼は時に優しく、時に激しく……私を翻弄した。

　私はただ、隠すことができなくなった甘い声を上げているだけだったが、彼の愛に包まれて幸せだった。

「あぁっ」

　そして……彼が悩ましげな顔をしながら果てたとき、私も大きな声が出てしまった。

「すみれ……」

　肩で息をする彼は、私を抱き寄せたまま離れない。

「もう一生離さない」

「慶太郎さん……」

　私も彼の背中に手を回して、力を込めた。

　それから彼は優しい手つきで私の髪を梳すきながら、何度もついばむようなキスをする。愛されていると感じられるその行為に、心が満たされていく。

「痛かったか？」

「ううん。大丈夫です」

　照れくさくて彼の胸に顔をうずめると、ギュッと抱き寄せてくれる。

「今日は、本当にごめん」

「いえ、私が悪いんです。でも、さっきの話……カミラとの交渉って……」

　ふたりはいったいなんの交渉をしていたの？

「あぁ、東郷のカウンターの場所を譲れ、と。その代わり『三さん丸まる百貨店』の場所を譲ると言われたんだが……」

　三丸百貨店は、東郷百貨店より売場面積が広い。でも、売り上げ的に勢いがあるのは東郷のほうだ。

「断ったんですね」

「そうだ。東郷には真山のような優秀な社員がいる。企画もおもしろいし、それを実行する力もある。三丸も魅力はあるが、東郷はそれ以上だ。それに……皆で必死につかんだチャンスを、そんな駆け引きに使いたくはない」

　それは私も同じ気持ちだ。私たちだけでなく、商品開発部の人たちも残業をいとわず頑張ってくれた。その結果が出たのに、簡単に譲れない。

「そうですね。私も賛成です」

「一番賛成してほしい人の同意が得られたぞ」

　彼は私の額に自分の額を当てる。

「私、ですか？」

「そう。すみれ」

　彼はそう言うと、再び私の唇を塞いだ。

　その日はそのまま彼の腕の中で眠った。こうして抱きしめられながら眠るのは初めてではなかったけれど、心がつながった今、これまでで一番温かくて心地よかった。




　なにかの物音に気がついて目を開けると、隣にいたはずの慶太郎さんがいない。

　でも、バスルームからシャワーの音がした。

　私、本当に……慶太郎さんに抱かれたんだ。

　胸元には、彼に付けられたキスマーク。それを見つけると照れてしまって、ベッドから出られなくなった。

「すみれ、起きた？」

　バスローブを羽織り、髪から水滴を滴らせた彼がベッドに座る。

「……はい」

　昨日は部屋が暗かったのでよかった。でも、明るい部屋でまじまじと顔を見つめられると、昨日の行為を思い出してしまい、恥ずかしくてたまらない。

「シャワー浴びる？」

「そうします」

　私がシーツをたくし寄せながら起き上がろうとすると、彼はシーツごと私を抱き上げた。

「あっ、慶太郎さん……」

「たまらないね。その、『慶太郎さん』っていうの」

　白い歯を見せる彼は、そのまま私をバスルームまで運んでくれた。そして……「忘れてた」とつぶやき、唇を覆う。

「おはようの、キス」

　彼はこんなに甘い人なんだ……。

　照れさくて顔を伏せると、「あはは」と笑って出ていく。

　シャワーで体を洗い流していると、彼の熱い愛撫が蘇よみがえってきて体が疼うずく。

　情熱的に、そして官能的に私を翻弄した彼は、かっこよかった……。

「すみれ」

「……は、はいっ」

　そんなことを考えていると、バスルームの外から突然呼ばれて慌てふためく。

「洋食と和食、どっちがいい？」

　朝ご飯の話かな？

「洋食で……」

「了解」

　今日は会社も休み。ゆっくりできる。

　シャワーを出てリビングルームに行くと、彼はもうすでに着替えを済ませ大きなソファに座って新聞を読んでいた。

　さすがはスイート。改めて見回すと、高そうなのはソファだけではない。床に敷き詰められた絨じゅう毯たんも、天井に付けられた大きなシャンデリアも……すべてが庶民の生活とは別世界で気後れしてしまう。

「どうした？」

「いえっ。あの、あっちのドアは？」

「寝室だろ？」

　えっ、もうひとつ寝室があるの？

　スイートなんて当然初経験の私は、キョロキョロと挙動不審になってしまう。

「見てみる？」

　私のそんな様子を見て笑いを噛み殺している彼は、ドアを開けてくれた。

「うわー、すごい」

　そのベッドルームには、ダブルベッドがふたつ置かれていた。

「子供みたいだな」

「だって！」

　はしゃがずにはいられない。私がベッドに座り、柔らかいマットの感覚を確かめていると、彼も隣にやってきた。

「こっちのベッドでもする？」

「はっ……」

　天井の、これまた豪華な照明が視界に入る。慶太郎さんに押し倒されたのだ。

「い、いえっ……」

「だって誘っただろ？」

「さ、ささささ誘って？」

　そんなこといつしました？

　軽く固まったまま彼を見つめていると、ゆっくり近づいてきて、鼻と鼻が触れ……。

　――ピンポーン。

「チッ」

　唇が触れる寸前で、部屋のチャイムが鳴り、彼は不機嫌顔で離れていった。

　あぁっ、ドキドキした。慶太郎さんと一緒にいると、心臓が止まってしまいそうだ。

「すみれ、朝食が来たぞ」

　そっか。ルームサービスを頼んでくれたんだ。

「はい」

　私はドキドキを抑えるため、一度大きく深呼吸してから部屋を出た。

「えっ、すごすぎ……」

　テーブルに並べられた朝食はステーキまであって、夕食と間違いそうなほど。

「スイートだからこんなもんだ。腹減ったから食うぞ」

　彼はそう言うけれど、私は驚きすぎてしばらく眺めていた。

　たくさんの焼きたてパンと小さめのステーキ。そしてフワフワのオムレツに、サラダ。フルーツの盛り合わせはそれだけでお腹が満タンになりそうなほどたくさんあり、しかも種類も豊富だった。

「ほら」

　私が眺めていたからか、慶太郎さんはフォークでオムレツをすくい、私の口の前に差し出す。

「あっ、自分で……」

「ダメだ。あーんだ」

　慌てて手を出したのに止められてしまい、仕方なく口を開けた。

「どう？」

「おいしい、です」

　なんて言ったけれど、せっかく豪華な食事なのに、彼の視線が気になって味なんてわからない。

「すみれ、照れすぎ。そんなんじゃ、これからやっていけないぞ？」

「これから……」

「そうだ。これからずっと一緒にいるんだから、早く慣れろ」

　慶太郎さんの言葉がうれしくてたまらない。私、大切にしてもらえてる……。

　豪華すぎる朝食が終わると、彼とソファに並んで座り、コーヒーを口にした。

「あの……昨日どうしてここだとわかったんですか？」

　馬淵社長は『例の店』と言っただけだ。

「あの店に呼び出されていたのをすっぽかしたからな」

　あはは。やっぱりすっぽかすんだ。

「すみれ、昨日はなにを言われた」

　慶太郎さんに改めて聞かれると、眉間にシワが寄ってしまう。でも……。

「いいんです。慶太郎さんの偉大さがよくわかりましたから」

　馬淵社長には相当失礼なことを言われてしまった。でも慶太郎さんと比べて、器の小ささばかりが目につき、兄弟といってもこんなに違うんだと感じた。

「お前は煽るのがうまいな」

「えっ、そんなつもりは……」

　なんとなく身の危険を感じて彼から離れたけれど、腕をがっちりつかまれてしまう。

「離さないって言っただろ？」

　そして……ソファに押し倒され、深いキスが降ってきた。




　それから一カ月。

　東郷百貨店のカウンターは、当初の予定通り一番入り口に近い位置。

　三丸百貨店は今まで通りだけど、あの口紅の売り上げが伸びる一方で、カミラのカウンターの売り上げをもう少しで抜きそうだ。

　カミラも負けじと大量のＣＭ攻撃などを仕掛けてきたが、慶太郎さんは『そもそも商品がよくなければ売れない』と涼しい顔をしている。

　それもこれも、ドゥシャインの商品開発力を信じているからだ。

　業績が悪くなれば責任者を容赦なく切るという噂の馬淵社長は、社内での評判がよくないらしく、それを嫌う幹部が次々と退職しているらしい。

　でも慶太郎さんは違う。あんなに対立していた幹部たちも、慶太郎さんの実績を認め始め、根拠ある彼の主張に耳を傾けるようになってきた。

　それももちろん、彼がコツコツ頑張ってきた成果だ。

　もう、カミラは怖くない。会社が一丸となっているドゥシャインは強い。

　そして、大成功をおさめた慶太郎さんの社長就任が正式に発表され、副社長としての勤務は今日が最後となった。

「蒼井、本城さんの気まぐれをなんとかしてくれよ」

「あはは。でも通常運転ですよ？」

　大矢さんが深いため息をつくのは、相変わらず慶太郎さんが必要なさそうな会議をすっぽかすからだ。

　大矢さんは慶太郎さんの第一秘書。そして私が第二秘書になる予定。馬淵社長との一件があってから、社長に就任したあとも慶太郎さんの秘書として働くことが決定した。

　仕事で馬淵社長と顔を合わせることもあるけれど、慶太郎さんがにらみを利かせてくれるおかげで、少しも怖くない。

「でもなぁ。社長になったら、このままでは……」

「会議をなくせばいいんじゃないですか？」

　そこに顔を出したのは慶太郎さん。

　大胆な発言に、大矢さんは口をあんぐり開けて呆気にとられている。

「業績報告はいちいち集まって確認しなくても、パソコンで見ればわかります。そんなことに時間を使うなら、それを踏まえて次はどういう手を打つのかという会議をしたい」

　慶太郎さんの言う通りだ。時間には限りがある。どう使えば一番効果的かを考えるべきだ。

「大矢さん、根回しお願いしますね」

「はっ、私、ですか……」

　慶太郎さんに指示された大矢さんは、「はぁー」と大きなため息をついて肩を落とす。

「あっ、蒼井。出かけるから準備して」

「えっ、このあとは書類を片付けて……」

「アイシャドウの市場調査に行くことにしたから」

　現在は、次に出すアイシャドウの開発が着々と進んでいる。その発売に向けての調査だろう。

『それはマーケの仕事です！』と言いたいのはやまやまだけど、呑み込んだ。

　そんなことを言ったところでやめる人ではない。それに、彼の市場調査はマーケティング部の人たちとは違う視点でものを見るので、実際役に立っている。

　なにが売れているのかを調べるだけでなく、カウンターの美容部員や、委託している店舗の店員が、どうしたらお客さまに勧めやすいのかとか、どういうツールがあれば売りやすいのか、といった細かなところまでチェックするからだ。

　マイペースにそれだけ言い残して去っていった慶太郎さんを見て、大矢さんがキョトンとしている。

「蒼井、あれに毎日よく付き合えるな」

「あはは」

　私は笑ってごまかした。たしかに振り回されて大変だけど、慶太郎さんと一緒にする仕事はすごく楽しいのだ。

　市場調査から帰ってきたあと、明日以降のスケジュール調整をして副社長室に向かうと、書類の決裁をしているはずの慶太郎さんがソファで目を閉じている。

「本城さん！」

「あ……」

　バチッと目を開いた彼は、きまりが悪そうな顔をする。

「もちろん、決裁は終わってますよね？」

　私はあなたの気まぐれに振り回されて、スケジュール調整に四苦八苦しているのよ？　社長になったら挨拶回りが増えて大変なんだから、スケジュールの調整も今までのようにはいかないのよ？

「えっと……そう、だね」

　しどろもどろになる慶太郎さんを放置して、デスクの上の書類を手に取ると、まだ一枚も終わっていない。

「あー、これから頑張るから。ほら、アレちょうだい」

「アレ？」

「お疲れさまです、慶太郎――」

「叱られたいですか？」

　私がギロリとにらむと、彼は慌てて書類の前に座り万年筆を手にした。

　まったく。この部屋を一歩出ると、めちゃくちゃできる男なのに。

　でも、それって……私にだけ甘えてくれているということかな？なんて考えてしまい、思わずニタついてしまう。

「なんかうれしそうだな」

「えっ、そんなことないです。はい、次！」

　慌てて顔を引き締め、彼に次の書類を渡す。

「すみれ、今日俺ん家来るだろ？」

「仕事中です」

　とはいえ、時計はもう二十時を指している。

「冷たいなぁ」

「いいから手を動かしてください！」

　艶っぽい声でささやかれると恥ずかしいから、仕事中は勘弁してほしい。

　やっとのことで書類を片付けた頃には、二十一時を回っていた。

「よし、帰るぞ」

　すごい勢いでデスクを片付けた彼は、私を伴い会社を出る。いつものように運転手は帰してあるので駅に向かった。

「社長がタクシーで帰るのってどうなんでしょう」

「でも、縛られるのはなぁ」

　たしかに常に運転手付きだと、帰りにちょっと買い物したり、食事に行ったりなんてことができなくなるかも。その店まで送ってもらえばいいのかもしれないけど、私生活を監視されているかのようだ。

「それに、すみれとホテルに行ったりもできなくなる」

「い、行きませんから！」

　不意打ちの発言にしどろもどろになりながら反論したけれど、耳まで熱い。

「家でもいいけど、俺は」

　今日は金曜だから彼の家に転がり込もうと思っていた。付き合い始めてから、ときどき彼の家に行くようになったので、着替えも置いてあるし、メイク道具はもともとある。だけど、こんな発言ばかりだとちょっとイジワルしたくなる。そういうことしか考えてないみたいに聞こえるんだもの。そうじゃないことはわかってるけど。

「私、帰ろうかな」

「はっ、なに言ってるんだ。俺がどれだけ我慢したと……」

　だから、その露骨な発言はよしてほしい。

「今日は絶対に連れて帰る」

　慶太郎さんは、私の手をギュッと握った。

　彼の発言には顔を赤らめるばかりだ。でも、本当は私も一緒にいたい。

　来週から社長として働かなければならない彼は、生活の変化もあるだろう。もしかしたら今までのようなペースでは会えなくなるかもしれない。でも、ドゥシャインの未来のためなら、少しくらい我慢しないと。

　そんなことを考えていると、なんだか少し寂しくなってしまい、彼の話に相槌を打つことすら忘れていた。

「すみれ？」

「あっ、ごめんなさい」

　彼が社長に就任するのは喜ばしいことだけど、遠くに行ってしまうようで胸が痛い。

　心配させたくなくて笑ってみせると、彼は少し困ったような顔をして駅前でタクシーに私を押し込んだ。

　それから彼は、運転手に最近できた『Laラ merメール TOKYOトーキョー』という大きなオフィスビルに行くように指示をする。このビルには、ドゥシャイン東京第一支店も入居している。

　支店になにか用があるのだろうか。

「慶太郎さん、あの……」

「部屋を取った。今日は特別な日だから」

　部屋って……。あのビルの上層階にはカミラがパーティをしたホテル・アルカンシエルが入ったとは聞いているけれど、宿泊代はとてつもなく高いという噂だ。

　でも、『特別な日』って？

「ごめんなさい。誕生日でしたか？」

　そういえば、彼の誕生日を知らない。

「いや、来月だ」

「それじゃあ、なんの日？」

　社長就任の記念？

　彼に尋ねても、「行けばわかる」と教えてくれない。

「本城さま、ご用意が整いました」

　ホテルに着くと、すぐにスイートルームへ案内される。

　ドアを開けると別世界だった。この前のスイートよりさらに広く、最初に目に飛び込んできたのは、十人ほど座れるソファとテーブル。そのテーブルには、かわいらしいフラワーアレンジと大量の果物まで置かれている。おまけに、入ってすぐのところにウォークインクローゼットまで完備されていて、驚愕のひと言だ。

　そしてなんといっても、大きな窓から眼下に広がる美しい夜景に心が震える。

　ここ、一泊何百万円もするんじゃないだろうか。

「きれい。……あれ、食事？」

　私が窓に駆け寄ると、ワゴンに数々の料理が乗せられ、運ばれてきた。

「フレンチレストランから持ってきてもらった。味はたしかだ」

「わざわざ？」

　用意って、これのことだったんだ。でも、それならレストランに出向いてもよかったのにと思ったけれど……「すみれとふたりきりになりたかったからな」とささやかれ、顔が火照ってしまう。

「さぁ、いただこうか」

　こんなに素敵な部屋で上等な料理を、しかもふたりきりで楽しめるなんて、贅沢すぎる。

「おいしい」

　向かい合って食べる食事は、ちょっと照れくさい。でも、慶太郎さんと一緒だと、おいしさも何倍にもなる。

「すみれの作った料理もうまいぞ」

「それならまた作りますね」

　大したものはできないけど、彼が喜んでくれるなら頑張ろう。

「あぁ。これから毎日食べたい」

「毎日は難しいかもしれません。一緒に住んでいるわけじゃないし」

　残業が多いと彼の家に寄って……というわけにもいかない。

「それなら、一緒に住もう」

　スープにスプーンを入れたところで、そう言われて彼の顔を見つめる。

「すみれ。俺と結婚してくれ」

「えっ……」

　一瞬、息をするのも忘れてしまった。

『お前と結婚したい』と言ってくれた彼と、そうなれる日がいつか来るといいなとは思っていたけれど、まさか、こんなに早く……。

「俺の隣を、歩いてくれ」

　彼は私の横にやってきて跪ひざまづく。そして……私の手を取り、唇を押しつけるので、途端に鼓動が速くなる。

「慶太郎さん……」

「イエス以外の返事は聞かない。すみれを失うなんて考えられない」

　彼にそう言われ、感動のあまり視界がにじんできてしまう。

「はい。よろしくお願いします」

　もうそうとしか答えられなかった。私も、この先彼のいない人生なんて考えられない。

　みっともないほどポロポロ泣きながら答えると、彼は私の左手に光るものを差し入れた。

「これ……」

「俺のものだという証だ。逃がさないぞ」

　優しく微笑む彼は、もう一度私の手の甲に唇を押しつける。

　あっ……。『特別な日』って、プロポーズのことだったの？　こんなに素敵な演出をしてもらえて、幸せすぎる。

「すみれ、泣きすぎだ」

「でも……」

　うれしくて止まらないの。

　彼は少し困った顔をしながら、私を抱き寄せてくれる。

「世話が焼ける」

「慶太郎さんだって……」

「あはは。それは否定できない」

　彼は私の髪を優しく梳き始める。

　それからしばらく彼の腕の中で思う存分、喜びの涙を流した。

「落ちついた？」

「はい」

「タイミング間違えたな。料理が冷めたぞ」

　クスクス笑う彼は、再び席に戻って食事を始める。

「すみれ、食べられるか？」

「はい」

　胸がいっぱいで食事どころではないけれど、彼がせっかく用意してくれたのだから食べたい。

「ほら、あーん」

「え……」

　慶太郎さんがフォアグラを切って私の口の前に差し出した。

「こんなこと、さすがにフレンチレストランではできないだろ？」

　まさか、これがしたくて？

　あんまりお行儀はよくないけど、うれしくて口を開いた。

「今度は俺も」

　慶太郎さんは甘えん坊だ。それが会議のときの凛々しい姿とあまりに違うので、思わず笑ってしまった。

「へぇー、ここで笑うとか。あとでたっぷりお仕置きだな」

「お仕置き？」

「そ、ベッドがいい？　それともバスルームにする？」

　形勢逆転。彼はニヤリと笑う。

「わ、笑ってなんて……」

「思いきり笑ってたぞ。ほら、早くしろ」

　私は仕方なくフォアグラの「あーん」をお返しした。

　それから慶太郎さんをシャワーに追いやったあと、私もシャワーを浴びて寝室に行くと、彼はベッドでウトウトしていた。通常の業務に加え引継ぎもあったので、今週は特にヘトヘトなはずだ。

　寂しさを覚えながらも、反対側からベッドに滑り込み、目を閉じると……。

「キャッ」

　慶太郎さんがあっという間に私に覆いかぶさってきた。

「まさか、このまま寝ようとしてたんじゃないだろうな」

「だって慶太郎さん、寝てたじゃないですか」

「寝てない。すみれとの将来を想像してただけだ」

　私との、将来？

「想像するだけで幸せだ。毎日お前と顔を合わせて『おはよう』が言えて、そりゃあ、たまにはケンカもするかもしれないけど、ふたりだと笑って過ごせる気がするんだ。そしていつか子供ができたら……めちゃくちゃかわいがるぞ」

　彼は優しい笑みを浮かべる。

　子供、か……。なんとなく実感はわかないけれど、私も彼の子が欲しい。

「でも、この世で一番愛してるのは、すみれだから」

「あっ、ち、ちょっと待って……」

「待てるか」

　念を押すようにそう口にした彼は、大きな手を私の肌に滑らせ始めた。

　彼の秘書になったばかりのときは、この人大丈夫？なんて思ったこともあった。でも、彼のドゥシャインへの熱い想い、そして隠れた努力を目の当たりにしているうちに、目が離せなくなっていた。

　古い体制にカツを入れ、新しい風を吹かせてくれた彼なら、社長として会社を引っ張ってくれるに違いない。

　そして私は……彼の隣でときどきお尻を叩きながら、一緒に未来を見ていたい。

「すみれ、なに考えてるんだ？」

「えっ、慶太郎さんとの未来ですよ？」

「お前、余裕だな。なにも考えられなくしてやるよ」

「えっ、んんん……」

　ちょっとイジワルな笑みを浮かべた彼は、とびきり優しいキスを落とした。
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甘いひとときは青い海と共に　Ｓｉｄｅ慶太郎




「本城さん、ちょっと根詰めすぎでは？」

　散らかしっぱなしの書類を片付けながら、すみれが心配そうに俺の顔を覗き込む。

　社長になって、はや三カ月。今までのように現場を回りながら社長業もしていると、どうしても働き詰めになってしまう。特にここ数週間は、自分でも驚くほどハイペースで動き回っている。

　だけど、自分の目で商品の動向を見て、今後の方針を考えることはやめたくない。

「いや、大丈夫だ」

　ここ最近、俺がこうして躍起になって働いているのは、別の目的もある。

　社長としての仕事が軌道に乗るまで結婚は待つと奮闘するすみれに、日頃の感謝を伝えたいというか……。いや、俺がもっとふたりの時間を持ちたいだけ、というか、計画していることがあるのだ。

「ですが、また倒れたら……」

「それなら、一週間夏休みをとるぞ」

　最近のハイペースはそのためなんだから。

「一週間？」

「すみれも一緒にどう？」

「なにを言っているんですか。それに今は仕事中です。蒼井でお願いします！」

　すみれは完全に秘書の顔で、俺を叱る。

　つれないなあ。ふたりしかいないんだから、いいだろ？　もうすぐ本城になるんだし。

　どことなく頬を赤らめ慌てて社長室を出ていく彼女は、本当にかわいい。

　でも、すみれも一緒に休むのは決定なのだ。

　俺はどうしてもニタついてしまう顔を引き締め、書類に手を伸ばした。




　それからあっという間に二週間。明日から一週間の休みを確保した。

「大矢さん、それじゃあ留守の間の電話処理をお願いします」

「わかりました。楽しんできてください」

　大矢さんは、いつになく優しい笑みを浮かべた。

　まだ社内では婚約を発表していないが、彼の耳にだけは入れてある。それは、すみれが妻となれば、さすがに俺の秘書はできなくなるからだ。そのときに備えて、新しい第二秘書の確保や、すみれの配属先など、大矢さんにはいろいろ根回しをお願いしなければならない。

　すみれは、おそらく仕事を続けたいだろう。家で待っていてもらうのもうれしいが、彼女はドゥシャインにとって貴重な財産だ。彼女の輝ける場所を奪いたくはない。

「本城さん、明日からお休みだと、さっき大矢さんに聞いたんですが……」

　商品開発部にお使いを頼んでいたすみれが帰ってきて、不思議そうに尋ねる。

「そうだよ。夏休みをとると言っただろ」

　九月に入ってしまったので、夏休みというにはちょっと遅い。でも俺は、この日を待ちに待っていた。

「そうですが、冗談かと……」

「冗談じゃないぞ。ちなみに、すみれも休み」

「えっ、私、申請してませんよ？」

「俺が決裁しておいた」

　書類の決裁は、一番嫌いな仕事だ。ハンコを押しながらワクワクしたのは初めてだった。

「え……」

　目を白黒させているすみれに、「いいから、さっさと帰るぞ」と告げる。

「えっ、ちょっと待ってください」

　慌てふためくすみれがおかしい。

「休みの間の対処は、全部大矢さんにお願いしてある。あとは、すみれの準備をして日本を発つだけだ」

「発つって、どこに？」

「ホノルル」

　今度は目を見開き固まるすみれの手を引き、俺は会社から脱出した。

　そして、いったん俺の家まで荷物を取りに行き、すみれの家に向かった。

「明日の朝の便だから。着替えだけでいいから用意して」

「そ、そんなに急に言われても。パスポート、どこにあったっけ……」

「あぁ、これか？　すみれ、全然変わってないよな」

　ポケットからすみれのパスポートを取り出して写真を眺める。短大の卒業旅行のときに取ったものらしく、五年前のものだが、はにかむような笑顔は今とまったく変わらない。

「ち、ちょっと！　どうして慶太郎さんが持ってるんですか？」

「前にここに来たときに見つけて、借りておいた」

　また固まっている彼女が、おかしくてたまらない。

「ほら、いいから手を動かせ」

　いつも書類決裁のときに言われている言葉をお返しすると、すみれは信じられないという様子で荷造りを済ませていった。




「え、ファーストクラス？」

「そうだけど」

　翌朝、空港に着きチケットを渡すと、すみれが目を白黒させている。その姿を見て、吹き出しそうになった。

「ラウンジに行って、朝飯食うぞ」

　状況が呑み込めていない様子の彼女の手を引き、ラウンジに向かう。ファーストクラスのラウンジには、なかなかのレベルの軽食が準備されている。

　これまた固まるすみれと一緒に食事をして、日本を出発した。

　それにしても、彼女を見ていると飽きない。食事が出てくると「空の上なのに、フルコース？」と仰天し、キャビンアテンダントにベッドメイキングを頼むと、「そんなことは自分で！」と慌てている。

　ホノルルに着くと、日本とは違うじりじりと照りつける太陽の光を浴びながら、リムジンに乗り込みホテルに向かう。

「リムジンなんて初めて！」と、はしゃぐすみれを見ていると、俺までうれしくなった。

　中心街から離れた、ロイヤルファミリーも利用するという高級ホテルに到着すると、ベネチアンガラスがキラキラと輝くシャンデリアが迎えてくれる。このシックな雰囲気は、いつ来てもいい。

「えっ、こんなにすごいホテルに泊まるんですか？」

　その場に立ちすくんで、呆然としているすみれ。

「そうだ。一週間、ここでのんびり過ごそうと思って」

「のんびり？」

「ああ。買い物したければ付き合うけど、とりあえず、なにもせずにボーッとしたい」

　さすがに仕事を詰め込みすぎて疲れがたまっている。それに、社長に就任してから彼女との時間がますます取れなくなっていて、今はただ、ふたりの静かな時間を楽しみたい。

　日本から離れたのは、ドゥシャインの社長という荷物を下ろしたかったからだ。誰ひとりとして知っている人のいないここなら、ただの男と女になれる。

「贅沢ですね」

「そう。すみれがずっと一緒にいてくれるなんて、最高の贅沢だよ」

　俺が耳元でささやくと、彼女は恥ずかしいのか、視線を床に落とした。

　宿泊するのは、最上階のインペリアルスイート。深いブラウンで統一され落ち着いた雰囲気の部屋は、仕事で疲れきった心を休めるのには最適だ。

「海が……」

　部屋のあちこちを観察して感嘆のため息を漏らしていた彼女は、バルコニーに出て言葉を失くした。

「きれいだな」

　眼下に広がる真っ青な海は、見ているだけで癒やされる。

　俺は彼女の隣に行き、腰を抱いた。

「でも、すみれのほうがきれいだよ」

「そんな……」

　彼女は照れくさいのかうつむいてしまうけれど、腰に回した手に力を込めて引き寄せ、唇を重ねる。

「これから、ふたりの思い出を積み重ねていこうな」

「……はい」

　すみれは、はにかみながらうなずいた。

「海にも行くから。すみれのビキニ姿、楽しみにしてる」

「なにハードル上げてるんですか!?」

　彼女はフルフルと首を振るが、あの青い海と戯れるすみれの姿を想像するだけで、もう、たまらない。

「さて。汗かいたな。シャワー浴びる？」

「そうですね」

「あとでエステに行っておいで。ここはレベルが高いらしいよ」

　疲れているのは彼女も同じ。社長に就任したばかりで、まだまだ彼女のサポートは必要なのだから、うんとリラックスしてほしい。

「わー、うれしいです」

「その前に、ちょっと休憩だ」

　彼女のあとにシャワーを浴びてリビングルームに戻ると、淡いブルーのワンピースに着替えた彼女が、再びバルコニーに出ている。よほど景色が気に入ったんだろう。

「なんだ。バスローブでいいのに」

　俺は彼女の隣に並び、同じように海を眺める。

「そ、そんなわけには……」

　彼女の髪が風にふわっと煽られると、露出した首筋に衝動的に唇を押しつけていた。

「け、慶太郎さん？」

「せっかく着替えたけど、脱がしていい？」

「えっ、ちょっ……」

　途端にしどろもどろになるすみれは、いつまで経っても初々しい。焦る彼女を抱き上げると、耳まで真っ赤に染まっていた。

　キングサイズのベッドに、真っ白なシーツ。彼女をゆっくり下ろして、すぐにキスを落とす。

「すみれ、愛してるよ」

「慶太郎さん……」

　すみれは恥ずかしがりながらも身を委ねてくれる。ゆっくりと、そして丁寧に白い肌に舌を這はわせていくと、彼女の口から甘い吐息がこぼれ始めた。

「イヤッ、ダメ……」

　そんなことを口にしながらもしがみついてくる彼女が、愛おしくてたまらない。

「ダメじゃないだろ？」

　少しイジワルな言葉を吐けば、彼女の鼓動が勢いを増すのがわかる。まあ、俺の心臓はもうとっくにリミッターが外れているけど。

「あっ、あぁっ……」

　ほんのり上気したような彼女の表情が、俺を煽ってくる。どんどん女の色気を纏っていくすみれに夢中になった。

　少々暴走したあと、ベッドで柔らかい彼女の体を抱きしめる。それだけで、俺は幸せだ。

「一週間、ずっと抱いていたい」

「な、なに言ってるんですか！」

　すみれは首をフルフルと振っているが、お前が魅力的だから、仕方ないじゃないか。

　今は仕事でも行動を共にできているけれど、それもなくなってしまうと思うと、残念でたまらない。

「はー。結婚したら、一緒に働けなくなっちまうのが寂しいな」

　すみれには叱られてばかりだが、彼女が信じてくれていたから、どんな罵声を浴びてもひたすら自分の信じた道を進むことができた。

　だけど、すみれは黙ったままでなんの反応もしない。

　なんか言えよ！

「すみれ、どうかした？」

「なんでもないです」

　そうは言うものの、彼女は俺に背を向ける。どう考えても様子が変だ。

「なんでもないって、それならどうしてこっちを向かない」

　彼女の肩を押え仰向けにさせると、苦しげな表情の彼女に驚いてしまった。

「なぁ、どうしてそんな顔をしてるんだ。俺には言えないのか？」

「だって慶太郎さんと離れたら……」

　彼女はいったん口を開いたのに、そこでためらうように口をつぐんでしまう。

「離れたら、なに？」

　彼女を組み伏し視線を絡ませると、観念したかのように口を開いた。

「誰かに取られちゃうんじゃないかって……。最近はそればかり考えちゃって」

　すみれの口から飛び出した思いがけない言葉に目をみはる。

「バカだな。そんなわけないだろ」

「はい、そんなことを考えるなんて自分でもバカだってわかってるんです。でも、イヤなの。慶太郎さんがちょっと他の女の人に視線を向けるだけで、苦しくなっちゃうの」

　俺がいつ、他の女のことを見たんだ？　もう俺は、お前しか目に入らないんだよ。

「そんなことは絶対にない」

「でも、慶太郎さんは素敵だし、地位もあるし、こんな贅沢もできる。慶太郎さんにその気がなくても、慶太郎さんのことを好きになる女性はいっぱいいるんだから」

　すみれは眉根を寄せ、視線を逸らす。

　嫉妬してくれてるのか。でも、そんな心配はまったくいらない。俺はお前に夢中なんだから。

「じゃあ、すみれは俺が社長だから結婚するのか？」

　もちろん、そうじゃないことはわかっているけど、はっきり言葉で聞きたい。

「違います」

「俺は、俺自身を好きになってくれた女と結ばれたい。地位でも金でもなくね」

　俺は彼女の頰に手を伸ばし、まっすぐに瞳を見つめる。

「慶太郎さん……」

　すると、彼女は俺にギュッとつかまってくる。

　おいおい、そんなに煽るなよ。

「もう一回言って？」

　たまらず彼女を強く抱き寄せ、耳元でささやく。

「えっ、なにを？」

「『慶太郎さんは素敵だし』ってとこ」

　なぁ、すみれ。俺はお前のひと言にいつも振り回されているんだよ。

「そんな、無理です」

　すみれは途端に落ち着きをなくす。

「俺だって不安なんだ。そばに置いておけなくなったら、すみれに悪い虫がつくんじゃないかって」

「まさか。そんなことはありえません」

　すみれは驚いた様子で大きな声を出すけれど、俺は首を振る。

　バカだな。お前は自分が思っているよりずっと魅力的な女なんだ。

「それなら、言って。俺を安心させて」

　彼女は目をキョロキョロさせて戸惑っていたが、なにかを決意したように俺と視線を合わせ、口を開く。

「……け、慶太郎さん、素敵」

「もう一回」

「もう、バカッ！」

　彼女は恥ずかしがって、顔を手で覆ってしまう。

　そういう初々しいところも、好きなんだ。

「すみれ」

　彼女の手を少し強引にシーツに縫い止め、青い海のように透き通った瞳を見つめる。

　お前が安心するのなら、何度でも言うよ。

「愛してる。お前だけを、愛してる」

　やっぱりエステは明日にしよう。

「慶太郎さん……ありがとう。……えっ、ちょっ、なにして……」

「なにって、『素敵』なんて言われたら、もう一回抱くしかないだろ」

　まあ、言われなくても抱くけど。

「そ、そんな……あんっ」

　抗うくせして、その潤んだ瞳が俺を誘ってるんだよ。

　覚悟しろ。俺の愛はとびきり重いんだ。もう一生逃がさないからな。

　俺は彼女の白い首筋に熱い唇を押しつけた。





ＥＮＤ












あとがき




　今回は化粧品会社を舞台にしたオフィスラブでしたが、お楽しみいただけましたでしょうか。お付き合いくださりありがとうございます。




　本当は努力家で真面目なくせしてチャラチャラ見せているという、非常に誤解されやすい慶太郎。素直になればいいのに、できないのが彼です。型破りで、敵ばかりの彼に付き合うすみれは大変だったでしょうね。でも、努力をひけらかさず、涼しい顔をしている男の人って、魅力的かも。

　人間性の素晴らしさは、一日にしてならずです。慶太郎の仕事のように地道な努力の積み重ねによって形成されるもので、一日くらい品行方正にしてみたところで変わりません。だからこそ毎日の努力を怠ることなく、一日一日を大切にしなければ。

　とはいえ、走り続けるというのは簡単ではなく、疲れることもあるんですよね。慶太郎にとってすみれは、そんなときに寄り添ってくれる癒しの人だったんでしょう。弱い部分を唯一見せられる人でした。

　私もしばしばガソリンが切れて壊れる人で、ダラダラというよりはどん底まで行きます。自分のしていることを全部否定したくなります。寄り添ってくれるイケメンが見当たらないので、自分で起き上がるしかないのが残念ですが、結局は何事も努力し続けることしか解決方法がないことに気がつきます。世の中、頑張ってもうまくいかないことがわんさかあります。傷ついたり苦しんだりしてなにもかも放り出したくはなりますが、結局走るしかないんですよね。最近は壊れすぎて、ガソリン切れのまま走っているような気もしますが、つべこべ言わずに走るんだ、私！と自分を奮い立たせております。ドＭかもしれない……（嘘つけという声が聞こえる）。

　とりあえず新しい化粧品でも買って、気分を上げたいと思います。




　毎度毎度、懲りずに私を助けてくださる担当の増子さま。そしてヨダさま。表紙をつけてくださいましたゆえこさま。力を貸してくださるスターツ出版の皆様。そして、この作品に出会ってくださいました皆様に、感謝申し上げます。
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